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本報告書は、当研究所が昭和63年 度以来実施 して きたr複 数メディアを活

用 した情報処理教育 システムに関する調査研究』、平成元年度事業として実施

したr効 果的情報処理教育システムに関する研究開発』の成果を踏まえ、新た

な視点か ら取 り組んだ人材育成に関する調査研究の成果である。

情報化が急速に進展 している中で、情報処理技術者の不足が今日大 きな課題

となっている。また、同時に、最近における情報処理技術および通信技術の進

展、利用分野の拡大に応 じ、情報処理技術者は常に、より高度な、新 しい知識

・技術を確実に修得 していく必要がある。このような、情報処理技術者の量的

増大と質的向上の要請に応えるためには、新 しい教育技術を適用 した効果的な

教育を実践することが強 く望まれる。

このためには、各種の教育メディアや教育システムを活用 してい くことが前

提となるが、より重要なことは、教育ニーズを的確に把握 し、統合化 された教

育システムの構築を図れるような人材の育成である。

本調査研究は、この新 しい人材像および育成の方向を明確にするために、当

該人材をとりまく今後の技術動向等 も考慮 し、今後の具体的なカ リキュラムの

検討に資することとした。

なお、作業については、情報処理教育システム ・エ ンジニアの育成に関する

調査研究委員会および同ワーキ ンググループにより実施 した。

最後に、本調査研究にあたり御協力を頂いた委員各位な らびに関係機関に対

し厚 く謝意を表する次第である。

平成3年3月

財団法人 日本情報処理開発協会

中 央 情 報 教 育 研 究 所
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第1章 調 査 研 究 の 目的

1.1背 景

本調査研究事業 は、平成元年度 に実施 した 「効果 的情報処理 システムに関す

る研究開発」事業を継続発展 させた ものである。昨年度の事業で は、 「情報処

理技術の教育内容 にふ さわ しい各種 メデ ィアの効果 的な利用方法の研究開発 を

進め る」 ことを主要 な目的に して研究開発を行 った。っ まり、あるべ き情報処

理教育 システ ムを検討 し、それにふ さわ しい システムの要求仕様を作成 し、提

案す ることを狙い とした。具体的には、以下 の5項 目の研究 開発を進 めた。

① 電子OHPシ ステ ムとVTRの プロ トタイプを用いた教育実施結果の分

析評価

② 電子OHPコ ース ウェア作成実行 システムの要求仕様 の作成 と提案

③ 最新の教育 メデ ィア ・システムの調査研究

④ 効果的VTRコ ー スウ ェアに関す る研究 と提案

⑤ 遠隔教育 システムに関す る要求仕様 と中央情報教育研究所で実現すべ き

システ ム ・イメージの具体化 と提案

これ らの研究 開発成 果は、 「効果的情報処理 システムに関す る研究開発報告

書」(平 成2年3月 、財 団法人 日本情報処理開発協会、中央情報教育研究所)

としてと りま とめ られている。

上記報告書の総論編 の第3章 の 「効果的情報処理教育 システムの実現 に向け

ての体制作 り」の中で三 つの提言が なされている。その うちの一番 目の提言で

あ る 「エデ ュケー ショナル ・システムズ ・エ ンジニ アの養成確保の必要性 」が

本調査研究 の布石 とな っている。少 し長文 にな るが、その記述部 分をあえて こ

こに引用す る。

「効果的情報処理教育 システムであ るマルチメデ ィア教育 システムを構築す

るためには、研修企画担 当者、映像化 の専門家、製作 の専門家、 コンピュー タ

やニ ューメデ ィアのハ ー ド・ソフ トの専門家等各種の専門家の相互補完的な協

力が欠かせ ない。ただ し、 これ ら専門家の協力だけで は、効果 的 システムの実

現 はおぼっかない。マルチメデ ィア教育 システムの要 とな る新 しい人材の育成

確保が望 まれ る。 メデ ィアを統合化 し、 マルチメデ ィア教育 システムの構築の
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ための各種の専 門家の陣頭指揮に当 り、イ ンテ ィグ レ一夕の役割を果たす こと

ので きるエデ ュケーシ ョナル ・システムズ ・エ ンジニア(ESE)、 つま り教

育 システ ム工学者の育成確保が不可欠である。

ESEは ニ ューメデ ィアや新技術 に明 るく、教育工学 や学習心理学に精通 し

ている必要がある。 さらには、情報処理技術に も精通 し、マルチメデ ィア教育

システムの構 築のためのプロフェショナルな専門工学者で もあ る。 こ うした人

材確保 は容易な ことではない。 したが って、中央情報教育研究所がその組織 的
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

な育成確保の指導的役割を果す必要がある。まず、ESEに 期待される役割や
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

機能、要求 され る知識 ・技術および能力 ・資質等を明 らかに し、その育成方法
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

を具体化す る必要があ る。(以 下省 略)」(傍 点は本報告執筆者が追記)。

この提言を生か して、本調査研究が行われた。なお、ESEの 定義等 はこの

提言に とらわれ ることな く、新たに検討を した(詳 しくは後述)。

1.2本 調査研究の目的

今、我が国の大半の企業は、厳 しい競争にさ らされてい る。行政 ・業界指導

型の共存共栄の時代 は完全に過 ぎ去 った。図1-1の 上側に示 したよ うな環境

の変化の中で、生 き残 り競争 の時代 に突入 している。21世 紀 に も生 き残 る こと

がで きるか ど うかの危急存亡の秋を迎えて いる。厳 しい競争に打 ち勝 ち、21世

紀 にも生 き残 って行 くためには、 これまで と同様の経営展開では限界が ある。

生 き残 りを賭 けた戦略的経営ない しは個社経営 を展開す る必要があ る。すで に

多 くの企業が戦略的経営に注力 してい るのは周知の通 りで もある。

ここで戦略的経営 とは、それ までの 「いかによいものを作 るか」か ら 「他 に

は出来ない ものを作 ろ う」型の創造性重視の事業展開、つ まり競争他社 とは一

味 も二味 も違 った経営を展開することである。 このよ うな戦略的経営を実現す

るためには、様 々な手段を講 じる必要がある。ネ ッ トワー ク技術やデ ータベー

ス技術等 の情報技術 を駆使 した戦略情報 システム(StrategicInformation

System:SIS)に よる差別化や競争優位の確保。将来性 のある新規事業や製 品 ・

サー ビスの開拓。企業の組織風土の革新 と人材 の意識改革 などを通 じての組織

や人材の活性化等。中で も重要 になるのが戦略的経営の担 い手であ る戦略的人

材の育成 とその活用で ある。SISを 構築 し有効活用するの も、新市場を開拓
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するの も、組織を活性化す るの も、すべてが持てる人材 にかか ってい る。創造

的な事業展 開が約束で きるか どうかは、人材次第であ る。単 なる人材の量 的確

保で はない。戦略的経営 に十分貢献ので きる質の高 い 〈人財〉の育成確保 こそ

が決 め手である。
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経営戦略の実現 にふ さわ しい 〈人財〉を育成確保するためには、経営戦略に

連動 した人材育成戦略計画を立案 し、それを反映 した具体的な育成諸施策を策

定する必要があ る。 また、それ らを実施 し実行す ることが問われ る。そのため

には戦略の創造力 と実現力のある新 しいタイプの人材育成 スタッフを確保す る

ことが先決であ る。 この種のスタ ッフの活躍 によって最適 な人材開発 システム

の構築 と効果的運用が期待で きる。一方、最適 な システムを追求 してい くため

には、人材育成 スタッフには システムズ ・エ ンジニ ア的能力が要求 され る。 ま

してや、最適な教育 ・学習 システムを構築 し有効活用を推進す るとな ると、 シ

ステムズ ・エ ンジニア的能力は一段 と強 く要求 され る。

知的労働者 とも言 うべ き今後の 〈人財〉 は、図1-1の 左下に示 したよ うな

傾向が一般的であ る。 したが って、 ここに示 したよ うな傾 向を尊重 し、それ ら

を取 り込み反映 した人材開発 システム、教育 ・学習 システムにする ことが重要

とな る。一方、図の中央下側 に示 したよ うな企業現場でのニーズも無視で きな

い。 この種のニ ーズに対応 した システムにす ることも重要 な要件になる。

また、図の右下に示 したようなニ ューテ クノロジが続出 している。 これ らの

テ クノロジを最大限に有効活用 した教育 ・学習 システム、つま りマルチメデ ィ

ア教育 システムやマルチメデ ィア学習 システムの開発が望まれる。

以上のよ うな環境諸要因の中で、企業における人材育成 は、益 々重要 にな っ

て きてい る。 また、経営戦略をふ まえた人材育成戦 略に基づ いた人材 開発 シス

テムや効果的で効率的な教育 ・学習 システムが必要にな って きている。

教育 ・学習 システムについて は、最近、CAIシ ステムを は じめと して、遠

隔教育 システムなど新 しい教育 ・学習 メデ ィアが先進企業を 中心 に次 々と導入

されている。また、本年度 に入ってか らマルチメデ ィア ・パ ソコンによ る教育

の試 み も本格化 して きた。1990年 はマルチメデ ィア ・パ ソコンの幕開 けの年 と

みなす ことがで きる。教育の方法 も21世 紀 に向けた新たな展 開が図 られてい る

のである。

21世 紀 に生 き残 るためには、各企業 とも自社 に最適 な人材 開発 システムと教

育 ・学習 システムを開発 し、優秀 な人材を効率よ く効果的 に育成 して、環境の

変化に積極的 に対応 してい くことが欠かせな くな って きて いる。 このために、

前述 したよ うな新 しい タイプの人材育成 スタッフ、新 しいタイプのSE的 人材
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が必要 になって きて いる。 自社の経営戦略や人材育成ニーズ、社会や技術 の動

向および将来の展望等を的確 に把握 して、自社 に最適 な戦略 的人材開発 システ

ムをデザ イ ンす るとと もに、新 しい教育 メディアを有効に活用で きるよ うにす

ることので きる人材育成工学者の養成が急務になっている。

本事業で は、企業 内での今後の情報処理教育 に関 して、上述 したよ うな新 し

い タイプの人材育成工学者 を情報処理教育 システム ・エ ンジニア と称 し、 この

人材像 を明確 にす る。 この人材を特 にエデ ュケー ショナル ・システムズ ・エ ン

ジニア(EducationalSystemsEngineer:ESE)と も呼ぶ ことに した。人材像

を明確 に した うえで、 さらにESEが 担 当すべき職務範囲およびESEの 育成

方 法等 につ いて調査研究をすることに した。また、ESEの 人材像や職務範囲

を具体化す るに際 して は、 この人材 を取 り巻 く新 しい教育方法の理論 やニ ュー

メデ ィデの動向を配慮す る必要があ るので、この面での調査研究 も加 えた。
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第2章 調 査 研 究 の 内 容

2.1調 査研究 の位置づけと内容

前章の 「1.1背 景 」でふれたよ うに、本調査研究 は、平成元年度の 「効果的

情報処理教育 システ ムに関す る研究開発 」の報告書の中での提言を前提に して

いる(図1-2)。 なお、平成元年度の研究開発に先立 って、昭和63年 度 には

「複数 メデ ィアを活用 した情報処理教育 システムに関す る調査研究 」を実施 し

た。 この調査研究 の成果を踏 まえて、平成元年度の研究開発事業を行 った。

また、本調査研究 と直接連動 は していないが、昭和62年 度か ら平成元年度 に

わたって実施 された 「効果的教育手法に関す る調査研究」事業 も参考 に してい

る。 本調 査研究 は、前章 の 「調査研究の 目的」で指摘 したように、二つの分

野か らな る。主要分野 は、言 うまで もな くrESEの あるべ き姿 とその育成」

であ る。第二の分野 は、ESEの 人材像を明確化す るための基礎情報 を得 るこ

とを主眼 に した 「新 しい教育方法の理論 と動向」である。

二つの分野 の調査研究 は、作業 グループ(WorkingGroup:WG)を 中心に実

施 した。rESEの あるべ き姿 とその育成」は人材 ・教育WGが 、 「新 しい教

育方法の理論 と動 向」は教育手法 ・メデ ィアWGが 担 当 した。両WGの 間での

情報交換や調査研究 内容のす り合せ、進捗状況の調整等 は本委員会で行 った。

なお、図1-2の 「今後の課題」については、第3章 でふれ る。
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・ESE育 成のための教育 カ リキ ュラムの具体化

↓
・ESE育 成用教育 コースの開発 と提供

情報処理教育 システムズ・エンジニア(ESE)の 育成に関す る調査研究(平 成2年 度)

ESEの あ るべ き姿 とその育成

・企業内教育の現状調査 と分析

・ESEの 人材像の明確化

・ESEの 育成の仕方 ⑯

新 しい教育方法の理論と動向

・新 しい教育方 法 と理論の把握

・教育 メデ ィアの動 向の把握

・企業内教育システムの先進事例

合
効果的情報処理教育システムに関す
る研究開発(平 成元年度)

・電子OHPシ ステムに関す る研究

・ビデオに関する研究

・遠 隔教育 システムに関す る研究等

令
複数 メディアを活用 した情報処理教育 シス
テムに関す る調査研究(昭 和63年 度)

・情報処理教育 に関す るローカル教

育での各種 メディアのあ り方
・遠隔教育における情報処理教育 シ

ステムのあ り方
・各種 メデ ィアの特性分析

・情報処理教育 システムの検討課題

効果的教育手法に関する調査研究
(昭和62年度～平成元年度)

・メデ ィア(ビ デオ)を 用 いた効

果的教材の開発 ・活用方法
・現行の情報処理技術者 の研修効

果に関する意識調査
・教育手法についての近年の動向

図1-2今 回の調査研究の位置づけと内容
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2.2「 教育を企画 ・推進す る新 しい人材像 とその育成」の内容

「ESEの あ るべ き姿 とその育成」の調査研究 の成果 は、本報告書で は 「第

H編 教育を企画 ・推進する新 しい人材像 とその育成」に収録 している。第ll

編の構成 は、図1-3に 示 して いるよ うに4つ の章か ら成 って いる。

第1章 教育の現状 と新 しい

人材(ESE)の 必要性

1 ト/

1新 しい教育への アプ ローチi

i－ 新 しい教育方法の理論 と動向 一;

第2章ESEの 人材像と

職務範囲

第3章 米 国 にお け るインストラクショ

ナル・デザインの 動 向

/
第4章ESEの 育成 に向けて

図1-3「 教育を企画 ・推進する新 しい人材像 とその育成 」の内容

2.2.1教 育の現状 と新 しい人材(ESE)の 必要性

(D企 業 内情報処理教育の現状 と求め られる姿

企業内情報処理教育の現状 は、平成2年 の11月 か ら12月 にかけて実施 し

たア ンケー ト調査 を分析 した ものである。2,143社 の教育部門を対象 に調

査 し、363社 か ら得 られた回答を分析 ・要約 している。

よ く利用 してい る教育 メデ ィアと しては 「テキス ト」が圧倒的である。
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それ に続いて、OHPとVTRが 比較的利用されている。一方、CAIや

遠隔教育 システ ムはまだあま り利用 されていない。 しか し、教育効果 とい

う観点か らは新 しい教育 メデ ィアへの期待 は高 い。

教育担当者の育成確保、社外での情報処理教育の利用、社内でのr青報処

理教育の実施等 に関 して は、いずれ も問題が山積 している傾向が見 られ る。

情報処理教育 の今後の姿 に関 しては、ア ンケー トの分析結果に もとつい

た問題提起を行 っている。 これ らは、2年 前の 「複数 メデ ィアを活用 した

情報処理教育 システムに関する調査研究報告書」で示 した今後の情報処理

教育 の方 向(表1-1を 参照)と 基本的には変わ らない。

表1-1情 報処理教育の 目指す方 向

特性 区分 従来の情報処理教育 今後の情報処理教育

基本的志向 ・知識 ・技術の蓄積主体 ・創造力,問 題発見 ・解決力意思決

定力等の能力開発重視

教育ニーズ

.

・固定的 ・限定的目的

・比較的安定的

1

・多 目的 ・多様 化

・技 術 革 新 ・コ ン ピ ュー タ利 用 の 拡

大 に 伴 って,流 動 的
・爆 発 的 増大

教育対象者 ・プ ロ グラ ム や シス テ ム ズ ・エ ンジ

ニ ア等 情 報 処 理 技 術 者 主 体

・限 定 さ れ た エ ン ド ・ユ ー ザ

1

・SE的 人材主体

・全社員を対象にした情報 リテラシ

教育

教育の主導権 ・イ ンス トラ クタ に よ る制 御

・Teach/Learning型

・受 動 的学 習

・学 習 者 に よ る制 御

・Education/Study型

・主 体 的 ・能 動 的学 習

カllキ ュ ラ ム ・標 準 化

・画 一 化

・多様 化

・個 性 化

教 育 形 態 ・マス教育(集 合教育)

・教室型一斉授業

・セ ンター集中教育

・マイペースによる個別学習

・小集団グループ研究

・地域分散教育(遠 隔教育)

教 育 メディア ・シ ン グル ・メデ ィア 中心

・活字 ・テ キ ス ト中心

・単 一 固 定 的 目的

・マ ル チ メデ ィ ア 中心

・映 像 ・コンピゴ タ・通 信 ネットワークの 活 用

・多 面 的 多 目的

そ の 他 ・職 種 別 ・階層 別教 育

・若 年 者 中心 の 教 育

・座 学(off-JT)と 実 習 ,OJT,自 己

啓 発 が 非 連 携 の教 育
・企 業 内 情 報 処 理教 育

・職種転換 ・能力開発 ・継続教育
・中高年齢者 も含めた教育

:竃灘1灘 ㌶
(出典:「 複数 メディアを活用 した情報処理教育システムに関する調査研究報告書」
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(2)ESEの 必要性

ここで は、ESEの 定義を行 ったうえで、ESEの 必要性の背景 につ いて言

及 して いる。背景 と して は、教育 に対する新たなニーズと して、教育対象者の

拡大 、教育範囲の量の拡大、教育の深 さ、教育の地理的な拡が り、教育の個別

化 ・個性化、教育方法の多様化、教育の質的 向上への期待、教育期間の短縮、

経費の削減、教育の社会的責任の10個 の観点か ら検討 してい る。 さ らに、ES

Eへ の期待について前述の ア ンケー ト結果に基づ いて、若干の コメ ン トを して

いる。

なお、 ここではESEを 次のように定義 している。

「ESEと は、企業 において、自社 の経営方針 、施策を十分 に理解 した うえで

自社に最適 な教育 システ ムがデザイ ンで きるシステム ・エ ンジニアであ る。ま

た、教育 メデ ィアおよびその利用(手 法)技 術を熟知 し、効率的、かつ効果的

な教育が実践で きること、及びその指導がで きる人材であ る。従 って、ESE

は、教育工学等の専門知識を持 っている ことは もちろん、情報処理技術、経営

科学等の幅広 い知識を もってい ることが必要であ る。

2.2.2ESEの 人材像 と職務範囲

第2章 で はrESEの 人材像」 とrESEの 職務内容 」の検討結果を報告

している。

(1)ESEの 人材像

ここで は、ESEを 〈SIS時 代 にお ける人材開発的側面をた くま しく

担 う情報処理教育 システム ・エ ンジニア〉 と表現 し、その人材像を追求 し

ている。ESEと しての人材像の輪郭を具体的にす るために、戦略的側面、

人材開発的側面、SE的 側面 の三つの観点か らESEに 期待 され る役割 と

その遂 行にあた って必要 となる能力 ・資質を検討 して いる。

図1-4の 左上 に示 しているよ うに、戦略的側面で期待 され る事項を①

自組織 の経営戦略の現実的理解 、② 自組織の経営戦略の仮説 的構想、③経

営戦略構想の現実化 の三つに絞 り、それ ぞれ に要求 され る能 力 ・資質を提

示 してい る。 また、人材開発的側面での事項 としては、① 自組織の戦略的

人材像の イメー ジ化、②戦略的人材開発 システムのデザ イ ン、③人材開発
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システムの マネ ジメ ン トの三つが重要であ ると し、それぞれ に必要 とされ

る能力 ・資質を分析 している。一方、SE的 側面 として は、図1-4の 左

側 と右側 に示 している① システ ムの 〈STPDサ イクル〉のマネジメン ト、

②ニ ューメデ ィアの活用の二つに絞 って、それぞれの要求能力 ・資質 を検

討 している。

(2)ESEの 職務範囲

ここで は、まずESEの 職務範 囲を従来の組織 における各役割 と比較 ・

考察 し、ESEの 新たな役割を強調 してい る。具体的には、経営者 あるい

は戦略策定部門との比較 、人材開発 ・教育研修部門 との比較、情報 システ

ム部門 との比較の中でESEの 職務範囲を浮彫 りにしている。

以上のよ うな従来の組織 における各役割 との比較を踏 まえ たうえで、職

務範囲を 「戦略 と人材 の現状分析」か ら 「評価 」までの8段 階 と して とら

え、それぞれの段階での主要な職務内容を検討 している(図1-4)。

2.2.3米 国 にお ける イ ンス トラ ク シ ョナ ル ・デザ イ ンの動 向

本 章 で は 、米 国 に お け るイ ンス トラ ク シ ョナ ル ・デザ イ ンの 一般 的概 要 を

説 明 した うえで 、DEC社 の 具体 的 な事 例 を報 告 して い る。

(1)イ ンス トラ ク シ ョナル ・デザ イ ンの概 要

こ こで は、 イ ンス トラ ク シ ョナル ・デ ザ イ ンを行 う際の前 提 と もい うべ

き5つ の条 件 を示 し、次 いで イ ンス トラ ク シ ョナル ・システ ム の意 味 を 考

察 して い る。 さ らに、 イ ンス トラ ク シ ョナル ・システ ムの デ ザ イ ンの段 階

は、14の ステ ップ(段 階)か ら成 る こ とを示 して い る(図1-5)。
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●顧客が感 じている戦略 ・人材に対する評価の調査 ・分析

●組織全体 ・各部門の最重要課題(目 標 ・問題)の 把握 ・分析

●他企業の戦略 ・人材に関する情報収集など

1

●既実施 ・現在実施中の人材開発施策に関する評価の調査

●現在の知識 ・技術の充足と不足に関する調査

●経営戦略の実現のために必要となる人材戦略 ・人材像と人材且 知識 ・技術の予測

●経営戦略(中 長期計画)の 観点と現在との差異の明確化など
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●人材戦略,人 材像と鼠 要求知識 ・技術と現在との差異分析と時系列整理

●人材戦略 ・人材 ・要 と優先順位化

●人 やシステムの企画(方 法 ・効果 ・評価の企画)

●人材開発の最適方策やシステムの企画に関する情報収集
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●教材開発や教育方法の支援
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●上記各工程の自己評価
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●総合評価とフィードバック
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図1-4 ESEに 期待される側面と職務範囲
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ソ

ス

テ

ム

・

レ

ベ

ル

ニ ーズ、目標、優先順位の分析

資源、制約要因、代替学習 システムの分析

カ リキ ュラムとコースの範 囲 と配列の決定:学 習 システムのデ

ザ イ ン

1
コ

ー

ス

・

レ

ベ

ル

コースの構造 と配列の決定

コース目標 の分析

E
レ

ッ
ス

ン

・

レ
ベ

ル

行動 目標 の分析

レッス ン ・プラ ン(ま たはモ ジュール)の 準備

教材 ・メデ ィアの開発 と選択

学習者の達成度の評価

t
ソ

ス

テ

ム

・

レ

ベ

ル

10.講 師 の 準 備

11.フ ォ ー マ テ ィ ブ ・エ バ リ エ ー シ ョ ン

12.フ ィ ー ル ド ・テ ス ト、 修 正

13.サ マ テ ィ ブ ・エ バ リエ ー シ ョ ン

14.導 入 と 普 及

図1-5イ ンス トラ ク シ ョナ ル ・システ ム ・デザ イ ンの段 階
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最初の3段 階を システム ・レベル」 と呼ぶ。 これは、カ リキ ュラム ・レ

ベルでの分析 とデザ インを行 う局面で ある。次の2段 階は 「コース ・レベ

ル」の局面であ り、 コース毎の構造の決定 とコース達成 目標の具体化を行

う。 さらに 「レッス ン ・レベル」の局面が続 き、 ここでは単元ない しはモ

ジュール単位に分析 ・設計 あるいは評価の作業を4段 階にわた って行 う。

最後の5段 階は再 び 「システム ・レベ ル」に戻 る。イ ンス トラクシ ョナル

・システムの レベルで準備 を行 い、フ ィール ド・テス トと修正、および総

合的な評価を実施 した うえで、新 システムの導入 と普及を図る。

以上の14段 階のそれぞれ につ いて、主要な作業内容を詳述 してい る。

(2)DEC社 におけるイ ンス トラクシ ョナル ・デザイ ンの事例

ここでは、DEC社 が実践 してい るイ ンス トラクシ ョナル ・デザイ ンの

進 め方を紹介 している。

DEC社 で は、イ ンス トラ クショナル ・デザイ ンのプロセスを次の4っ

の フェーズ(局 面)に 分けて、設計作 業を進め るように している。

① 問題 の定義(ニ ーズ査定 、学習者分析、 タスク分析)

② 設計(教 授 目標、テス ト、教授 の順序、教授戦略 ・方法 ・メデ ィア)

③ 開発(メ デ ィア開発、評価)

④ 実施

以上のそれぞれの フェーズにっいて、その中で行 うべき作業を段階を追

って説明 して いる'。なお、それぞれの フェーズで開発作業の 「プ ロジェク

ト管理」を行 い、確実 に 「評価 」を繰 り返 し実施 しなが ら次の フェーズへ

と作業を進 めてい くことが、品質の高い教育 コースを経済的 に開発 ・実施

す るための要であ ることを強調 して いる。

2.2.4ESE育 成 に向けて

本章で は、ESEに 必要 とされているマイン ドと主要な関連知識 ・技術 に

ついてまず検討 し、それを踏まえESEの 育成方法の基本的考え方 と育成 カ

リキ ュラムの大枠を示 してい る。

ESEに 必要 とされ るマイン ドを戦略的 マイ ン ド、教育(人 材開発)マ イ

ン ドおよびシステム ・マイ ン ドの3つ に区分 し、それぞれに関連す る知識 と
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技術を考察 している。その うえで、マイ ン ドと関連知識 ・技術を以下のよ う

に要約 して いる。

(1)マ イ ン ドの要約

〈戦略的 マイ ン ド〉

・五つの 目で見 るマイ ン ド(〈 あるがままに事実を見 る〉 〈一歩先一歩

奥を見 る〉 〈あるべ き理想 を見 る〉 〈いまこの現実 その ものを見 る〉

〈理想 と現実の懸絶を越 え るにはどうした らよいかの観点で見 る〉)

〈教育(人 材開発)マ イ ン ド〉

・個 々人のパ ワーを、組織 のパ ワーを、共感的に確認 し共感的に発展

させ る志

〈システ ム ・マイ ン ド〉

・異質の システマテ ィックな統合思考 による新 しい価値創出 とい う希求

(2)主 要な関連知識 ・技術の要約

〈主要関連知識〉

・ビジネス、組織、戦略に関す る基礎知識の学習

・仮説構想 に関す る基礎知識

・教育学(教 育哲学 ・教育工学等)

・心理学(教 育 ・学習 ・認知 ・組織 ・行動心理学等)

・行動科学(広 義 には教育学 ・心理学 も包含 されるが
、 とくにコ ミュニ

ケー ション学)に 関す る基礎知識

・人間観を中心 と した人間理解にかかわる基礎知識

・情報 システム(ニ ューメディア含む)に 関する基礎知識

〈主要関連技術〉

・調査 とくにインタビュ技術

・構想デザイン技術

・教材開発 も含めて教育技術

・プ レゼ ンテー ション技術

・情報 システム ・ノウハ ウの徹底活用技術

・マルチメディア ・ソフ ト(映 像 ・音響含む)の 作成技術

・実務スタ ッフとのプ ロジェク ト・マネ ジメ ン ト技術
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〈その他 〉

・人材開発 に関す る事例研究

ESEの 育成方法 にっいて は、rESEに は、 きわめて高い見識 とともに

熟度 も高 いアビ リテ ィ(実 務能力)が 要求 され る。 したが って育成 コースは、

座学中心で はな く実習がむ しろ中心 とな る内容が望 まれ る」と して、以下の

5つ の教育方法に区分 して、カ リキ ュラム内容の大枠 を提案 してい る。

① 講義(1部 は通信教育で補完)50単 元

② 実習54単 元

③ 視察12単 元

④ 導入研修 ・統合研修 ・修了研究(合 宿による)10単 元

⑤ 修了制作14単 元

上記右端 に示 した単元 は、それぞれ に要す る研修期 間であ り、1単 元 は6

時間である。合計期間は140単 元であ り、ほぼ140日 間の育成 コースにな る。
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2.3「 新 しい教育へのアプ ローチ」の内容

「新 しい教育方法の理論 と動向」の調査研究の成果 は、本報告書で は 「第 皿

編 新 しい教育のアプ ローチ」に収録 してい る。第 皿編 は、図1-6に 示 して

いるように、3っ の章か ら構成 されている。

企業内教育の潮流と

教育方法の動向

新 しい教育形態と

将来の可能性

マルチメデ ィアの情報処理教

育への適用(試 案)

図1-6「 新 しい教 育 へ の アプ ロ ーチ 」の 内 容

2.3.1企 業内教育の潮流 と教育方法の動向

この章で は、 まず企業内教育の潮流 を分析 して いる。次 いで、教 育手段 と

して活用 され る代表的な技術(テ クノロジ)の 現状を紹介 し、それぞれの技

術 の活用の現状を説明 している。さ らに、注 目すべ きニ ューテ クノロジへの

期 待 と可能性を検討 している。
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(1)企 業内教育の潮流

〈教育 は投 資〉 とい う企業内教育の原点 に立 ち戻 って、企業内教育の潮流

を洞察 している。投資であ る以上、経営戦略の実現 に貢献す る人材育成 に

直結 した教育を 目指す ことになる。そのよ うな教育 とは、実務に役立つ教

育であ るべ きだ し、実務 に貢献す る教育 にす ることによって、人材の ミス

マ ッチを最小限にする ことがで きる。 これ こそが企業内教育の 目標であ り、

教育を投資 と考え ることで企業人 にとって分か りやす い理論で人材育成戦

略が立案で きると している。

以上を前提 と して、人材育成戦略を図1-7の よ うに要約 している。

トレーニ ング

ニ ーズ

口 『
●ソ ミュ レー ション
●新鮮情報

教育移動手段

法→ ・㌶ 耗化対応→ 遷 信
グ ローバ ル化

→ ・実務貢献重視傾向 弓 〉実雛 型教育

教 授

図1-7人 材育成戦略の潮流

図 中の 「多忙」、 「ニ ーズ多様化」、 「個別学習化 」、 「グローバ ル化 」

に対応す る教育方法 と して、教育手段が学習者の近 くに移動す るとい う形

態が欠かせな くなって きてい る。 そのためい くつかのテ クノロジを応用 し

た教育手段が活用 されつっあ るとして、次第以降の教育手段 に活用 され る

技術 にっないでい る。

(2)教 育手段 に活用 され る技術 の動向

上述の教育移動手段 に活用 され る主要な技術 と して① ビデオ、② プ レゼ

ンテーシ ョン ・システム、③CBT、 ④衛星通信、⑤ISDNの5っ を採

り上げ、それぞれの現状 と今後 の可能性 を紹介 している。次いで、上記5

っの技術活用の現状 と今後の予測 について、アメ リカと日本のそれぞれ に
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つ いて紹介 して いる。

以上で は、現在すでに活用 されている技術動向を報告 した ものである。

ここで は、 さらに今後教育手段 に技術(テ クノロジ)を 活用す る面で、注

目すべきニ ューテクノロジと して、次の5つ の技術の動向 と可能性を検討

している。

① ハ イパーメデ ィア

②MS-WINDOWS3.0

③CD-ROM

④DV-1

⑤ コーデ ィク&ブ リッヂ

本章の最後で は、テ クノロジを活用する効用 と問題点および活用促進 に

ついて考察 してい る。

2.3.2新 しい教育形態 と将来の可能性

本章では、今後の教育形態の中核的役割 を担 うもの と期待が寄せ られてい

るマルチメデ ィアに焦点 を置いて、その概念や動 向、新 しい教 育形態 として

の代表的事例および将来への可能性 にっいて検討 している。具体 的には、以

下 の5項 目について報告 している。

(1)マ ルチメデ ィアの情報処理教育への可能性

(2)マ ルチメデ ィアの動向

(3)新 しいCAIへ の コ ンセプ ト

(4)シ ミュ レー ション/ゲ ー ミング手法の教育への適用

(5)新 しい教育形態 と しての遠隔教育の可能性

これ以降で、それぞれ の内容項 目について概観 してお く。

(1)マ ルチメディアの情報処理教育への可能性

ここでは、 メデ ィアおよびマルチメデ ィアを定義 し、次いでメデ ィアを

分類 し、教育用途 という観点か ら①パ ッケー ジ系 メディアと②通信系メデ

ィアに絞 って説明 している。

さらに、教育工学的見地か らみ た情報処理教育の方向性 を分析 し、それ
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を念頭においてパ ッケージ系および通信系の観点か らメデ ィアの特性を概

観 し、 メデ ィアおよびマルチメデ ィアの教育的効果を考察 してい る。

(2)マ ルチメデ ィアの動 向

本節では、集合教育 におけるパ ッケージ系 マルチメデ ィアを中心に、特

徴 的な事例 と動向を紹介 している。

まず、マルチメデ ィアを使 った集合教育の事例 として次の2つ を とりあ

げている。

① 中央情報教育研究所 における電子OHPの 利用事例

② 情報処理専 門学校における70イ ンチ高精細映像 システムを使用 した

視聴覚教育事例

次いで、 「マルチメデ ィアを活用す るソフ ト」 について、①動画 ・音声

を利用 した教材 ソフ トと②マルチメデ ィアを利用可能 にす るソフ トについ

て紹介 している。前者で は、マルチメデ ィア教育 を実施す るために作成 さ

れた教材 ソフ トの事例を3っ 報告 している。3つ の事例 とは、イメー ジ化

をはかる教材 、具体化をはか る教材、巻 き込み度 の増大をはか る教材 の ソ

フ ト事例であ る。後者 は、マルチメデ ィア ・パ ソコンのオーサ リング ・シ

ステム として定評 のあるAuthorwareとMacromindDirectorを 紹介 している。

最後に、マルチ メデ ィアを使 った今後に関 して、プ レゼ ンテー ション面

での活用 とデ ィスカ ッション面での活用の動 向お よび今後の期待 について

論 じてい る。

(3)新 しいCAIへ の コンセプ ト

ここで は、パ ッケー ジ系メディアを利用 した個別学習形態 のCAIの 今

後の展 開への期待 を中心 に考察 している。

CAIの 位置づけ とその利用形態の変遷を振 り返 ったあとで、今後のC

AIに 期待す る もの と して次の5つ の分野に着 目して、事例をま じえ なが

ら、それぞれの方向性を検討 している。

① マル チメデ ィア型CAI

② ゲームを生か して楽 しく学べる教材 内容

③ 埋 め込み型CAI(業 務用 ソフ トウェアに学習用 プログラムを組 み

込ん だ形態のCAI)
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④ 特化 したCAI

⑤Content-Free教 材

最後に、CAIを 開発 して いる立場か らみたESEの 職務 の分業化 と協

業体制につ いて提言 し、全体のま とめを行 っている。

(4)教 育への シミュレー ション/ゲ ー ミング手法 の適用

本節で は、 まず ゲーム的要素を持 たせた シミュレー ション ・システムの

教育訓練面での特徴を検討 している。次 いで具体 的な適用事例 として富士

通㈱で実施 している 「SEの プ ロジェク ト管理 力を養成す る教育用 シ ミュ

レー ション ・システム」を紹介 している。

富士通㈱の社内SE教 育で使用 している シミュレー ション型CAL教 材

には、現在次の5種 類が ある。

① プロジ ェク ト管理CAL

② システム性能設計CAL

③ ユーザ交渉CAL

④ ソフ トウェア品質CAL

⑤ ネ ッ トワー ク管理 シ ミュ レータ

これ らシ ミュ レー ション型CALの うち、今 回は 「プ ロジェク ト管理C

AL」 を中心 に報告 して いる。

富士通㈱ におけるSE教 育の重点課題 とSE教 育体系を紹介 したあとで、

中 ・上級SE教 育での新 しい教育手法 として教育用 シ ミュ レー ション ・シ

ステムを位置づけ、その基本的考え方を説明 している。次いで、教育用 シ

ミュレー ション ・システムの具体例 として 「プ ロジェク ト管理CAL」 を

と りあげ、 それを利用 した能力開発の方法、教育用 シ ミュ レー ション ・シ

ステムの仕組や開発 ポイ ン トを紹 介 している。 ここで紹介 されてい るシス

テムは、世界的に注 目されて いる画期的な教育用 シ ミュ レー ション ・シス

テムである。

(5)新 しい教育形態 と しての遠隔教育の可能性

本節での遠 隔教育 とは、通信系 メデ ィア(衛 星通信)、ISDN、 パ ソ

コ ン通信等)を 利用 して遠隔地 に散在する学習者を対象 に した教育 システ

ムの ことである。
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本節では、遠隔教育の定義、その出現背景および特徴を考察 したあ とで 、

遠隔教育の可能性を検討 している。遠 隔教育の可能性 については、研修形

態を中心 に以下の項 目に関 して、それぞれ のあるべ き姿や配慮事項等を提

示 している。

① 学 習形態

② 教授 法

③ 教材 の提示方法

④ 双方 向性 の活用

⑤ メデ ィアの効果的利用法

⑥ 学習効果

⑦ 研修内容

また、遠隔教育 の課題 として、 コス ト、実習教育、サブイ ンス トラクタ

の必要性 と役割 、協同利用、普及の仕方等 に関 して今後のあり方を検討 し

て いる。

最後に 「遠隔教育 システムは地理的、時間的制約を克服 するものと考え

られ、量的側面に注 目され勝 ちであるが、教育 内容の品質が もっと も重要

であ る.こ とを力説 し、そのための基本的配慮事項 を指摘 している。

2.3.3マ ルチメデ ィアの情報処理教育への適用(試 案)

本章では、前章 までの調査研究を踏 まえて現状のマルチメデ ィアを使用 し

た情報処理教育を改善す ることを目的に、新たなマルチメディア教育 システ

ムの要求仕様 を検討 している。要求仕様 として は、どのような戦略型教育 シ

ステムの コンセプ トがイメージ ・ア ップされ るか、また当該 システムの実現

に向けてどの よ うなシステムが具体的に考え られ るか、それ らの評価 まで も

含あて、その基本的方向を示 している。 なお、 ここで提案 されてい る情報処

理教育支援の マル チメデ ィア教育 システムの要求仕様 は試案の域を出ていな

い。 したが って、その構築 と実験評価等 は今後の調査研究 に引継がれる必要

が ある。
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●

第3章 今 後 の 課 題 と展 望

エデ ューケーシ ョナル ・システ ムズ ・エ ンジニ ア(ESE)の 育成 に関す る

本格的調査研究が行われたのは今回が、我が国での初めての試みである。 ま し

てや、情報処理教育 を念頭 に調査研究が実施 され たことはこれまで全 くなか っ

たとい って もよい。 それだけに、今回の調査研究 は、ESE育 成への第1歩 を

踏み出すための金字塔 ともい うべ き貴重 な もので ある。とはい うものの短期間

の中での多忙 な委員 の方 々の調査研究で あったので、十分な考究がで きなか っ

た面 もあ り、今後に残 され た課題 も少 な くない。 これ らの中で今後の課題を三

つ に絞 ると、以下の ものになる。

(1)情 報処理教育ESE育 成のための教育 カ リキ ュラムの具体化

(2)ESE育 成用教育 コースの開発 と提供

(3)ESE育 成用教育マルチメデ ィア ・システムの研究開発および試作実験

これ ら課題 は、情報処理教育の調査研究 ・実施の公的機関である中央情報教

育研究所が本腰を入れて取組 むべ き主要課題である。 また、 これ ら課題 を達成

す ることが、今後の情報処理技術者 、と りわけSE的 人材の不足を質 と量の両

面で克服 して い くための最良 の手段 を提供す ることにもな る。

上 記三っの課題にっいて、以下でその内容 と今後の展望について概観す るこ

とにす る。

(1)情 報処理教育ESE育 成のたあの教育 カ リキュラムの具体化

本報告書の第H編 第4章 の 「4.2ESEの 育成方法」でESE育 成のた

めの教育 カ リキ ュラムの大枠を提示 してい る。 これは、一単元6時 間で実に

140単 元に及ぶ もので ある。理想的 にはこのようなカ リキ ュラムになる。 し

か し、 フィジィビリテ ィの面で十分な考察がな されてはいない。 したが って、

教育 カ リキ ュラムの具体化に当っては、現実可能性の面での慎重な検討 を加

え る必要が ある。 しか も、中央情報教育研究所で 開発 し、早期 に提供で きる

ことを前提 に したカ リキ ュラムを作成す ることが望まれ る。

情報処理教育ESEを 育成するための教育 カ リキ ュラムは、少 な くと も平

成3年 度中に完成す る必要がある。理想的 には、 「教育 システムズ ・エ ンジ

ニ ア育成指針」と して取 りま とめ るべ きであ る。 しか し、時間的制約条件等

一23一



●

を考 え ると、当面 は実施可能な教育 カ リキ ュラム として詳細な教育 内容や指

導方 法、指導順序や指導時 間等を具体化すべ きである。

(2)ESE育 成用教育 コースの開発 と提供

これは(1)の教育 カ リキ ュラムを受 けて コースを開発 し提供す ることを意味

す る。ESE育 成用 コースの提供 はで きるだ け早いにこした ことはない。 し

か し、(1)のカ リキ ュラムの完成 が平成3年 度中 とい うことになると、教育 コ

ー スの提供 は平成4年 度以 降とい うことになる
。そ こで、初回提供を平成4

年度 中 とい うことを目標 に当面の取組みを検討す ることが肝要であ る。具体

的には、平成3年 度のESEカ リキ ュラム作成委員会の メンバ ーは、 コース

開発および実施担 当講師を前提条件 に選定する。そ うす ることによって、カ

リキ ュラム作成 か らコース開発 ・実施 までを円滑に進め ることがで き、平成

4年 度 開講を現実 的な ものにす ることがで きる。

当然 の ことなが ら、コース実施の結果 は教育 カ リキュラムの改善 にフィー

ル ドバ ックす る必要があ る。 カ リキ ュラム作成委員会の メンバーが コース開

発 ・実施を担当すれば、評価 ・改善 も円滑に進む。また、 この委員会を母体

に して 「教育 システムズ ・エ ンジニア育成指針 」を作成す るよ うにすれば、

育成実施の成果を生か した指針作成が期待で きる。

(3)情 報処理教育用マルチメデ ィア ・システ ムの研究開発 と試作実験

今後の教育な い しは学習 システムの基本的な追求 は、マル チメデ ィア ・シ

ステムの方 向であ ることには疑 いがない。 したが って、中央情報教育研究所

として は、今後 もマルチメデ ィアの調査研究を継続す る必要があ る。 また、

調査研究以上 に システムの研究 開発および試作実験 に注力す る必要がある。

平成3年 度は第 皿編第3章 で提案 されている戦略型教育 システムの要求仕様

に基づ いた システムを開発 して試作実験を行 う必要があ る。 その結果を評価

し、さ らなる研究 を深める。

マルチメデ ィアの研究開発 と試作実験 は、今後長期 にわた って継続 してい

く必要が ある。 とい うのは、 マルチメデ ィアに関す るニ ューテ クノロジの続

出が予測 され る。一方では、 この面での研究成果を生か したESE育 成用教

育 コースを提供 して行 くことが望 まれるか らである。(2)の提 供 コースを効果

的な ものにす るためには、マルチメデ ィアの研究開発の継続が欠かせ ない条
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件 の1つ になる。

マル チメデ ィアの研究開発 と試作実験 を行 うためには、そのための要員 と

ハー ド/ソ フ トの確保 という問題が生 じる。前者 について は、ESE育 成 コ

ース出席者に教育実習の機会を提供する ことで ある程度の補完がで きる。

また、ESE育 成の実践研究の場 と して企業や コンピュータ専門学校等か

ら研究実習生を受 け入れ るよ うにす る(無 償または有償で)。 後者 について

は、当面 は少 な くともマルチメデ ィア ・パ ソコンに必要 なハ ー ドおよび ソフ

トを一式確保す ることが必要条件であ る。 このための検討が早急 に行われ る

ことを期待する。

これ までに概観 して きた三大課題 は、いずれ も相互に連動 した ものである。

いずれか1つ が欠 けた り不十分で あった ら、期待 すべき成果 はあが らない。

三つの課題の連動性を十分考慮に入れた今後の取組みを最後 に強調 してお き

たい。
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第ll編 教 育 を企 画 ・推 進 す る

新 しい人材像 とその育成





第1章 教 育 の 現 状 と 新 し い 人 材 〔情 報 処 理 教 育

シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア/ESE〕 の 必 要 性

本章では、教育 の現状 と して 、教育 メデ ィアと情報処理教育の課題等 を示 し、

新 しい人材 と しての情報処理教育 システム ・エ ンジニ ア(以 後、ESEと して

も称す)の 必要性 について問題提起する。

1.1企 業 内情報処理教育 の現状 と求 められ る姿

1.1.1現 状分析

(1)ア ンケー トにみる情報処理教育の実際

教育 メデ ィアおよび情報処理教育の課題 に関す るア ンケー ト調査の結果

(平成2年11月 ～12月 実施。全国の全業種企業2,143社 の教育部 門を対象。

363社 よ り回答。)を 以下 に挙げる。

① 教育 メデ ィアの利用状 況 と効果について

とりあげた教育 メディアおよび教材 ソフ トは、テキ ス ト、スライ ド、

OHP、 電子OHP、 ビデオ、イ ンタラクティブ ・ビデオ、CAI、 遠

隔教育 システ ム、その他である。

・よ く利用 されているメデ ィア&ソ フ ト

「よ く利用す る」が58.7%に 達 したテキス トが圧倒的 に多 く利用 されて

お り、OHPが24%お よび ビデオが20.4%と 比較的利用 されてお り、C

AI(3.9%)や 遠隔教育 システ ム(0.6%)は まだあまり利用 されていな

い。

・関心 を集めているメデ ィア&ソ フ ト

今後利用 したいメデ ィア として、第1位 の得票率が最 も多か ったのがテ

キス ト(38%)と ビデオ(31.9%)で 、次に第2位 の得票率が最 も多か

ったのはOHP(16.9%)で 、第3位 の得票率が最 も多か ったのはCA

I(16.3%)で あ った。遠隔教育 システムへの関心度 は第3位 が最 も高

く、得票率が9.5%と まだ低い。

・効果があると思われているメデ ィア&ソ フ ト
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テキス トおよび ビデオにっいて は 「大変効果 あ り」とする声が24%・22

%あ り、 「まあ効果あ り」まで含め ると91.3%・88.8%と 圧倒的に高い

支持を得ている。次いでOHP・CAI・ 遠隔教育 システムの効果を認

め る声が高い。すべての メデ ィアが効果を認め られていると言え る。

・効果を認め る規準

「効果あ り」 と認 めている理 由として、 「使 いやす さ」が45.4%と 圧倒

的に多 くあげ られ、次いで、 「内容 の充実」34.4%、 「経済性」20.3%

の順であげ られている。

・使いやすいメデ ィア

OHP(55.7%)、 ビデオ(47,8%)が 得票率が高 く、意外に もテキス

ト(39.6%)は 第3位 であ った。

・内容が充実 しているメデ ィア

CAIが55%と 最 も高い得票率を得てお り、 ビデオが40.4%、 テキ ス ト

が37.1%と 続 いている。

・経済的なメデ ィア

意外に も遠隔教育 システムが44.4%と 高い得票率 を得てお り、次いでテ

キス トが33.8%、OHPが18.8%、 ビデオが12.8%に な って いる。

・メデ ィア&ソ フ トの確保 の方法

ビデオ、CAIの 調達 はほ とん ど購入に頼 っており、OHPは ほ とん ど

自社開発 して いる。テキス トは 自社開発 もし、購入 もしてい る。教材の

調達 は全体 的に自社開発を したい という希望を持 っている。

・教育効果を向上 させ る方策

教育体制の整備 ・充実に64.7%と 圧倒的に高い期待が寄せ られてお り、

次 いで教育 ・人材育成予算の充実に39.9%、 施設の充実に32.2%、 評価

や活用がで きる人材の育成 ・確保 に30.3%と い う高い期待 が寄せ られて

いる。
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② 情報処理教育担 当者 の育成 に関する問題

情報処理教育担 当者の育成にあた り、困難 さを感 じている点 についての

調査では次の3点 に問題が集中 していた。

《教育担当者の育成に関する問題》

●専任の教育担 当者 を割 り当て ることがで きない。

●技術の進歩 に、教育担当者が追いつ けない。

●指導技術 と専 門技術 とを兼ね備えた人が少 ない。

③ 情報処理教育に関する問題

企業の外で行なわれている情報処理教育で感 じている問題および効果的

な実施方法等についての調査では、主に次の点に問題が集中していた。

《社外での情報処理教育に関する問題等》

●内容が求めている もの とピッタ リと合 ってはいない。

●教育 コースの案 内文か らで は内容が把握 しに くい。

●一般論が多 く、具体性にか ける。

●実務 との ギ ャップが ある。

●勉強 したことを実践す る機会がない。

●講義 方式 は効果が低 い。効果を高めるには演習を多 くす ることが重要。

●内容が盛 り沢山で、消化不良を起 こしている。

●効果の判定が難 しい。

●教育を受 けたい ときに受け られない。

●費用が高 い。特 に地方か ら東京地 区へ出向 くときなどは交通費 など も

嵩む。

●地方で は教育の機会が圧倒的に少 ない。

●公的機関 などによる良質 ・低廉 な教育機会の提供があま りない。

④ 情報処理教育を実施 する上 での問題

企業内で情報処理教育を実施す る上での問題 とな って いる点 と して は、

主 に次の点 に集中 していた。
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《社内での情報処理教育実施上の問題等》

●社内でで きることに限度があ り、教育担当者を用意す ることが難 しい。

●業務が多忙で教育に時間をあま り当て られない。

●対象 とす る技術の広が りが大 きく、体系的 ・計画的に教育することが難

しい。

●適切 な教材 ・機材がない。

●上司の理解があ まり得 られず、教育実施 にあた り組織的な対応が とれて

いない。

●効果 的なOJTが で きて いない。

●SEと してどの ように育成 した らよいか分か らない。

《社内での情報処理教育の効果的な方法》

◎個人のキャリア形成計画を明確にしたうえでの研修参加

◎目的を明確にして研修参加

◎研修と実務 とを連携させる

◎具体的な業務を通 じてのOJT

◎教育全体の体系化

◎丁寧なコース設計

◎教育メディアの活用

⑤ 教育 メデ ィアを一層充実 させて い くための課題

教育 メデ ィアを一層充実 させ るための課題につ いては次の ことが挙げ ら

れた。

《教育 メデ ィアを一層充実させてい くための課題等》

●ハ ー ドウ ェア、 ソ フ トウ ェアの 標準 化 の推 進

●大 学 教育 の 充 実
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1.1.2情 報処理教育 に求め られる姿

(1)メ デ ィアの特徴

調査では、よ く使われ るメデ ィアは 「テキス ト」 とい う回答が圧倒的で、

OHPと ビデオがやや使 われている とい うレベルに留 まっている。全体的に

はいろいろな メデ ィアを効果的 に使 っているとは言 えない状況にある。効果

を認 める基準 の第1位 に挙 げ られた項 目が 「使 いやす さ」 ということか らし

て、教育 メデ ィアの普及度合が まだ低い ことを容易に想像 させ る。

調査のなかで、教育担 当者を用意す ることが難 しいとい う声が多か ったが 、

メデ ィアを活用す ることでその一部 を補 うこと も可能である。知識を得 る レ

ベルまでの教育で は、各 メデ ィアは十分使用 に耐え る。一部では 「で きる」

までの教育 を可能 に している。情報処理 の領域の急激な広が り技術革新な ど

に も最近の メデ ィアの対応 はたいへん早 くなっている。調査のなかで もメデ

ィアを活用 して いるところで は、CAIや 遠隔教育 システムとい った普及度

が高 くないメデ ィアなどに も高い 「効果」を見いだ している。 したが って、

いま置かれて いるいろいろな困難 さを克服す る方法の一つ と して、各 メデ ィ

アの特徴を組み合せてよ り効果的な教育 コースを組み立てることがあげ られ

る。
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特 徴
メ デ ィ ア

1

テ キ ス ト OHP ビデオ CAI 遠隔教育

動きのある内容の教育 △ △ ◎ ◎ ◎

動きのない内容の教育 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

物理的な理解を求める内容の教育 △ △ ◎ ◎ ◎

論理的な理解を求める内容の教育 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

「できる」までの教育 △ △ △ ◎ ◎

知識を得るまでの教育 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン △ △ △ ◎ ◎

均質な教育の実施 △ △ ◎ ◎ △

反復利用の可能性 △ △ ◎ ◎ △

コ ス ト ・パ フ ォー マ ン ス ◎ △ △ △ △

製作の簡便さ ◎ ◎ △ △ △

*1"◎"は 「適 して い る」 あ るい は 「良 好 」 の意 味

*2:"△"は 「あ ま り適 して い る とは言 え な い」 あ る い は 「よ くな い」

の意 味

*3遠 隔 教 育 は 「設 備+講 師 」を想 定 して い る。 その 他 の メデ ィア は

「メデ ィア 」の み

(2)情 報処理教育 の現状 と課題

教育 メデ ィアの利用状況に関す るア ンケー トで は、遠隔教育 ・CAIに 対

して6割 強の無回答があ り、次 いでOHP・ デ ビオに対す る無回答が3割 強

と多 いことか ら、 これ らの メデ ィアはあまり利用 されていないことが推定 さ

れ る。 しか しなが ら、教育効果 に関するこれ らのメデ ィアへの期待 は非常 に

高 い。 この理由 と して次の ことが考え られ る。

●費用が高い

{
●コス ト・パ フ ォーマ ンス に関 す る不安

●適 した使 い方 が よ く分 か らない
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一方
、ますます進度を早 めっっあ る高度情報化社会にあ って は次のよ うな

ことが情報処理教育 の分野で問題 とな っている。

●社会 的ニ ーズと技術革新 によって、情報処理の範囲が無 限の広が りを

呈す るよ うにな り、教育 コースと して整理す るのが追 いつかない。

●一 つの システムを作 る上で、従来 の単一技術では対応 しきれ な くな りつ

つ あ り、技術の複合化や複数の異 なる専門家の協業が必要 なケース も

ある。

●したが って、教育 コースだ けでな く講師の養成 も捗 っていない。

●個 々の技術が確立 に至 る前 に も新 しい技術の導入が行なわれ る。

情報処理 の分野は急速 に広が ってい るので、教育 コース も必然 的に増大す

る。 したが って、教育を企画す る立場 に とっては コースの増加 に どれ だけ対

応で きるか という課題があ るし、個 々の技術者にとって はあ る程度専 門分野

を定 めるとい う課題が生 じる。 さ らに、 「で きる」までの教育 を考 える と演

習が不可欠であ り、ここにあげたメデ ィア以外に演習用の機材 が必要 になる

;「 演習 」の評価 は結果だけで な くプ ロセスにっ いて も行 うことが重要 なの

で、結果 とプロセス両方の監視や ア ドバイスがで きることが重要 にな って く

る。SE教 育を考 えた場合、技術面だけで な く能力面について も教育が必要

である。能力面の教育効果の判断 は、結果が見え にくいのでプ ロセスの監視

はい っそ う重要である。個 々の教育 コースにっいていえば、 目的に合わせて

最適 な教育形態 ・教授法 ・メディアなどをデザイ ンできる専 門家が これか ら

は必要 になる。

(3)よ りよいSE教 育へ の課題

調査のなかで、SE教 育 に関す る外的 な問題 と して 「技術進歩の早 さ」 と

「業務 多忙 による教育 の時間の少 なさ」が挙げ られ てい る。 同時 にこれ らを

克服 す る方策 と して 「教 育 メデ ィアの活用」、 「教育 と実務 との連動 」、

「効 果的なOJT」 、 「教育 の専門家の養成 」や 「公的機関な どによ る良

質 ・低廉 な教育の提供」な ども提案 され ている。た とえば、 メデ ィアの活用

によ って教育担当者不足 の一部を肩代 りす ることがで きる し、 自学 自習の推

進 に も役立つ。教育 と実務 との連動や 目標を明確 に したOJTは 、多忙 で時

間が とれない中に も確実 に教育が行われる可能性を示 してい る。情報処理分

一33一



野および技術領域の急激 な広が りは、細分化 ・専門化がますます進 む ことを

示 してお り、教育 コースの増大 と少人数教育の方 向へ必然的に進 む ことが予

想され る。

最 も効果を あげ る教育 の ポイ ン トは 「必要 な ことを」、 「必要 な人 に」、

「必要 な時に」行 な うことだ と考 えている。 この ことは昨今の情 報化社会 の

高度化 の進展および生活空 間の24時 間化な どに も合致 した方 向と言え る。 しか

しなが らこの条件 は教育を実施す る側 と受ける側 との間で必ず しも一致 しな

い。 これ を クリアーで きる教育 システムや ツールを考え ることも重要な課題

であ る。

企業内教育 といえど も個人尊重の方 向にあ るので、一人ひ とりに焦点をあ

て る次のよ うな配慮が必要 と考え る。

●思考 プロセ スの監視 とア ドバ イス

●自学 自習の可能性

思考 プロセスの監視 は特 に重要な課題である。 システム開発 は人間社会の

問題解決の一 つであ るか ら、必ず しも一様 な解が得 られる もので はない。 し

たが って 、解 に対す る評価が多角的 に行われる必要があ り、遠隔教育 システ

ムで行われ るよ うな多 くの受講者 の同時参加や コ ミュニ ケー シ ョンあ るいは

マ ン ・ツー ・マ ン的 な指導要素などが求め られ る。教育形態 につ いて も集合

形式 とか自学 自習 とかのどち らか一方 というので はな く、 目標 を達成す るう

えで形態 ・メデ ィアなどを柔軟に組 み合せた学習形態 をとれ ることが望 ま し

いと考 えている。

特 徴

メ デ ィ ア

テキス ト【・Hplビ デオICAII遠 隔教育

思考プロセスの監視とア ドバイス × × × × ◎

自学自習の可能性 ◎ ◎ ◎ ◎ 一

以上 の ことか ら、単 に教育 メデ ィアや教材 ソフ トだけにとどま らず、企業

全体 および企業内の一人ひ とりの両方 の視点か ら全体 的に効果的な教育 を考

え られ る人材が各企業 に求 め られてい ると言えよ う。
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〈 集 計 結 果 〉

**情 報処理教育実態調査**企 業 〈教育部門 〉
表1.1-1

Q27社 内研修における教育 メデ ィアの利用状況 ・効果

ー

ω
O
ー

回答件数
利 用 状 況

よ く利用 時 々利用
1

たまに利用 利用ない 無 回 答

合 計 3,267100.0 41412.7 2547.8 2337.1 55917.1 1,80755.3

メ

ラ

;

鍾

テ キ ス ト 363100.0 21358.7 308.3 205.5 10.3 9927.3

ス ラ イ ド 363100.0 113.0 318.5 3910.7 7620.9 20656.7

OHP 363100.0 8724.0 7219.8 4412.1 195.2 14138.8

電 子OHP 363100.0 61.7 92.5 92.5 10228.1 23765.3

ビ デ オ 363100.0 7420.4 9225.3 7921.8 92.5 10930.0

イ ンタ ラ クテ ィブ ・ビデ オ 363100.0 41.1 20.6 ll3.0 10127.8 24567.5

CAI 363100.0 143.9 143.9 246.6 9225.3 21960.3

遠隔教育 システム 363100.0 20.6 30.8 61.7 11431.4 23865.6

そ の 他 363100.0 30.8 10.3 10.3 4512.4 31386.2
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表1.1-2

**情 報処理教育実態調査**企 業 く教育部 門>

Q27社 内研修における教育 メデ ィアの利用状況 ・効果

回答件数
効 果 の 判 断

大変効果あり まあ効果あり どちらともいえない 効果な し 無 回 答

合 計 901100.0 17519.4 59065.5 ll512.8 40.4 171.9

メ
デ
ィ
ア
の

種類

テ キ ス ト 263100.0 6324.0 17767.3 218.0 一 一 20.8

ス ラ イ ド 81100.0 56.2 5567.9 1721.0 11.2 33.7

OHP 203100.0 3215.8 14470.9 2311.3 21.0 21.0

電 子OHP 24100.0 520.8 1458.3 416.7 14.2 一 一

ビ デ オ 245100.0 5422.0 14960.8 3614.7 一 一 62.4

イ ンタラ クテ ィブ ・ビデオ 17100.0 211.8 1270.6 211.8 一 一 15.9

CAI 52100.0 1121.2 2955.8 1019.2 一 一 23.8

遠隔教育システム 11100.0 19.1 872.7 218.2 }一

そ の 他 5100.0 240.0 240.0 一 一 }　 120.0
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表1.1-3

**情 報処理教育実態調査

Q28効 果の理由

**企 業 〈教育部門 〉

回答件数
効'果 の 理 由

経 済 性 内容の充実 内容の拡張性 使 いやす さ その他 無回答

合 計 765100.0 15520.3 26334.4 8611.2 34745.4 374.8 516.7

メ
デ
ィ
ア
の

種類

テ キ ス ト 240100.0 8133.8 8937.1 239.6 9539.6 62.5 125.0

ス ラ イ ド 60100.0 58.3 1626.7 610.0 1931.7 58.3 1016.7

OHP 176100.0 3318.8 3519.9 2916.5 9855.7 84.5 126.8

電 子OHP 19100.0 210.5 631.6 421.1 1157.9 一 一 15.3

ビ デ オ 203100.0 2612.8 8240.4 199.4 9747.8 157.4 115.4

イ ンタ ラクテ ィブ ・ビデ オ 14100.0 一 一 857.1 17.1 750.0 17.1 一 一

CAI 40100.0 37.5 2255.0 25.0 1435.0 25.0 37.5

遠隔教育 システム 9100.0 444.4 333.3 一 一 333.3
一 一 222.2

そ の 他 4100.0 125.0 250.0 250.0 375.0 一 一 一 一
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表1.1-4

**情 報処理教育実態調査**企 業 く教育部 門>

Q29教 育 メデ ィア ・教材 ソフ トの確保の方法

回答件数
教 材 ソ フ ト の 確 保 の 方 法

自社開発 共同開発 委託開発 購 入 そ の 他

合 計 888100.0 39644.6 202.3 384.3 56063.1 606.8

メ
デ
ィ
ア
の

種類

テ キ ス ト 261100.0 15459.0 93.4 124.6 18872.0 72.7

ス ラ イ ド 77100.0 2633.8 33.9 56.5 4659.7 79.1

OHP 196100.0 16483.7 42.0 42.0 3316.8 115.6

電 子OHP 27100.0 1037.0 一 一 一 一
1244.4 518.5

ビ デ オ 236100.0 3113.1 31.3 156.4 20687.3 218.9

イ ンタラ クテ ィブ ・ビデオ 21100.0 14.8 一 一 14.8 1885.7 314.3

CAI 51100.0 59.8 12.0 12.0 4894.1 12.0

遠隔教育 システ ム 11100.0 327.3 一 一 一 一 436.4 436.4

そ の 他 8100.0 225.0 一 一 一 一 562.5 112.5
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表1.1-5

**情 報処理教育実 態調査**企 業 く教育部門>

Q30今 後 の利用 したい 一一教育 メデ ィア ・教材 ソフ ト

回答件数
教 材 ソ フ ト の 確 保 の 方 法

自社開発 共同開発 委託開発 購 入 そ の 他

合 計 795100.0 31339.4 455.7 749.3 52165.5 364.5

メデ

ィ
ア
の

種類

テ キ ス ト 181100.0 10658.6 105.5 158.3 ll965.7 31.7

ス ラ イ ド 58100.0 2136.2 23.4 46.9 3560.3 46.9

OHP 128100.0 10078.1 43.1 43.1 4232.8 53.9

電 子OHP 52100.0 1732.7 47.7 35.8 3261.5 35.8

ビ デ オ 187100.0 3820.3 84.3 2312.3 15482.4 94.8

イ ンタラ クテ ィブ ・ビデ オ 42100.0 511.9 24.8 24.8 3481.0 49.5

CAI 102100.0 1817.6 98.8 1514.7 8179.4 22.0

遠隔教育 システム 41100.0 819.5 614.6 819.5 2253.7 49.8

そ の 他 4100.0 一 一 一 一 一 一 250.0 250.0
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表1.1-6

**情 報処理教育実態調査**企 業 〈教育部門>

Q30今 後 の利用 したい 一 教育 メデ ィア ・教材 ソフ ト

SQ順 位

1位 2位 3位

合 計 276100.0 267100.0 252100.0

メ
デ
ィ
ア
の
種類

テ キ ス ト 10538.0 3412.7 5120.2

ス ラ イ ド 20.7 186.7 197.5

OHP 103.6 4516.9 3614.3

電 子OHP 165.8 207.5 135.2

ビ デ オ 8831.9 7929.6 4317.1

イ ンタラ クテ ィブ ・ビデ オ 82.9 2910.9 176.7

CAI 3713.4 249.0 4116.3

遠隔教育 システム 103.6 176.4 249.5

そ の 他 一 一 10.4 83.2



ー
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表1.1-7

**情 報処理教育実態調査**

Q31教 育 メデ ィアを高め る

企業 〈教育部門〉

回答件数

Q31教 育 効 果 向 上

教育体制の
整備 ・充実 施設の充実

教育 ・
人材育成予算

の充実

評価や活用が
できる人材の

育成 ・確保

設計や開発が
できる人材の

育成 ・確保
その他 無回答

363100.0 23564.7 11732.2 14539.9 11030.3 5314.6 20.6 6919.0

回答件数

SQ1育 成 対 象 者 の 職 種

藷董罐
教育実務

担当者

情報処理部門

の技術者

教育メディア

部門の技術者
その他

129100.0 7961.2 6651.2 7558.1 86.2 10.8

回答件数

SQ2今 後 の 課 題

教育の基盤と
なる公益的機
関が必要

研究 ・開発す
る公益的機関
が必要

流通 ・促進す
る公益的機関
が必要

導入 ・活用 ・
評価できる人
材が必要

ニーズの把握

設計 ・開発の
人材が必要

教育産業への
適正な指導 ・
振興が必要

その他 無回答

129100.0 7054.3 4534.9 4232.6 7054.3 5441.9 3124.0 一 一 32.3

回答件数
SQ3認 定試験の社会的認知

あ る な い わか らない そ の 他 無 回 答

129100.0 6348.8 1814.0 4232.6 53.9 10.8



1.2ESEの 必要 性

1.2.1ESEと は －ESEの 定義 －

ESE(EducationlSystemsEngineer)と は、企業において、自社経

営方針、施策 を十分 に理解 した うえで自社に最適 な教育 システ ムがデザイ ン

で きるシステムエ ンジニ アであ る。 また、教育 メデ ィアおよびその利用(手

法)技 術 を熟知 し、効率的、かっ効果的な教育が実践で きる こと、及びその

指導がで きる人材である。従 ってESEは 、教育工学等の専 門的知識を持 っ

ていることは もちろん、情報処理技術、経営科学等の幅広い知識を持 ってい

ることが必要で ある。

1.2.2必 要性 の背景

(1)教 育 に対す る新 たなニ ーズ

最初にESEが 今、なぜ必要なのか、その背景について考 えてみたい。

コンピュー タ技術、集積技術 およびディジタル技術など、産 業を支える基

盤技術の進展はめざま しい。また高度情報化社会の進展、競争化社会におけ

る厳 しい企業間競争 、そ してrハ ー ドか らソフ ト』へ、産業構造の変化 も著

しい。

企業を取 り巻 く経 営環境 は大 き く変化 しよ うと している。 このよ うな環境

変化に対応 し、企業内教育 も変化が求あ られている。すなわ ち、教育機会の

増大教育 コースの多様化、内容 の高度化 ・専門化 、 タイム リーな教育の実施

な どが教育 に対す る新 たなニ ーズ となっている。

これ に対 して、教育 の方法 は、今までのよ うに講師中心の伝統的な集合教

育やOJTあ るいは自己啓発だけでいいのであろ うか。伝統的な方法が新 た

なニーズに対応で きないの は明 らかである。 さらに技術革新 により多種多様

で新 しい技術が次 々と生れて いる。 これに対 して我 々人間 は、どこまで フ ォ

ローで きるので あろうか。技術の進展 に対す るrト ランスフ ァ』が新たな課

題 とな っている。新 しい教育 の方法及び教育 システムが開発 されなければな

らない。

また、それぞれの企業で は、 自社 に最適 な教育 システムを開発 し、優秀な



人材を効率 よ く育成 して企業環境の変化 に対応 していかなければな らない。

情報化社会、技術革新、競争化社会 を背景に、教育に対 して次の ような新

たな要請がある。

① 教育対象者の拡大

現在 は、生涯学習社会 といわれてい る。学校教育で修得 した知識 ・技能

によって一生涯仕事を続 けるとい うの は過去の話である。情報化社会 に生

きる我 々は絶えず新 しい知識を吸収 し、新 しい仕事を こな していかなけれ

ばな らない。

我 々は、絶えず知識の更新が必要で ある。 したが って教育の対象者 は、

小学生 か ら大学 生まで 、いわゆる学校教育のほかに、一般企業人、社会人

に至 るまで多様である。 もちろん高齢者 も含め、あらゆる階層が対象 とな

る。

② 教育対象(範 囲)と 量の拡大

新 しい技術が開発 され、新 しい システムが次 々と導入され、またそれが

更新 されてい く。 したが って、教育対象者の拡大 とともに、教育 の対象 そ

の もの も拡大 して いる。例えば新 しいシステムや新 しいサー ビスが導入 さ

れれ ば、新 しい職種が生まれ、新たな知識 や技能を持 った人材が必要 とな

る。例えば、情報処理の分野で は今 までのよ うな業務密着型のSEで はな

く、新 たに戦略型 の高度SEが 強 く求め られている。

③ 教育 の深 さ

技術 ・知識の高度化 とともに、専門性が求め られている。

④ 教 育の地域的な拡が り

産業の発展及 び情報化社会の進展によ り職場が地方 に分散 化す る傾向に

ある。

従 って教育の対象者は、大都市だけで はな く、国内各地域へ と分散化す

る傾向であ る。 また国内だけではな く、海外の支店や工場 に も分散 し、教

育 の対象者 は地域的には、国際的な拡が りを見せている。分散型教育 を如

何 に実現するかが重要 なニーズとな って いる。

⑤ 教育の個別化、個性化

個人の個性や特性 にあった教育方法を実施す ることが必要で ある。
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⑥ 教育方法の多様化

コンピュー タ技術の進展 により、CAIや 遠隔教育 システム等 、新 しい

メデ ィアが次 々に導入されて いる。教育方法 も多様化 して きている。教育

担当者 には、 これ らのメデ ィアの特性を十分 に知 った うえで、教育 のニー

ズに最 も適 したメデ ィアを選択 しなければな らない。

⑦ 教育の質的向上及 びその効果への期待

従来の ように教育の量 を多 くこなす ことよりも教育 の質を向上 させ、効

率よ く、かつ効果的に実施す る方 法が求め られている。

⑧ 教育期間の短縮 一教育 の効率化

企業 は、教育の専門機 関で はない。経営サイ ドか ら見れば、教育期 間を

少 しでも短縮 し、教育の効率化を図る施策が必要であ る。

⑨ 経 費の削減/人 件費を押え る

上記 同様、経営の視点か らは、人件費を少 しで も押え、教育経費の削減

を図 らなければな らない。

⑩ 教育 の社会的責任

企業は、人材育成 に対 してそれを行 な う社会的責任を有 して いる。企業

はこのよ うなニーズに も応 えなければな らない。

1.2.3ESEへ の期待

前項に述べたよ うに、教育 に対す る期待 は大 きく、今後、 このよ うな新 た

なニ ーズに一つ一 つ応えていかなければな らないだろ う。

今回のア ンケー ト調査に見 られ るよ うに、企業 において教育効果を向上 さ

せ る方策 としてr教 育担当者の確保』 と応えた企業が30%に も上が っている。

また一方で は、CAIや 遠 隔教育等の最新の教育 メデ ィアの有効性を認 め

つつ も、 これ らを現実 に導入 して いる企業 はまだ少ない。大部分 の企業では、

せ いぜいテキス ト、 ビデオの利用 にとどまっている。また教材の調達 につい

て も全体 的に自社 開発 したい とい う希望が高いが実現 されていない。

これ らの原因は、ESEの よ うな教育 の専門家がいないためであると解釈

で きる。 ア ンケー トで も 『教育 メディアの活用 』、r教 育 と実務 との連動』、

r効 果的なOJT』 、 『教育 の専門家の養成』等が提案 されている。
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これ らのニーズに応 えるためには、 自社のニーズ、社 会動向および将来の

展望等を的確 に把握 し、指導力を発揮 しなが ら自社 に最適 な戦略的教育 シス

テムがデザイ ンで きる教育エキスパ ー ト、すなわ ちESEが 是非 とも必要で

あろ う。



第2章ESEの 人 材 像 と職 務 範 囲

ESEの 必要性 にっ いては、先に検討 したが 、ESEが いか なるエ ンジニア

であるかを、端的に表現す るな らば、<SIS時 代における人材開発的側面を

た くま しく担 う情報処理教育 システム ・エ ンジニア 〉と言えよ う。 ここで は、

その人材像の輪郭を、よ り一層 明確 に してみたい。ESEに 期待され る役割お

よび役割遂行にあたって必要 とされ る能力 ・資質を、その戦略的側面、人材開

発的側面 、SE的 側面の三点か ら検討す る。

また、ESEの 職務範囲について、従来の組織 における各職務の比較の面お

よび固有の職務範囲の両面か ら考察する。

2.1ESEの 人材 像

2.1.1期 待 される戦略的側面 と、それ に伴 なう能力 ・資質

組織経営 に関す る戦略の決定 は、経営 におけ る最重要機能である。経営戦

略に関す る最終決断は経営者の基本的役割であ ることは言 うまで もない。 し

か し、経営者が、戦略策定担当者が、決定 ・決断において参考 とする諸情報

は、い まや〈情報 システ ム〉な しには考え られ ない時代 とな って きている。

これ までやや もす ると経験 ・勘が重視 されて きたが、ます ます く情報 システ

ム〉を基盤 としての経験 ・勘の発揮が問われ る時代 と言 えよ う。 したが って

組織における情報 システム担当者の役割は、情報 システム化の進展 に伴な っ

て、変化 して きている し、ます ます変化す ることであろ う。 もっとも大 きな

変化 は、単なるイ ンフォメー ションとしての情報の管理的 マネ ジメ ン トで は

な く、イ ンテ リジェンスと しての情報の創造的マネ ジメン トへの役割期待で

あろ う。SISは 、 まさにこの点 に深 く係わ って は じめて、その価値があ る

と言えよ う。

この役割 をはた しきるためには、情報 システム担 当者 に

いかなる能力 ・資質が問われ るであろ うか。何よ りもまず経営が 目指す方向

に対 しての洞察、 さ らに方向づけに資す る提案であ ろう。以下 に戦略的側面

か らの、ESEに 期待 され る役割 と能力 ・資質 を整理 してお きたい。
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(D自 組織の経 営戦略の現実的理解

経営戦略 は必ず しも明文化 されているとは限 らない。 また明文化 されて

はいて も必ず しも現実化 されて いるとは言えない場合が多い。 自組織の戦

略、す なわ ち方向性が いかなる状況であるかを把握する ことは、新 しい戦

略策定、それ に伴な う人材 のあ り方、等 に連動 して くる。方向性 と多 くの

場合、価値観 と重な り合 っていよ う。マーケ ッ トに対す る戦略は、競合先

との関係で 自組織のどのパ ワー(強 み)が 価値があるか、商品 ・サー ビス

において は、いかなる価値を強調 し訴求 して いるのか、あるいは経営者 が

自組織の もっと も大 きく発展 させて いきたい(価 値を増大 させたい)と 考

えている点 は何か、等 に現われて いる場合が多 い。すなわ ち自組織の現在

の方向が、実 際どうい う状況 となっているのかを、現実に即 して理解す る

ことが、まず大切な ことであろ う。そのために も、ESEと して、現場 ・

現実をあ りのままに調査 ・把握 し、事実に基づ いて分析する能力、そ して

その根底 には、現場 ・現実の諸課題 に対す る共感的理解力、が重要 であろ

う。 とくに人材面での現実的理解 、現実に即 しての能力把握 は不可欠 と言

える。

(2)自 組織 の経営戦略の仮説的構想

これまで とか く戦略の構想 は必ず しも情報 システム担当者の役割で はな

か った。 しか し、情報 システム化 の進展 は、情報 システ ム担 当者が、情報

の管理的マネ ジメ ン トの枠 内に留まる ことな く、戦略策定に直結す るイ ン

テ リジェンス と しての情報 を、 トー タル ・にマネ ジメ ン トす ることへの役

割期待が、ますます高ま ってきてい る。戦略策定担当者(経 営者)の 指示

によって、戦略策定の参考 となる情報を検索 す る役割で はな く、 もはや情

報 を統合 し、決断を迫 る立場 に情報 システ ム部 門はある、 とい う段階に来

ていると言 えよ う。 いわば経営戦 略の構想 を情報 システ ム担 当者が仮説 し、

経営者の選択 的決断 によ って、仮説が即実説 に転ずる … 時代 にますま

すなっていよ う。ESEは 、 このよ うな時代 の流れに沿いなが ら、 しか も

策定 された戦略 を担 う人材の開発 に も意 を注 ぐ役割と言え よ う。 したが っ

て、ESEに は、諸情報を統合的 には把握 し、将来に向けての組織の方向

性 とあ り方 を仮説的に設定す るための構想 力、が重要 となろ う。そ してそ
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の根底には、時代の推移 を予測洞察する能力、現場 ・現実 に対す る共感的

言力、が問われ るであろ う。 とくに戦略 との関連で将来的 に必要 となる諸

能力の仮説的構想 は欠かせない。

(3)経 営戦略構想の現実化

構想の価値 は、そのデザイ ン自体 ではな く、現実化 され るか否かによっ

て決 まる。 当初は現実に即 して構想 され策定された戦略 も、困難を伴な う

現実化のプロセ スにおいて支持を失 い、画餅に帰 して しまうことは しば し

ば経験す るところであ る。ま してや最初か ら現実に立脚す る度合 いの少な

い構想 は、なお さらであ る。構想 を現実の ものとするため には、実現計画

力、計画遂行力を伴な った構想であ るかど うかが、大 きな決め手 となろ う。

戦略実現は経営資源の有効活用如何 によるとはいえ、 ヒ ト以外の経営資源

を活用す るの は、やはりヒ トであ ることを考えるな らば、実現計画力、計

画遂行力は ともに人材に依拠す る。ESEに は、現実 をふ まえて戦略を構

想す る能力の背景に、戦 略を実現す るにあた っての緻密 な計画、計画を確

実に遂行す るにあた っての影響行動力が、強 く期待 されて いる。 この影響

行動 力には組織の タテ ・ヨコに対す る説得力 も含 まれよ う。

2.1.2期 待され る人材開発的側面 と、それ に伴 なう能力 ・資質

組織 における人材開発 は、個 々の組織によって名称 は様 々で あるが、人材

開発部、能力開発室、教育 研修部、等 々が担 当 している。 もっと も厳密 に言

えば、人材開発を担当 してい ると言 うよ り支援 している、 と表現すべきであ

ろう。 しか し、組織 におけ る情報 システ ム化の進展 は、組織構成 メンバ ーに

対する情報 システ ム関連基 本教育(情 報 システムに関す る基礎知識および情

報機器の操作技術等)の 必 要性 に とどまらず、情報 システムをフルに活用 し

ての業務推進 ・業務変革を、ます ますの課題 とするに至 っている。いわば情

報 システムが業務の道具か ら、ます ます業務の本質 に転換 しっつあ る、 と言

えよ う。固有 の業務 ソフ トウェアの開発による業務推進 ・業務変革が、組織

戦略実現の要 にな ってきてい る。組織 における人材開発は、固有の業務 ソフ

トウェアの開発 と同義化 し、固有 の業務 ソフ トウェアの開発 は情報 システム

な しには、ます ます考え られな くなって きて いる。 したが って、従来 の人材
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開発部、能力 開発室、教育研修部、等 々は、情報 システ ム部門 と も連携 によ

って は じめて機能す る方 向を加速 し、情報 システ ムを熟知 した人材開発担 当

者が ますます必要 とな って くる。ESEは 、まさに このニーズ に位置づけ ら

れ る。

この役割を はた しきるために、ESEは 、いかなる能力 ・資質が問われる

であろ うか。何よ りもまず人材開発に関する識見、基礎知識技 術が問われ る

ことは言 うまで もないが、以下 に、人材開発的側面か らの、ESEに 期待 さ

れ る役割 と能力 ・資質を整理 してお きたい。

(1)自 組織の戦略的人材像のイ メー ジ化

人材開発においての、まず もっての最重要 テーマは、 自組織 の人材 に要

求 され る仕様 を明確にすることであろう。人材の要求仕様を、組織 の向か

うべ き戦 略的 ドメイ ン(領 域:い かな るマーケ ッ トのいかなるニーズにい

か なる満足 を与えよ うとしているか)に 対 して、組織の統合 的パ ワーを発

揮す るために期待 され る、組織構成 メンバーの ア ビリテ ィ(実 践能力)と

考え るな らば、人材 開発 における出発点 は、戦略的人材 に期待 され るア ビ

リテ ィのイメージを明確 にすることと言えよ う。現在何がで きて何がで き

ていないのか、今後何がで きる必要が あるか、を個人 ・部門 ・組織全体 に

ついて、現実に即 して調査把握分析 し、また今後 の推移を予測洞察 して、

必要点を構想す る ことが大切であ る。 この点でのESEに 期待 され る能力

は、上記の戦略的側面 においてESEに 問われ る能力とほぼ共通 すると言

え よ う。すなわ ち、第一 には、現場の悩み ・や り甲斐をあ りのままに調査

・把握 し、事実に基づいて分析 する能 力、そ してその根底 には、現場の悩

み ・や り甲斐に対 す る共感的理解力、また第二 と して、将来 に向けての組

織 の方 向性 とあ り方 を仮説的に設定 し、その中での 〈ひ と〉の あ り方に対

しての構想力、そ してその根底には、時代の推移 を予測洞察す る能力、現

場 の悩み解決 ・や り甲斐増進に対す る共感的提言力、第三 に、構想実現へ

の共感を基礎 と した、緻密な計画、計画を確実に遂行するにあた っての影

響行動力、が期待 され よう。

(2)戦 略的人材開発 システムのデザイ ン

戦略的人材開発 システムについて、戦略的人材 の開発 システ ムと戦略的
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人材開発 システム とはやや異 なる。前者 は、戦略的人材を どう開発す るか

であ り、後者 は、人材 開発 システムをいかに戦略的な ものにす るかである。

この両面が今後ますます必要であろうとの観点か ら、戦略的人材 開発 シス

テム という表現 に した。

戦略的人材を開発す る必要性 は、組織の新規発展分野開拓お よび既存機

構の柔構造化 ・効率化 と密接 な関連が ある。戦略的人材の対局的人材 を、

受動的かつ現状維持 的人材 とす るな らば、そのような人材(人 材 と呼べる

かど うかは議論の余地 あ り)で は、新規発展分野開拓および既存機構の柔

構造化 ・効率化 に貢献する ことは難 しい。情報 との関連で言えば、受動的

かつ現状維持 的業務 において は、いわば点 の情報で も業務推進が可能であ

ろうが、新規発展分野開拓 および既存機構 の柔構造化 ・効率化 に関す る業

務推進 においては、線の情報 ・面の情報が必要 とな り、 しか も迅速かっ多

量の情報処理が決 め手 となる。その際に情報選択の方向性、すなわち戦略

が重要 となる。 したが って、戦略 的人材 の開発においては、多量 の情報を

迅速 に処理す る能力 と情報選択基準 に関する能力の開発が、最重要テーマ

となろ う。多量 の情報を迅速 に処理す る能 力と情報選択基準 に関す る能力

の開発 システ ムは、情報 システム技術 に通暁 したESEな らではの大 きな

役割 と言 えよう。ただ しESEと して、情報選択基準に関す る能力 の開発

システムにおいて、単 に論理的基準で はな く、包括的表現で はあ るが ビジ

ネス的基準に基づ くことが問われ るで あろ う。 ビジネス的基準 とは、必要

性 ・緊急性 ・効果性 ・実現性 ・欲求性等の観点か ら、状況 に最 も適合性の

ある基準であ る。

人材開発 システ ムをいか に戦略的な ものにす るか、に関 して は、現場 に

おいて、すなわ ち戦略実現 のいわば根の先端 ・枝の先端 にとって、 どれだ

け役立つ人材開発 システ ムを構築で き得 るか、お よび継続的先端 に栄養分

を送 り続 けることが可能な人材開発 システムを構築で き得 るか、 とい う観

点が大切であろう。 そのために も、 自己開発(啓 発ではな く)を 軸 に、

OJTが 支援 し、 さ らにOff・JTが 有機的に連動す るシステ ム、長

期的展望 に位置づ け られた人材開発施策が、ます ます重要 となろ う。 この

点で も情報 システムのはたす役割 は、ます ます大 きいと言わざ るをえない。
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情報 システム機器をマルチに活用 した自己学習 システム、個人別人材開発

キ ャリアに関す る情報 イ ンベ ン トリー等 々。戦略に情報 システムに強いE

SEで あ って こそ、今後の有効 な人材開発 システ ムをデザイ ンで きる と言

え よう。

(3)人 材開発 システムの マネ ジメ ン ト

ESEに とっての人材開発 システムのマネ ジメン トは、大 き く二つの フ

ェイズが考え られ よ う。一つは、人材 開発すなわち組織 の人的側面の マネ

ジメン トであ り、一つ は、開発 システムすなわち開発に寄与する実際 シス

テ ムの マネ ジメ ン トであ る。後者に関 しては、下記の 「期待 され るSE的

側面 と、それ に伴な う能 力 ・資質」にてふれ たい。 ここで は、前者の人材

開発すなわち組織 の人 的側面のマネ ジメ ン トを中心に検討 したい。

人材開発す なわ ち組織 の人的側 面のマネ ジメ ン トにお いて、今後 ますま

す重要になるであろ う点 は、 これまで以上 に急激な 〈適応〉 とい う課題で

あろう。国際化への適応 、環境問題への適応、高齢化への適応、若年層減

少への適応、高度情報化への適応 、高負担への適応、高付加価値への適応、

新業態 ・業務への適応 、等 々。それ に伴 ない絶 えず新 しい能力をプ ラス し

て行かないと、脱落が免れない。適応への挑戦 を しない ことが、そのまま

不適応 とな る。適応 して いるとの実感が達成感 ・効力感 にっなが る。人材

開発の マネ ジメ ン トは、適応 のマネジメ ン トと言 い換 える ことがで きよ う。

したが って、マネジメ ン トの担 当者に強 く期待 され るのは、適応への挑戦

意欲の喚起 と適応のための知識お よびスキルの提供である。適応への挑戦

意欲の喚起 と適応のための知識およびスキルの提供にあたって、ESEに

不可欠な見識 ・基礎知識 ・技術 と して、人間その ものに関す る見識、教育

学 ・心理学 ・行動科学 に関す る基礎的素養 、マネ ジメ ン トに関す る基礎知

識、 コ ミュニ ケー ション技術、 リーダー シップ技術、 は欠かせ ないであろ

う。 さらには以上 に関す る経験 ・応用知識が必要 となろ う。 また適応 の現

場に関す る体感的把握が欠かせ ないであろ う。

2.1.3期 待 されるSE的 側面 と、それに伴な う能力 ・資質

上記 にて、期待 され る戦略的側面 と、それに伴 なう能力 ・資質、期待 され
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る人材開発的側面 と、それ に伴な う能力 ・資質、にっ いて検討 して きたが、

戦略的側面 において も人材開発的側面において も、ESEに とって、SE的

側面すなわ ち専門知識 ・技術 に通暁 した情報 システ ム担 当者 としての能力 ・

資質 は、戦略的側面 においての期待、人材 開発的側面 においての期待に応え

るための欠かせぬ要素 と言え よう。以下にてSE的 側 面か らの、ESEに 期

待 され る役割 と能力 ・資質を検討 したい。

(1)シ ステムの 〈STPDサ イクル〉のマネ ジメ ン ト

戦略推進の重要 な担い手であ り、かっ戦略 を提案 し、戦略を担 う人材 開

発 システムをデザイ ンし、以上のために貢献す る具体的な情報 システムを

構築す る主役であるESEは 、戦略推進の重要 な担い手 とい う点で は、ま

さに経営者 ・重役で もあ り、戦略の提案 とい う点で は経営 コンサル タン ト

で もあ り、戦略を担 う人材 と人材開発 システムをデザ イ ンす るとい う点で

は、教育者であ り、デザ イナーであ り、具体的な情報 システムの構築 にお

けるマネ ジメン トの点で は、その高度 な専門知識技術の点か らは、宮大工

の棟梁 と も言えよ う。 システ ムの 〈STPDサ イ クル〉のマネ ジメ ン トは、

まさに棟梁の面 目躍如 たる面である。S:SEEは 、戦略 と人材の現状

の分析であ り、T:THINKは 、人材開発の要求定義であ り、P:PL

ANは 、人材開発 システムの設計 ・開発、導入企画 、実施計画 、定着促進

企画であ り、D:DOは 、実施 のマネ ジメ ン トであ り、さ らにサイ クルが

最初に戻 り、S:SEEが 、評価、そ してさ らな る戦 略 と人材 の現状の分

析 … のマネ ジメ ン トは、ESEの 基盤 的役割であ る。 この役割 に応え

るためには、SEと しての実務能力 とともに、各場面における協 力スタ ッ

フとの、 また実施場面を担 う、Off・JT担 当者 ・OJT関 係者等 との

プロジェク ト・マネジメン ト能力が併せて必要 と言えよ う。

② ニ ューメデ ィアの活用

戦略推進、人材開発、そ して関連す る情報 システム開発において、急速

な技術革新の進展が生み出す諸ニ ューメデ ィアを統合的 に活用す ることは

重要である。 とくに教育面にお ける効果を高めるために、CAI・ 電子O

HPは もとより、映像 ・音響機器 に対す る利用技術 ・ソフ ト制作技術の理

解、衛星利用 ・ISDN・ パ ソコン通信 に対す る理解、従来型 メデ ィアの

魅力あ る活用、等。
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2.2ESEの 職 務 範 囲

ESEの 職務範囲を、二つの面か ら考察す る。一つは従来 の組織 にお ける各

役割 との比較 にお いて、一つは固有の職務範囲についてである。

2.2.1従 来の組織における各役割 との比較

情報 システム化の進展 は、組織 の従来の役割 その ものに大 な り小な り変化

を迫 っている。 と くに大 きな変化は、分業的役割が機能 しに くくなり協業化

が進行 している点である。た とえば生産部門 と営業部門 との関係 は、従来の

作 るのは生産部門、売 るのが営業部 門 と言 う関係か ら、売る立場をふ まえて

作 る生産部門、作 る立場 に立 った営業部門 とい う協業的関係 にます ますな っ

て来てい る。 と くに情報 システム化 の進展 に積極的な姿勢で取 り組んで いる

組 織において は、ESE的 役割が現実 の もの とな ってきている。 したが って、

従来の組織 にお ける各役割 との比較 は、かな り一般論的にな らざるを得 ない

との前提で検討 したい。経営者あ るいは戦略策定部門との比較 にお ける職務

範 囲、人材開発 ・教育研修部門 との比較 における職務範囲、情報 システム部

門 との比較 にお ける職務範囲にっいて検討する。

(D経 営者あ るいは戦略策定部 門 との比較 における職務範囲

経営戦略 に関す る決定 ・決断は経営者 ・戦略策定部門の基本的役割であ る。

ESEは 策 定 され た戦略の意図を十分に理解 し、人材 開発戦略を人材開発

戦略策定担 当者 とと もに企画する。 また人材開発の観点か ら、経 営戦 略策

定 に貢献 する仮説的構想を積極的 に提案す る。先にも述べた ことであるが、

戦略の決定 ・決断において参考 とす る諸情報 は、いまや 〈情報 システム〉

な しには考え られない時代 となって きている。組織におけ る情報 システム

担当者 の役割 は、情報 システム化の進展 に伴な って、単なるイ ンフ ォメー

シ ョンとしての情報の管理的マネ ジメ ン トではな く、イ ンテ リジェンスと

しての情報の創造的 マネ ジメン トへの期待が高 まっている。

(2)人 材開発 ・教育研修部門 との比較 における職務範囲

従来型の人材開発 ・教育研修部 門は必ず しも経営戦略 と密接 に関連 した

役割を多 くの場合はた してはいない。名 目的に関連 してはいて も、戦 略 と
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人材の現状分析、人材開発 システムの要求定義、人材開発 システムの設計

・開発、導入企画、実施計 画、定着促進企画、実施のマネ ジメン ト、評価、

のサイ クルが十分に吟味 されないままである場合が多い、ESEは 、情報

システム部門の日常業務であ る、現状分析か ら評価 までを、その ノウハ ウ

および経験の蓄積を活か して、厳密 に行な うことを職務範囲 と'する。

(3)情 報 システム部門 との比較 における職務範囲

従来 型の情報 システム部門 は戦略面お よび人材 開発面 において は、情報

システ ム部 門内においてのみ機能 している場合が多い。業務多忙を理由に、

戦略面および人材 開発面の機能を持 って いない組織 も多 いのが否 めない現

状 とも言え る。ESEは 、情報 システム化の本質的役割であ る、人材の方

向性あ る活性化を情報 システム部門間に留 ま らず、 自組織全体に適用す る

ことを職務範囲とす る。

2.2.2ESEの 固有の職務範囲

戦略 と人材 の現状分析、人材開発 システムの要求定義 、人材開発 システ ム

の設計 ・開発、導入企画、実施計画、定着促進企画、実施の マネ ジメ ン ト、

評価、を主た る固有 の職務範囲 とす るが、各職務 に関す る主要な内容項 目に

ついて検討 したい。

(1)戦 略 と人材の現状分析

・明文化 された戦略の調査

・明文化 されてはいないが慣習化 され た戦略の調査

・経営者 ・戦略策定担当者の繰 り返 し強調する言行の確認

・顧客が感 じている戦略 ・人材 の評価の調査

・組織全体 ・各部 門の最重要課題(目 標 ・問題)の 把握

・組織構成 メンバーの業務に関す る現状評価 ・悩み、や り甲斐の把握

・他組織の戦略 ・人材 に関す る情報収集

(2)人 材 開発 システムの要求定義

・既実施 ・現在実施の人材 開発施策についての評価 の調査

・現在不足 と感 じて いる知識 ・技術 に関す る調査
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・現在保持 し活用 している知識 ・技術 に関す る調査

・中期 的長期的観点 か らの必要が予測され る戦略の予測

・中期 的長期的観点 か らの必要が予測され る人材の予測

・中期 的長期的観点 か ら必要が予測 され る知識 ・技術の予測

・中期 的長期的観 点 と現在 との差異の明確化

(3)人 材開発 システムの設計 ・開発

・戦略の中期的長期的観点 と現在 との差異分析 と時系列的整理

・人材の中期的長期的観点 と現在 との差異分析 と時系列的整理

・知識 ・技術 の中期的長期的観点 と現在 との差異分析 と時系列整理

・戦略 ・人材 ・知識技術の連動性検証 と優先順位化

・人材開発の最適方策の企画(効 果 ・評価 ・方法の企画)

・人材開発の最適方策の企画 に関す る情報収集

(4)導 入企画

・企画の実施 レベ ルで のフィー ジビリティ ・ス タデ ィ(ウ オ ンツ ・コス

ト)

・決定担 当部署説得

・実施 スタ ッフの人選

・実施対象部門管理職 のまきこみ

(5)実 施計画

・実施効果企画

・実施 システム企画

・実施 スケ ジュールの確定

(6)定 着促進企画

・自己フォロー企画

・OJTフ ォロー企画

・Off・JTフ ォロー企画

(7)実 施のマネ ジメ ン ト

・実施 ス タッフへの コンサルテ ィング

・教材 開発の支援

・教育方法の支援

・実施環境の整備
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(8)評 価

・上記工程 の自己評価

・実施 スタッフに対す る評価

・組織 としての評価(経 営か らの)

・組織 としての評価(現 場か らの)

・組織 としての評価(対 象者か らの)

・組織 としての評価(実 施 ス タッフか らの)

・評価の総合 とフィー ドバ ック
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第3章 米 国 に お け る イ ン ス トラ ク シ ョナ ル ・

デ ザ イ ン の 動 向

本章で は、まず イ ンス トラクショナル ・デザイ ンの全体像にっ いて概 要を示

し、次 にDEC社 の事例 をベースに、具体 的な作業項 目を明 らか に してい る。

3.1イ ンス トラ ク シ ョナ ル ・デザ イ ンの概 要

3.1.1イ ンス トラク シ ョナル ・デザイ ンの基本 的考え方

ここで は、 イ ンス トラ クシ ョナル ・デザ イ ンを考える上で必要 となる5つ

の前提条件を掲げる。

第 川ご、イ ンス トラ クショナル ・デザ イ ンはある個人の学習を支援す るこ

とを 目的と しなけれ ばな らない。集団学習の場合で も学習は各個人の 内面 に

生 じるものであ るか らであ る。

第2に 、 イ ンス トラ クショナル ・デザ イ ンは短期的および長期 的な段階が

ある。講師がイ ンス トラクションを行 な う前の レッスンプランが短期の もの

で、また、 レッス ンの まとまった トピックや コースその もののプラ ンが長期

の ものと して考え られ る。

第3に 、体系的 に設計 された教授指導は、個人の人間発達 に多大な影響 を

与え られ る。

第4に 、イ ンス トラクショナル ・デザイ ンはシステム ・アプローチによ っ

て行 なわれなければな らない。 システ ム ・アプ ローチによ るイ ンス トラクシ

ョナル ・デザイ ンは、ニーズ と目標 の分析か ら始 まり幾つかの段階を経 て、

学習者が 目標達成 に成功 したと一般 に認知 されるように評価済のイ ンス トラ

クショナル ・システムの確立で終 了す る。各個別の段階にお ける意思決定 は

経験的データに基づ き、各段階は次の段階へのイ ンプ ッ ト情報 となる意思決

定に導かれ、全過程が人間の理性の限界を越え ることな くしっか りと基礎を

固めている。 さ らに、各段階が、後に続 く段階か らのフィー ドバ ック情報 に

対 して審査 されて システムの妥当性を示すよ うにな っている。

最後に、設計された教授指導 は、 どのよ うに人 間が学習す るのか とい う知
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識に基づかなければな らない。イ ンス トラクショナル ・デザ インは、期待 さ

れ る教育効果を生みだす ため に確立 された学習条件を考慮 しなければな らな

い。

3.1.2イ ン ス トラ ク シ ョナ ル ・シスデ ムの 意味

イ ンス トラ ク シ ョナ ル ・システ ム は、 教 師や カ リキ ュ ラム ・プ ラ ンナの 間

で 知 られ て い る 「理 想 的教 授 法(modelsofteaching)」(ジ ョイ ス&ウ ェ

イ ル1972)と は異 な った もので あ る。

理 想 的 教 授法 の 目的 は、期 待 され る成 果 と適 切 な 教授 法 の概 念 的 結 びっ き

を 提供 して い るの に対 して 、 イ ンス トラ ク シ ョナ ル ・シ ステ ムの 目的 は、考

慮 中 の カ リキ ュ ラム また は コー スに お いて求 め られ て い るあ らゆ る種 類 の成

果 を達 成 す るの に必 要 な手 段 を提 供 す る ことで あ る。

イ ンス トラ ク シ ョナ ル ・シ ステ ム ・デ ザ イ ンは教 育 工学(Educational

Technology)を 活 用 して い る。教 育 工 学 は とき ど き教 育 に使 用 され る コン ピ

ュー タや他 のハ ー ドウ ェア を連 想 させ るが 、教 育工 学 を イ ンス トラ ク シ ョナ

ル ・システ ムが 開発 され 、実 施 され 、制 御 され、 評価 され る 「計 画 され る過

程 」(processofplanning)に 関連 づ け る傾 向が 強 くな って い る。 イ ンス ト

ラ クシ ョナル ・システ ム の計 画手 順 は この過 程 と一 致 して い る。

3.1.3イ ンス トラク ショナル ・システムのデザ インの段階

インス トラクショナル ・システムのデザイ ンには14の 段 階があ り、直線上

に表示 されているが、実 際には各段階を行 きつ戻 りつす ることにな る。あ る

段階での仕事の完了 は他の段 階での仕事 に影響を与え るものだか らである。

最初の3段 階 は 「システ ム(ま たはカ リキュラム)レ ベル」と呼ばれ、カ

リキ ュラム全体か教育 コースの成果 と して探求 され るニ ーズ と目標が決定 さ

れ る。次の2段 階の分析 は 「コース ・レベル」の分析 と呼ばれ、 コースごと

の全体の構造の決定 とコース終了時の達成 目標の提示である。続 く4段 階は

「レッス ン ・レベル」の仕事であ り、(1)詳細な達成 目標の定義、(2)レ ッスン

・プラン(ま たは自己学習 モ ジュール)の 準備、(3)コース教材 とメデ ィアの

開発 と選択 、(4)学習者の達成度 の評価方法の準備な どが含まれる。



最 後 の5段 階 は、(1購 師 の特 別 な準 備 の計 画 、(2)教 育 指 導 改善 の た めの フ

ォーマ テ ィブ ・エ バ リュー エ ー シ ョン(P.76参 照)の 実 施 、(3)学 習環 境 に実

際の イ ンス トラ ク シ ョナ ル ・システ ムを適応 させ るた めの フ ィール ド ・テ ス

トの 実施 、(4)教 育 指 導全 体 の価 値 、実 用 性 、効 果 性 の サ マ テ ィブ ・エバ リュ

エ ー シ ョン(P.77参 照)の 実 施 、(5)シ ステ ムの 採 用 と設 置 、 テ ス ト場 所 以 外

へ の波 及 が 含 まれ る。

表3.1,1イ ンス トラ ク シ ョナ ル ・システ ム ・デザ イ ンの段 階

システ ム ・レベ ル

1.ニ ーズ 、 目標 、 優先 順 位 の分析

2.資 源 、制 約 要 因 、学 習 シス テ ムの分 析

3.カ リキ ュラ ム と コー ス の範 囲 と配 列 の決 定:学 習 シス テ ムの デ ザ イ ン

コー ス ・レベ ル

4.コ ー スの構 造 と配列 の決 定

5.コ ー ス 目標 の 分析

レ ッス ン ・レベ ル

6.行 動 目標(performanceobjectives)の 定義

7.レ ッス ン ・プ ラ ン(ま た は モ ジュール)の 準 備

8.教 材 ・メデ ィアの 開発 と選 択

9.学 習 者 の達 成 度 の評 価

シ ス テ ム ・ レベ ル

10.講 師 の 準 備

11.フ ォ ー マ ラ イ ブ ・エ バ リ ュ エ ー シ ョ ン

12.フ ィ ー ル ド ・テ ス ト、 修 正

13.サ マ テ ィ ブ ・エ バ リ ュ エ ー シ ョ ン

14.設 置 と 普 及
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段階1:ニ ーズ、 目標、優先順位 の分析

「である」現状 と 「べ きである」基準 との差が教育へのニーズである。

企業教育では、職務分析 か ら訓練のニーズが発見 され る場合 もあれば、被

雇用者 の現状 の実力 と期 待され る程度の比較か らニ ーズが発見され る。ま

た、政府や財団が大学や研究所の専門家に委託 して、彼 らの提案書の推薦

事項 に基づいてニーズを探 ることもある。

ニ ーズ と目標が一揖明 らかになれば、以下 の2つ の 目的を達成すべ く目

標を継続 的に練 り直 してい くことが必要であ る。2つ の 目的とは、

(1)一 般的な目標か ら具体的な目標へ と配列 して階層をな し、より詳細 に

記述 してい くこと。

(2)最 終的に達成 目標(行 動 目標)と して明確に表現す ること。

段階2:資 源、制約 、代替学習 システムの分析

ニーズ と目標 が明確 にされてか ら、 イ ンス トラク ショナル ・デザイナは

次に掲げる質問を してみ る必要がある。

・どのよ うに して学習者 は我 々の 目標が記述 して いる諸事項 を学習 しよう

とす るのだ ろうか。

・誰か ら学習者 は学ぶ のだろ うか。

・ど こか ら学習者 は資源、教材をみつ けるのだろ うか。 どこで彼 らの必要

とす る支援がえ られ るのか。

・目標が初めて認識 されるよ うに教え るためには何が必要か。

・ある方法でで きないとすればその理 由は何か。

・どこかで我 々は妥協 しなければな らないか。

・どの くらい費用がかか るか。

・そんなに費用 を もっているのか。

・現在の人員で対応で きるだ ろ うか。

・どんな代替案が存在す るか。

このよ うな質問を追求 してい くとい くつかの代替可能 な学習 システ ムは

自 ら浮かび上が る。

学習 システムは、あ る特別なイ ンス トラ クショナル ・システムが、意図
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した場所で意図 した様 に稼働 させ る全ての ものと定義 してよい。学習 シス

テムについての基本的決定が、 目標到達のために運営す る人事 、メデ ィア、

教材 、学習活動 に直接 的に影響を及 ぼす。

い くつかの目標 は犠牲 に しなけれ ばな らないか。 さもなければ、新 しい

建物 を建設 しなければな らないか。予算を増やさなけれ ばな らないか。 さ

もなければ、よ り効率 的な システムをデザインしなけれ ばな らないか。手

持 ちの資源 と現実の制約 の範囲内で、ニーズに応え るよ うにあ らゆる質問、

検討 、代替案が吟味 され る。現状 の資源 と制約要因のい くつかを変更で き

るか、 という問 いを計画 の段階で投 げかけてみる ことが必要であ る。

段 階3:カ リキュラムとコースの範囲 と配列の決定 、学習 システ ムのデザイ

ン

この段階では、 「カ リキ ュラムの範囲 と配列」 とい う文書が提 出 され る。

これはカ リキュラムの年次別達成主要 目標がま とめられて いる。

主要 目標をよ り具体 的な 目標まで階層的に細分 してい くの には2っ の理

由がある。第1に 、様 々な レベルの様 々な人 々とのコ ミュニ ケー シ ョンの

視点か らである。一般 の人々は主要 な目標を知 るだけで よいか もしれない

が 、講師やイ ンス トラクショナル ・デザイ ン ・チーム、また、学習者 は非

常 に詳細な 目標を必要 とす る。第2に 、学習 システムの開発 におけるすべ

て の段階での管理のために必要 とされ る。デザイ ン ・チーム ・リーダは、

学習 システムを円滑に運営す るためには、 ライ タ、メディア製作者 、講師

養成 トレーナな どの仕事を調整 して いかなければな らな いか らで ある。

段階3で はデザイ ン ・チームは学習 システムの詳細を明確 に して いか な

ければな らない。 カ リキ ュラムの年次別 目標 やコースの 目標が明 らか にな

れば、以下の項 目について検討す る。

・プ リン ト教材 とそれ以外の教材 の購入または開発

・様 々なメデ ィア形態

・学習環境 にお ける空 間の活用 一教室、ラボラ トリなど。

・集団学 習と個別学習の教材の比率

・多様な規模の集団活動 のための空間利用の計画
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・講 師指導 マニ ュアルの必要事項 の記述

・講師の役割決定 と学習者 の評価 、指導手順 のための学習者の実 力進度の

観察 と記録。

段階4:コ ースの構造 と配列の決定

カ リキ ュラムにおける各年の コース目標 と主要な階層 ごとの配列を考え

ることが段 階4で の重要 な仕事 となる。 これ らの階層は教育指導の単元 と

呼ばれ、数週 間の学習を必要 とす る。段階4の 終了時には コースの主要単

元の全体的な配列案が提示 され る。

また、段階4で は到達 目標(Targetobjectives)と 前提的 目標(enabling

objectives)の 区別 を して到達 目標 に注 目 しなければな らない。到達 目標

は コース終了時か ら年間の学習終了時まで に達成 しなければな らない。一

方、前提的 目標 は範囲 としては狭 く、到達 目標 を達成す るために必要 とさ

れる事前の知識や技能で ある。 もし、段階3か らのカ リキュラム範囲 と配

列計画 に含 まれる コース目標が、 コース到達 目標 としての目的を充分 に明

確に果たさない とすれば、 コースの構造 と配列が決定 される以前 に 目標 を

さ らに分析 しなけれ ばな らない。

段階5:コ ー ス目標の分析

段階5で は、 コース目標(主 として到達 目標)の 分析 を3っ の観点か ら

実施す る。

(1)情 報処理分析一 目標の達成における知 的活動の配列の明示。

(2)課 題分類 学習条件を明確にするために学習成果の種類を分類

す る。

(3)学 習課題分析一 教育指導の配列決定を行 うの に必要 な前提 的 目標を

明示す る。

情報処理分析は、学習者が到達 目標か前提 的目標 を修得 したことを示す

行動を観察 して、学習者の知的活動を明 らかにす る上で重要で ある。対象

学習者が前提的能力を身 につけた上で学習 しよ うと しているのか、前提的

能力を教育指導 目標の一環 と して教えなければな らないのか、を情報処理
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分析によっては っきりさせてお くとよい。

到達 目標 と前提的 目標 の課題分類は、 インス トラクショナル ・デザイ ン

の幾つかの側面を支援 して いる。

到達 目標が分類 され、 コース単位 にグループ化 され ると教育指導計画の

中で、必要 な情報、態度、知的技能の 目標が コース単位で盛込 まれてい る

かが チェックで きる。

一方
、到達 目標 の学習課題分析か ら生 じる前提 的目標の分 類は、教育指

導戦略に組み込 まれ るべ き適 当な学習条件 を明 らかにす る。

一揖到達 目標 ごとの学習課題分析が終了す ると
、到達 目標 ごとの前提 的

目標を修得す る教育指導 の配列 と各 レッス ン計画 によって確立 され る学習

条件の計画をたて る基礎が築かれた ことになる。

これ ら3つ の視点か らの コース 目標の分析の結果、イ ンス トラクショナ

ル ・デザイナは、①段階4で 得 られた コースの構造と配列を見直 し、②段

階6の 行動 目標 の定義 に本格的に進む ことがで きる。 これは段 階7の レッ

ス ン計画のデザイ ンと段階9の 学習者の行動評価 の焦点 とな る。

段階6:行 動 目標 の定義

これ までの段階で 目標 の分析が、最終 目標、 コース目標、単元 目標 、到

達 目標、前提的 目標 と階層別 に配列 されて きたが 、段階6で は学習者の成

果が評価 され る計画中の レッス ンとコースの各 レベルや単元 ごとに行動 目

標が記述 され るべ きで ある。

〔行動 目標を含む 目標の階層〕

教科の カ リキ ュラムの 目標がニ ーズ分析 によ り、明確化 されれば コース

ごとの目標が以下の段 階で設定 され る。

(1)生 涯 目標:コ ース終 了後 も学 習事項を将来 に亘 って継続的 に活用可能

とする 目標。

(2)コ ース履修 目標:コ ースの教育指導終了後 に期待され る行動成果を記

述する。

(3)単 元 目標:コ ース全体の組織 において共通 目標を持つ 目標階層上の期

待 され る行動 を述べ る。
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(4)行 動 目標:課 題分析の適切な レベルにな りうると期待 される具体的成

果。

(5)前 提的 目標:行 動 目標の学習の前提 とな る。 なぜな ら、それ らは到達

目標を学習するのに要求 される本質的な前提的技能 ・知

識であ って、行動 目標達成のための学 習を円滑にす る も

のであ る。

〔事例:コ ースの教育 目標 の階層性〕

大学院博士課程の教育 システム ・デザイン ・コースの教育 目標 は以下の

よ うにな る。 なお、対象者はメディア製作者 、教師、企業教育担 当者など

修士課程修了者で ある。

(1)生 涯 目標

本 コース修了後、学生 はコース ・デザイ ン技能を以下 の要領で継続的

に開発 してい くことができる。

① 他のデザイ ン ・コースに登録す ること、②学習 モデルを修正 したり、

新 しいモデルの作成を要求 される状況でデザイ ン技能を応用 してい く

様 々な機会を探索す ること。

学生は、理論、調査 と一貫 した根拠 によ り体系的な コース ・デザイ

ンの手順 を使用す るよ うになる。

学生 は自らのデザイ ンを改善 し、評価す る為 に実証 的データを使用

す るよ うになる。

(2)コ ース履習 目標

コース修了時まで に、学生 はニーズ分析 か らサマテ ィブ ・エバ リュエ

ーシ ョンまでの、教育デザイ ンの システ ムズ ・モデルにおける各段階を

実施す るか計画する能力を発揮で きるようになる。

(3)単 元 目標

学生 は以下の コー ス単元に代表 されるデザイ ンを学習することにより、

4っ の連続 的な課題を実施 し、修了する。

単元A:

学生 は生涯 目標、 コース履習 目標、単 元 目標 と具体 的行動 目標を示 し、

評価対象 とな る学習者の作業が、 どの段 階の目標であ って も、学習者の
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行動手段を伴 うコース組織 をつ くる。

単元B:

学生 は知的技能 目標の教育 目標階層を記述す ることにな る。教育階層

の下位技能が、相互関係 において、他の領域の成果 目標 との関係 におい

て、 どのよ うに順序づ け られているかを示す教育指導表を作成す る。

単元C:

学生 は、メデ ィア選択の理論 的根拠 と、選択 された各 メデ ィアを利用

する為に準備 され た教授法を示す レッスン ・プ ランか、教育 モ ジュール

を策定す る。

単元D:

学生 は単元Cで 作成 されたメデ ィアの利用指図を実施す る原案 を作成

する'。

(4)具 体的行動 目標(上 記単 元Cに ついて)

① 計画された レッス ンの 目標 と前提的 目標を述べ る。

② 目標 を領域 と副領域によ って分類す る。

③ 実行す る教授活動をあげて、各活動を行 うか、行わないかの理論的

根拠 を与え る。

④ 各教授活動で の刺激を列挙す る。

⑤ 各活動 に適切 なメデ ィアの選択肢をあげる。

⑥ 各活動 にとって理論的に最善の メディアを明 らか にす る。

⑦ 活動 ごとのメデ ィアの最終選択を行な う。

⑧ ④ か ら⑦ までの決定の理論的根拠を与え る。

⑨ メデ ィア製作者へ各活動 ごとの指図を行な う。

段 階7:レ ッスン ・プ ラン(ま たはモ ジュール)の 準備

レッス ン ・プランとモ ジュール とは、行動 目標を 目指す学習者の学習努

力を支援する計画で ある。 レッス ン ・プラ ンは講師と学習者の教授活動、

使用 され る紙教材 とそれ以外 の教材、学習機器の参考例 を含んで いる(モ

ジュール も同様であ る)。 。

講師主導の集団学習が計画 され るときは、 レッスン ・プラ ンは講師が使
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用す るガイ ドライ ンの位置づけ となる。講師が指図を与 え、学習者 に適 当

な教材を示 し、学習活動 を指導 し、直接指導で教材を補足す る。

一方
、学 習者が主体的に自分 の進展で行 なう レッスンが計画され るとき

は、モ ジュールが学習者 に提示 され ることが多い。モ ジュールは通常、教

育 目標 と読書文献 リス ト(し ば しば教材 も含 まれる)、 実践が期待 され る

教授活動への指針、 自己診断テス ト、講 師によ って診断 され る課題提出の

指図を含んでいる。

講師、 レッス ン ・プラ ン、モ ジュール、学習者 の学習努力の 目的 は、 シ

ステムズ ・アプローチによれば、教授活動を成就 させる ことにある。教授

活動 は、注意 の喚起、学習者への 目標 の通知、刺激 となる教材の提示 とフ

ィー ドバ ックの提供を含んでいる。教授活動 と学習条件の関係 は表3.1.2

に示 してある。

教育 メデ ィアを活用す る教育指導の 目的 は、教授活動 を演出す ることに

あ り、各活動 の最善のメディアを選択 することにある。教授指導の 目的は

また学習の促進であ り、講師、学習者、教材、 メディアなどの手段 は教授

活動を成就す るために存在する。その意味で学習 システムの選択 は、教授

活動 を成就す るための特定の手段を強調す る方法論を示す ことにな る。 こ

れが レッス ン ・プランの内容で ある。

レッスン ・プラ ンのデザイ ン手順 と して は以下 の項 目があげ られ る。

(1)レ ッス ン目標を達成す るための教授活動の列挙。

(2)各 教授活動を実現す る上で必要 とされ る教材、メデ ィアまたはエージ

ェン トの決定。

(3)メ デ ィア と教材の使用方法 の計画 も含む学習活動のデザ イ ンまたは計

画。

(4)講 師が レッス ンを成就 させ る上で必要 とされ る役割 と活動を計画す る

ために選択 され たメデ ィアと教材の検証。

以上述べて きたイ ンス トラクシ ョナル ・システムの諸要素の関係 は、

表3.1.3・ その1、 その2を 参照 されたい。
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表3.1.2 教 授 活 動 と 学 習 条 件

ー

Φ
∨
ー

教 授 活 動
学 習 類 型

知 的 技 能 認 知 的 方 略 言 語 的 情 報 態 度 運 動 技 能

1.注意 の獲得 刺激の変化の導入;感 覚器官における変化

2.学習者への目標の通知 期待される描写と例の提

示
期待される解決の一般 的

性質の明示

答えられるべき口頭によ

る質問の種類の指示
目指すべき行動選択の例
の提示

期待される行動の実演

3.前提的、知的 ・技能の

想起の刺激
下位の概念と規則の想起
の刺激

課題方略と関連する知的
技能の想起の刺激

組織化された情報の文脈
の想起と刺激

関連情報、技能、人間モ

デルの想起の刺激
実行上の副ルーチンと部

分的技能の想起の刺激

4刺激する教材の提示 概念や規則の例の提示 新しい問題の提示 命題的形態による情報の

翫

個人行動の選択を示す人

間モデルの提示

道具または器具を含む、

行動のための外的刺激の

獄

5学 習指針の提示 適切な手順の組合せへの

口頭による合図
新しい解決への刺激とヒ
ントの提示

より大きな意味のある文

脈への口頭による関連づ

けの提示

行動選択のモデルとモデ
ルにより受取られた教科

の観察の提示

行動達成のフィードバッ
クに伴う練習の提示

6.行動 を引 き出す こ と 学習者への規則や概念の

新 しい例への応用を求め

る

問題解決を求める 言い換えか学習者自身の
言葉で情報を求める

学習者に実際か模擬状況
で行動選択の指示を求め
る

行動の実施を求める

7.フ ィー ドバ ッ ク 規則と概念の応用の正確
さの確認

問題解決の独倉1性の確認 情報の提供のされ方の正
確性の確認

行動選択の直接または代

理強化の提示

正確性の程度と行動、時

期にっいてのフィードバ

ックの提示

8.行 動の評価 学習者は概念や規則の応
用を示す

学習者は新しい解決を創
造

学習者は言い換えた形で
情報を再度述べる

学習者は実際か模擬状況
で望ましい個人行動の選
択を行なう

学習者は全体の技能の行

動を実施

9保持と転移の強化 多様な例を含むレビュー

の提示
多様な新しい問題解決へ
の機会の提示

追加的に複合的な情報と
の関連を口述

選択された行動選択肢に
追加的に多様な状況を提

示すること

学習者は技能の練習を継
続する



表3.L3(そ の1)イ ンス トラ ク シ ョナ ル ・シス テ ム の諸 要 素 の 関 係

ー

Φ
o。
1

学 習 形 態 可 能 な メ デ ィ ア 学 習 者 の 活 動 方 法、 教 師 の 役 割

集 団 学 習 本、他 の読 書材 料

チ ャー ト、黒板 、デ ィスプ レイ

教師

ゲ ス ト・ス ピーカ

実物 、モ デル 、実験 器具 、植物 、動 物

オ ーバ ーヘ ッ ド

映 画

フ ィルー ド ・ トリップ

読書

聞きとり

実演の観察

物体の操作

筆記テストを受ける

家庭学習

演習とプロジェクト

鱗
ディスカッション

実演

口頭によるクイズ

試験の得点

事務局への報告

個 別 学 習 プログラム化されたテキスト

本
モジュール

学習者制御の視聴覚教材

学習者相互のチュ一夕

自己チェック・テスト

学力進度テス ト

診断テスト

学習センターと付属機器

読書

対応 ・返事

自己ペース

自己チェック

演習

他の学習者との作業

テストを受ける

個人プロジェク ト

クラス分けテス ト

診断テス ト

学習者の向上の監督

補習(矯 正学習)

小グループを編成してチュータをひんぱんに変える

記録の管理

学習者の教材とテス トの使用を監督

学習者を助ける同僚チュータの発見

入手できる教師エイド(教 材)の 管理

事務局への報告

小 グル ー プ学 習 本

演習

実験器具
スライ ド/テ ープによるプレゼンテーション

音声録音

互いに読み合う

共同実験演習の遂行
ノノ

デ ィスカ ッシ ョン

ー緒 にプ レゼ ンテー シ ョンを見 る

チー ム課題 の完了

学習者の進度レベルの評価

具体的なレッスンと演習の為の小グループの編成

個人と小グループの進度評価
〃

記録

教材の位置づけと機材の使用の援助

小グループに新 しいプロジェクトを導入



表3.1.3(そ の2)イ ン ス トラ ク シ ョナ ル ・シ ス テ ム の 諸 要 素 の 関 係

ー

O
⑩
ー

学 習 形 態 可 能 な メ デ ィ ア 学 習 者 の 活 動 方 法、 教 師 の 役 割

個 人 学 習 本 読書と個人学習 ア ドバイザによるガイダンス

図書館 図書館での調査とラボラ トリ実験の管理 課題 、ペ ーパ ー、本 等の提 案 と割 当

読書リスト ノノ 要請によりまたは予定通り学習者と相談

ラボラ トリ ペ ーパ ーの作成

学習センターと付属機器 ・教材 教師との相談 試験と進度の評価の運営

目標と練習のソフト 筆記と口頭試験 質疑応答の実施

最終試験 論文の作成 単位、学位取得の為の具体的な学習単元の修

了の承認
上記機能支援目的の助言委員会の結成

実 習 プ ロ グラ ム 学習計画に該当する幾つかのまたは全部の上 学習計画に該当する幾つかの又は全部の上 学習に該当する幾つかのまたは全部の上記方

記メディア 記活動 法、教師の役割

様々な人々とメディアとしての機器の関連す 指導を受けながらの分担された仕事の遂行 学習計画と割当仕事の調整

る特定の地域における仕事

家 庭 学 習 本 読書、練習の終了、テス ト受験、教師との 教材 、練 習、 テ ス トの割 当

(通 信 教 育) 練習 通信による家庭学習 メイルによる質問回答

テ ス ト テ ス トの採点 、 コー ス修 了の承認

教師との意志疎通 補助教材を必要とする学習者への準備と発送

プログラム学習テキス ト
モ ジ ュー ル

明るい場所で使用できる安価なピュアー
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段階8:教 材 ・メデ ィアの開発 と選択

初期の頃は、完成 された教材の中か ら、講師が評価選定 し、指導に用 い

るとい うものであ った。 しか し、イ ンス トラクシ ョナル ・システムのデザ

イ ンで は、製作 され るべき教材の要求仕様がデザイ ンの重要な要素 となる。

以下、詳細を述べ るが、表3.1.4も 参照 されたい。

(1)分 析対象 となる目標

この 目標は達成 目標 の場合 もあれば、事前 に修得され る ことが望 まれ

ている前提的 目標の場合 もある。 さもなければ、よ り包括的な知的技能

目標の学習 に関す る情報 目標 か もしれない。 ともか く、一つの レ ッス ン

で学習で きるよ うな小 さな 目標が好 ましい。

(2)目 標 の分類

学習成果の領域の観点か ら目標が分類 され る。例えば、 「態度」 とか

のような領域を表す場合 もあれば、知的技能一 具体的概念 とい うよ うに

領域 と副領域が表され る場合 もあ る。

(3)教 授活動 の表の作成

レッスン中に実行 され る、教授活動の表を作成す る。大人が対象の場

合、独力で幾つかの教授活動が作 りだせ るので、子供が対象 となる場合

に比べ ると少 な くてすむ。例えば大学院生の場合、 目標 とうま くいった

実行 モデルのみを与え、本 やモジュール等の教育上 の刺激を提供 してか

ら、学習者の行動や作成物 にフ ィー ドバ ックを与えて もよい。

若い学習者に とって は、①刺激の提供、②学習の指針、③反応 の誘引、

④ フィー ドバ ックの提供、 とい うよ うな幾つかのサイ クルが1レ ッス ン

中に存在 して もよい。

(4)刺 激 の種類の選択

刺激 の種類の選択で は、 目標 の本質、学習者 の性質 と計画中の特別 な

教授活動 を考慮す ることが必要で ある。
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(例)

教授活動

① 関心 ・注意の獲得

② 目標に関する情報

③ 学習の指針

④ フィー ドバ ックの提供

⑤ 保持 と転位の強化

(5)メ ディア候補 の表示

刺激の種類

特別 な音、驚 くべ きビジュアル

話 し言葉、実物

話 し言葉か書 き言葉、実演、試作品の

実行

話 し言葉か書 き言葉

多様なメデ ィア と例

選択 された刺激の種類 を伝達で きる様 々な メデ ィアを表示する ことが

有益であ る。 この目的は、効果的で、実用的な、 しか も不必要な混乱な

く多様性を提供 するメデ ィアの範囲を示す ことである。

前述の教育 上の刺激に対 してのメディア候補を示す と以下のよ うにな

る。

刺激の種類

① 特別な音、 ビジュアル

② 話 し言葉、実物

③ 実演、試作品

④ 話 し言葉か書 き言葉

⑤ 多様な メディアと例

⑥ 理論上の最適の メデ ィアの選択

メデ ィア候補

講 師 、 テ ー プ ・レコー ダ、写 真

講 師 、 テー プ ・レコー ダ、様 々

な機 器

講 師、 映 画 、 ビデ オ ・テー プ 、

専 門家 へ の訪 問 、 学 習者 に よ っ

て書 かれ た 試作 テ ーマ

講 師 、 テ ープ ・レコー ダ、 本 、

黒板

色 彩 、 サ イズ 、形 の異 な る実 物 、

実 物 の写 真 。 口頭 によ る問 題 の

状 況

開発使用 に必要 とされ る資源に左右 され ることな く、対象学習者 に実

施す る レッス ンの教授活動 にとって理論上最適の メデ ィア とは何 か、ま

たそれ はなぜ なのかを決定す るよい機会 となる。
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ここでの 目的 はメデ ィア候補 の中か ら唯一最適のメディアを決定す る

ことで もなければ、使用者が実行で きないメデ ィア開発を奨励す る こと

で もない。最終的に選択 され るメディアが よ り効果的に活用 され るよ う

に、教授活動の的確 な実行を保証す る特徴を明確 にする ことであ る。

(7)メ デ ィアの最終選択

この項 目に到 るまで、各教育活動が どのよ うにすれば最高に実行で き

るか、 に関 して決定を行 な うべ く、各活動が個別に取 り上げ られた。本

項 目で は成功す る レッスンを構成す るために全ての活動が とりま とめ ら

れなければな らない。デザイナは、前項で記録 された理論的 に最適 の全

てのメデ ィアを使用す ることの実用性を考慮 しっっ、数多 くの メデ ィア

を教室で使用す ると生 じる運営問題や またメデ ィアが少 ないと学習者 に

退屈を与え るか もしれない、 とい う問題 を解決する、教育環境を具体化

す ることが重要であ る。

ここでデザイナが考慮すべ き点は実用的要素、学習者の特徴 と レッス

ン目標の特徴で ある。 これ らの意思決定の中で、デザイナは以下の こと

を 目的 と している。①協力見込みのあるメデ ィア開発者 と教室運営の両

方の資源 と制約の中 にとどまること、②利益 と効果を除いて充分効率性

に耐え うるメデ ィアを使用す ること。③ メデ ィアの能力を活用す ること。

(8)メ デ ィア選択の根拠

この項 目には項 目3か ら項 目7ま でに記録 された決定 の理 由が示 され

る。 メデ ィア選択の根拠 を見れば、 イ ンス トラクショナル ・デザイナの

学習理論 、教授理論 、 レッス ンの全体的戦略を開発す る為の調 査結果 を

応用す る能力が分か る。

イ ンス トラ クシ ョナル ・デザイナを育成す る上で ここで は、

① 理論 を実践に応用す る能力の評価

② メデ ィアについての知識 レベルの判断

③ イ ンス トラクショナル ・デザイ ンに重要 な実際的要素、課題、学習

者の特徴の把握力のチ ェック

④ 今後研究が必要 とされ る分野の発見

に役立 てることがで きる。

一73一



(9)メ デ ィア製作 に関わ る指図(prescription)の 記入

ここで イ ンス トラクシ ョナル ・デザイナは主要な役割 を終え るか、 メ

デ ィア開発者:製 作者、教育 内容の専門家 と作業を継続 して もよい。項

目8は 様 々な分析作業 の後 に続 く総合段階にあ り、デザ イナは理論、技

巧、創造力の知識を用 い ることになる。

各教授活動へ の指図を書 くときに、デザイナは、 レッス ン目標 に示 さ

れた成果 に関連す る学習条件 に影響を与えるため、学習者 との コミュニ

ケー ションを取 り入れ る努力をすべ きで ある。

項 目8の 内容 は以下 の基準 に照 らして吟味で きる。

① 指図は適切な学習条件を利用 して いるか。

② スク リプ ト・ライ タとメデ ィア製作者が作業で きるよ うに充分に詳

細 に意志が伝わ るよ うに描写 されているか。

③ 指図は各教授活動を適切 に支援す るだろ うか。

④ レッスン全体は、計画 された通 りに対象学習者に とって適切だろ う

か。

⑤ 選択 された メデ ィアは対象学習者に とって適切であ るか。

⑥ レッス ンが終 了 した時点 で、学習者 に要求 されて いる反応 の種類は、

期待 され る最終の行動への向上を表 してい るか。

⑦ レッス ン終了時 に学習者 は適切な評価 テス トで満足のい く成果を出

す ことがで きるだ ろ うか。

⑧ 学習者 の関心 と注意が維持 され るよ うに全 レッス ンが構成されて い

るか。

⑨ レッス ンの開発 は入手で きる資源で間に合 うか。 レッスンの運営 は

ユーザの資源で間に合 うか。

⑩ レッス ンがその最 終形態で表現 され るときに、使用 メデ ィアと指図

は学習者 と教師か ら受入れ られ るだろ うか。

指図の中に記載 されて いる教育内容に関 しては、指図が終了 して 、ス

クリプ ト ・ライテ ィングが始 まる灰色地帯があ るが、指図がス クリプ ト

になる程 に詳細 に記載 されて もよい。デザ イナ、メデ ィア専門家、教育

科 目の専門家 と講師の皆が指図 とス クリプ トを開発す る役割を担 うこと
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が望 ま しい。 また、互 いに支援 し合 う関係を作 ってい くことが必要であ

る。

(10)ス クリプ ト・ライテ ィング

最終的な使用形態で メデ ィア形態 として開発 される材料の 内容を しば

しばス クリプ トと呼ぶ。

ドラフ ト・ス ク リプ トを準備す るには、1枚 の紙 にオーデ ィオとビデ

オとい う題のついた2っ の欄 を作 ることか ら始 まる。 ビデオの欄 には、

スクリプ ト・ライ タが スライ ド、 ビデオ、 フィルムでみせ る静止画か活

動 を描写す るか、アーテ ィス トが開発され る静止画か動画を図解 してあ

ら筋をたてて もよい。 オーデ ィオの欄には、 スクリプ ト・ライ タが逐語

的に準備すべ き対話 とナ レーシ ョンを示す。

デザイナか教科の専 門家が指図か ら最初の スク リプ ト・ドラフ トを用

意 して、 メデ ィア製作の専門家が望 ま しいメデ ィアにおけるスク リプ ト

製作 の難点を注釈す るか、さ もな ければ特別 なメデ ィアの有効利用にい

たる修正を行 な うことが望 まれ る。

デザイ ン、開発、製作の段 階を区別す るとすれば、 「指図」の作成が

デザイ ン段階の最終 といえ る。 ス クリプ トの開発 と修正 は開発 また は製

作の計画段階で、プ レゼ ンテー ションの実際の準備は製作段 階 と考え ら

れる。

デザイ ンの観点か らは、次に フォーマテ ィブ ・エバ リュエ ーシ ョンが

必要 とされる。

段階9:学 習者 の達成度 の評価

診断テス トは多 くの技能分野 において学習者個人の教育ニーズを把握す

る上で必要 とされ、学 習者 の不足す る技能 に集中 して教育指導 し、不必要

な教育を回避す るたあに用 い られ る。 このよ うな方法 はやや詳細な部分 的

技能一1つ の行動 目標 のある部分に焦点を絞 っている。

学習者の学 習進度を診断す る測定方法は、 コースまたは指導単元の行動

目標 ごとに実施 され る。また、 これ らの達成度評価 は レッス ンごとのある

いは レッスン全体のイ ンス トラクショナル ・システム自体を評価 すること

に役立っ。
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段階10:講 師の準備

これは新 しいイ ンス トラクショナル ・システムを運営 し評価す るために

必要な企業内教育講師、および学校の教師の特別訓練 を意味す る。

講師の訓練実施が このイ ンス トラクショナル ・システム ・デザイ ンのど

こかの段階で入 るのであ るが、その計画 は早 くか ら開始 しなければな らな

い。通常、専任講 師がデザイ ン ・チームに最初か ら参加 してお り、あ らゆ

るデザイ ンの段 階で支援 して くれ る。専門講 師は他の講師 の訓練を担 当 し

た り、訓練時の模範講師 と して実演 した りす る。

新 しいイ ンス トラクショナル ・システムは多 くの教育指導者 にとって既

に保有 している知識 ・技能以外の特別 な ものが要求 される。よ って特 別訓

練はこれ らの知識 ・技能獲得が 目的 とされ る。特別 ワークショップが この

よ うな 目的にかな う訓練であ るが、新 システ ムが最初 に導入 されて運営 さ

れた教育施設 に訪問する ことも重要である。

段階11:フ ォーマテ ィブ ・エバ リュエ ーション

フォーマテ ィブ ・エバ リュエー ションは、教材 、 レッスン ・プラ ン、行

動測定 テス ト、 イ ンス トラクシ ョナル ・システ ム全体の運営を修正 し改善

す る基礎 となるデータを提供す る。適切 な前提的知識 ・技能を持 って いる

学習者 に試 すべ く教材 や レッスンを提供 したな らば、教育指導全体 の小 さ

な部分を試 し、後の部分が用意 され る前に修正す ることがで きる。 この よ

うに して教育指導の具体 的な小 さな部分の改善の必要性を明確 にす るだ け

でな く、後で同様の問題 を回避する ことに も役立 っている。

フォーマテ ィブ ・エバ リュエー ションでは、 イ ンス トラクショナル ・デ

ザ イナは教育指導の実行性 と効果性の両方 を評価す ることに関心がある。 こ

の意味でデー タは講師 と学習者か ら収集す るのみな らず、デザイ ン ・チー

ムのメ ンバ(あ るいはデザイナ)か ら収集す ることも望 ま しい。

必要 とされるデータは以下の とお りであ る。

(1)観 察者か ら:

① どのよ うな時点で教材 とメデ ィアがデザイナの意図 した様 に用い

られたのか(用 い られなか ったのか)。
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② どのよ うな時点で講師 は手順 を実行 して意図 した意思決定 を行 なっ

たのか(行 なわなか ったのか)。

③ どのよ うな時点で学習者 は具体化 された一般的手順に従 ったのか

(従 わなか ったのか)。

(2)講 師か ら:

① レッスンを実施す る上での現実的な課題。

(例:機 器の設置等)

② レッスンにおける学習者の関心 と吸収の度合の予測 。

③ 講師が意図 した手順を実行す るときの課題。

(3)学 習者か ら:

① この レッス ンでの学 習事項の中か ら、何を実際 に選 び実行す るか。

② この レッス ンの友人への推薦の度合。

③ レッス ン目標 にっいての達成度。

段階12:フ ィール ド・テス ト、修正

一 担全ての教育単元が
、評価 され修 正される手順を何回か経たな らば、

全 システムが フィール ド・テス トの為に1ヵ 所か複数の教育施設 に導入 さ

れ る。 これ らの検証で は、教育の細かいチェックもさる ことなが ら、空間

活用 、教材の提供 ・維持 ・近接性、 スケ ジュール調整の困難、成績 な どの

学習情報の記録管理 とい う課題 と取 り組む ことが重要 となる。

段 階13:サ マテ ィブ ・エバ リュエー シ ョン

イ ンス トラクショナル ・システム全体の効果の検証をサマテ ィブ ・エバ リ

ュエ ー ションと呼ぶ。 これ はフォーマテ ィブ ・エバ リュエー ションの段階

を終了 し、最初のフ ィール ド・テス トの時点か、大多数 の学習者が新 シス

テムによ って学習 した数年後(母 集 団の規模を大 きくす るため)に 実施 す

るのが よい。

学習成果の測定には以下の種類があ る。

(1)特 定の技能が習得 され たか どうかを評価する知的技能の習得 を示 す方

法

一77一



(2)学 習者 の思考 力の質 と効率 を評価す る問題解決能 力の測定方法

(3)具 体 的な事実の組合せあるいは一般化が学習 されたか どうかを評価す

る情報のテス ト

(4)具 体的な行動基準 を参考に した運動技能の適性を見る方法 と観察

(5)態 度を評価す る自己申告の質問票

段階14:設 置 と普及

1回 か複数 回のサマテ ィブ ・エバ リュエーシ ョンの結果、評価 され受容

される程度の メ リッ トが反映された場 合、新 しいイ ンス トラクシ ョナル ・

システム(コ ースまたはカ リキュラム)は 広範な採用 と定期的使用 の基準

が整 った ことを示 してい る。

この段階で は、学習施設のデザ イ ンや空間の違いによる差異 と維持の課

題、新 しい システムの予定された時 間配分 と導入組織の全体 のスケジュー

ル ・パ ター ンとの調整課題 とい う実 際的問題 が生 じる。

【参 考 文 献 】

[コRobertM.Gagne.

LeslieJ.Briggs.

rPrinciplesofInstructionalDesign.

SecondEdition.」

Halt,RinehartWinston1979.

西之園晴夫

「教育 とコンピュータ4

コンピュー タによる授業設計 と評価 」

東京書籍 昭和61年

(和文表現の参考として参照)
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3.2DEC社 に お け るイ ンス トラ ク シ ョナ ル ・デ ザ イ ンの事 例

3.2.1イ ンス トラクシ ョナル ・デザイ ンとは

教育の工学的アプ ローチであ り、 コス ト・パフ ォーマ ンスが高 く、 しか も

質の高 い教育を開発 ・提供す るための分析/統 合/評 価 のための システマチ

ック ・プロセスであ る。

伝統 的な教育 コース/教 材開発で は、次のように考えている。

・教 える内容 についての専門家が、 インス トラクタや コース開発者 となる。

・学習者をテス トす る。

・学 習者がテス トに正解で きない場合 は、彼 らが内容を理解 しなか った と

見なされ る。

・学 習者が学習成果を上 げる責任 を負 っている。

・ポイ ン ト・ソルー ション ・トレーニ ング(特 定の問題を解決するためだ

けの トレーニ ング)を 提供す る。

・学習時間が限 られて いる。

・教え る環境を作 る。

ところが、イ ンス トラ クショナル ・デザイ ンに基づ いた教育開発法で は次

のよ うに考える。

・イ ンス トラクショナル ・デザイナは必ず しもサブ ジェク ト・マター ・エ

キスパ ー ト(教 え る内容の専門家)で な くて もよい。

・学習者 に何 をテス トされ るかを知 らせ る。

・学習者が正解で きない場合 は、教え方が悪 いと見なす。

・教え方(イ ンス トラクション)を 評価す る。

・周期 的/系 統的 な トレーニ ングを提供す る。

・プ ロ トタイプを何回か作成 し、改訂を行 う。

・完壁 に学習することを原則 とす る。

・学習す る環境を作 る。
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イ ンス トラ ク シ ョナル ・デ ザ イ ンと教 育 コー ス開 発 の プ ロセ ス は次 の とお り

で あ る。

分 析 一→ 統 合 一 → 評 価

環 境
ニース

学習者
タスク

概 念
ジョブ

スキル

教授目標
教授戦略
教授方法論
教授順序
メディア設計
メッセージ設計

開 発
実 施

進行に合せなが ら測定
品質管理

図3.2-1

イ ンス トラ ク シ ョナル ・デザ イ ナ は、 次 の よ うな プ ロセ ス を踏ん で 、教 育 コ

ー スを開 発 ・提 供 す る
。

イ ンス トラ ク シ ョナル ・デザ イ ン ・モ デ ル

管 理(Management)

↓ ↓ ↓ ↓

評 価(Measurement)

↓

問 題 の 定 義
(Define)

1

ニ ー ズ 査 定

1

学 習 者 分 析

1

タ ス ク分 析

↓

設 計

(Design)

1

教 授 目 標

1

テ ス ト
虐

i

教 授 の 順 序

1

教 授 戦 略
方 法
メデ ィア

↓

開 発

(DevelOP)

↓

実 施

(Deliver)

メデ ィア開発

評 価

図3.2-2
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イ ンス トラクシ ョナル ・デザイ ン/教 育 コース開発のプ ロセスは、問題を

定義 し、設計 し、開発 したあ と実施す るとい う4っ の フェーズにわかれてい

る。

この間のそれぞれの フ ェーズで開発作業のプ ロジェク ト管理を行い、 また

それぞれのフ ェーズで確 実に評価を繰 り返 し行 いなが ら、次の フェーズへ と

作業を進 めてい くことが、品質の高い教育 コースを コス ト・パ フォーマンス

よ く開発 ・実施す るための要で ある。

3.2.2問 題 の定義

問題の定義 は、 インス トラクシ ョナル ・デザイ ン ・プ ロセスの最初のフ ェ

ーズであ る。

問題の定義 は、

ニ ーズ査定

学習者分析

タスク分析

という順序で行 う。

ニーズの査定

ニーズ査定の 目的は次の通 りである。

・問題の本質 と範 囲を明確 にする
。

・問題が教育的に解決で きるのか
、あ るいは組織の問題 と関係 しているの

かを見極め る。

・コース開発におけ る教授 目標を決定 した り
、開発 ドキ ュメ ンテー ション

に掲載する教授内容 の最上位の項 目を作成す る。

・結果を文書化する。

・学習 目標を明確 にす る。

ニーズの査定の立案及 び実施 は次の4つ のステ ップに分かれる
。

(1)計 画を立て る

(2)デ ー タを収集す る

(3)デ ータを分析す る

(4)結 果を文書にまとめ る
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教育ニーズの査定方 法

ステ ップ 方 法

① 問題を明確化する

学習者は誰か?

学ぶ必要があるのは何か?

学習を妨げる障害物は何か?

その障害物を取り除 く力を持った意思決定者は誰か?

意思決定者が頼れるア ドバイザは誰か?

② 問題の確認

学習者/意 思決定者/ア ドバイザは問題をどう

見るか?

③ 可能な解決法の確認

学習者/意 思決定者/ア ドバイザはどうすべき

と考えるか?

④ 好ましい解決法の評価

⑤ 選択 した解決法の確認

選択 した解決法を実行に移すべきだと納得させる

ものは何か?

個人イ ンタビュ

電話イ ンタビュ

個人イ ンタビュ

電話イ ンタビュ

ア ンケ ー ト

関係者の グループ会議

関係 者 の グル ープ会 議

パ イ ロ ッ ト ・テ ス ト

図3.2-3

学習者分析

学習者分析をフ ォーマルに実施す る場合 とイ ンフ ォーマルに実施す る場 合

の計画及 び実施 のステ ップは次の通 りである。

●フ ォーマル分析

① 対象者分析のプ ロセスを計画す る。顧客 に レビューを依頼 し合意を得

る。

② データの収集 の主題を決定する。

③ デー タ収集の方法を選択 し、プ ロ トタイプを作成する。
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一 ア ンケー ト

ー イ ンタビュ

ー グループ討議

一 テ ス ト

ー 観察

④ プ ロ トタイプをテ ス ト、修正す る。

⑤ データを収 集す る。

⑥ 結果を分析 す る。

⑦ 結果を文書化す る。

・イ ンフォーマル分析

一 対象者 に関す る正式で、別の調査研究 も可能だが、普通には実施 され

ない。

一 顧客、同僚 、イ ンス トラクタ、学習者 とな りそ うな人 々やユーザの情

報 に依存す る。

タスク分析

タスク分析では、学習者が現在で きる ことか ら、学習 目標 と して指定 され

たスキルまで到達で きるよ うに、学 習者がマス タしなけれ ばな らないすべ

ての下位の スキルの概要を決定 してい く。

タスク分析の タイプには次の4っ があ る。

① 概念分析

一 現象の クラスの一般化

② トピック分析

一 主題 を知 るために何が必要か?

一 基本 レベ ルで も高い レベルで も可能か?

一 「トピック」分析 とも呼ばれ る。

③ ジョブ分析

一 ジ ョブ(仕 事)を 実行す るのに必要 な、身体的 スキル、知的 スキル、

知識 一 コ ミュニ ケー シ ョン ・スキルや人間関係 スキルを伴 う場合 もあ

る。
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④ スキル分析

一 あ る仕事 を実行す るのに必要なスキル

ー しば しば以降の手順(プ ロシー ジャ)を 含む
。

以降、各 タイプ別 に分析対象および手順 について述べ る。

① 概念分析 を行 う

1)分 析 を計画す る

2)概 念の名前を述べる

3)特 質を挙 げる(重 大 な もの もそ うで ないもの も)

4)定 義を作 る

5)例 と例 とはな らない ものを識別する

6)分 析を検証す る(概 念 と定義)

7)結 果を文書 にす る

② トピックの分析を行 う

1)ト ピック分析のプ ロセスを計画 し、顧客 に レビューを依頼す る。 こ

の後必ず顧 客の同意を得る。

2)主 題 についていろいろ収集する。

3)ト ピックを厳選 し、また限定す る。

4)ト ピックを最小構成単位 に分 ける。

5)構 成単位を論理川頁に組み変える。

6)分 析を検証する。

7)結 果を文書にす る。

③ ジ ョブの分析を行 う

Dジ ョブの分析 のプロセスを計画 し、顧客 に レビューを依頼する。 こ

の後必ず顧客の同意を得 る。

り
'

O
d

4

⊂
」

α
U

7
1

仕事(ジ ョブ)が 行われ る環境を分析す る。

お もなジ ョブを定義す る。

それぞれの仕事で発生する個 々の タスクを分析す る。

タス ク要素を分類す る。

分類を検証す る。

結果を文書 にする。
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④ スキルの分析 を行 う

1)ス キルの分析のプ ロセスを計画 し、顧客 に レビューを依頼す る。 こ

の後必ず顧客 の同意 を得 る。

2)タ スクを構成要素 に分解す る。

3)タ スクの相互関係を調べる。

4)構 成要素 を論理順 に並べ変える。

5)ど のスキルが必要不可欠かを決 める。

6)分 析を検証す る。

7)結 果を文書にす る。

ルール

タスクを ブ レー ク ・ダウンして最小構成単位 にす るためのルール

教授内容の タス ク分析を専門家 と行 う際には、

① 学 習者が学習後にや って見せ るよ う期待 されているスキルは何か?

② 学習者が期待 されて いる質問は何か?

③ 学習者がや ってみせ るよ う期待 されてい る、タスク、手順、技術 は

何か?

どの程度 の完成 レベルで、それ らを実行 しなければな らないのか?

④ 学習者 がで きるよ うに期待 されてい る認識や識別 は何か?

⑤ 学 習者 は どのよ うにそのパ フォーマ ンスを評価 され るのか?

行動 にどのよ うな統合的変化を求 めて いるのか?

3.2.3言9言 十

教授 目標

教授 目標 と して

一 学習者 はど うすることを期待 されてい るのか
:

一 どの よ うな条件で:

一 どんな評価基準に基づいて いるか:

を定義す る。
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テ ス ト

テ ス トの タイ プを ま とめ る と次 の 通 りとな る。

タイプ 実施時期 評価 ・質問 基 準

前提テス ト 学習前

事前テス ト 学習前

モ ジ ュール

テ ス ト

事 後 テ ス ト

学習後

学習後

学習者 は、学習を始め るために充分な

スキルや知識を持 ってい るか

学習者 は、 目標のい くつかを既に達成

で きるか

学習者 は、 どの程度 モジュールの目標

を達成で きるか

学習者 は、どの程度 コースの目標を達

成で きるか

前提 リス ト

モ ジ ュール や

コース の 目標

モ ジュー ルの

目標

コー スの 目標

図3.2-4

教授順序

教授の順序 は簡単 な ものか ら複雑な ものへ と学習で きるよ うにす る。

・個別の事実か ら一般化へ

・具体的な ものか ら抽象的な ものに

・実践的な ものか ら理論へ

・既知 の ものか ら未知 の ものへ

・過去か ら現在、将来 に

・歴史的 に

・演繹的か ら帰納的に

・観察か ら結論 を導 きだす

・全体的な見方か ら詳細へ、そ してまた全体的な見方へ

教授形式 には次のような ものがあ る。

教授戦略

教授戦略 とは、教える内容の供給 の仕方に関す るプラ ンであ る。

学習の青写真である。
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い くつ か の 方 法論 を組 み合 わ せ 、

い くつ か の メデ ィアを 組 み合 わ せ て用 い る と、

よ り強 力 な学 習体 験 を 生 み 出す こ とが で き る。

・講 義/実 習(先 生 主 導)

・小 グル ー プ

・OJT

・ケ ー ス ・ス タデ ィ

・ロール ・プ レイ

・ゲ ー ムや シ ミュ レー シ ョン

教 授 メ デ ィア に は次 の よ うな もの が あ る。

・印刷 一 テ キ ス トに も とつ い た教 授 文書

・ビデオ

・オ ーデ ィオ

・グラ フ ィ ックス(静 止 イ メ ー ジ)

・コ ン ピュー タに基 づ くメデ ィア

・上 記組 み合 せ

メ デ ィアの使 用 目的 に は、 次の よ うな もの が あ る。

コー ス紹 介

概 念 の 概説

概 念 の 関係

脚 色 、劇 化

デ モ ンス トレー シ ョン(実 演)

詳 細 の アニ メ ー シ ョ ン

問 題 モ デ ル の連 鎖

ロ ール ・プ レイの 状 況設 定

トラ ブル ・シ ューテ ィ ン グ順序

実 生 活 の シ ミュ レー シ ョ ン

時 間経 過 の デ モ ンス トレー シ ョ ン

時 間 一動 作 一空 間操 作

内容 の概 説

一87一



要約

アイデアの統括

対話性のサポー ト

視覚 的質問

視覚的応答、応報、フ ィー ドバ ック

い ろ いろ な メデ ィアを組 み合 わせ て使 用 す る ことで教 育 効 果 を よ り高 くで

き る。

スラ イ ド ・テ ープ

イ ン タラ クテ ィブ ・ビデ オ

DVN(DigitalVideoNetwork;DEC社 の 衛星 通 信 を利 用 した ビデオ教

育 シス テ ム)コ ー スを中 心 と した活 動

``Mi
xandMatch"

教 え る 目的 に合 せ た メデ ィア を採 用す る。

3.2.4開 発

メデ ィア開発

コース開発 は、学習の 目標を達成す るために最大効果を上 げることのでき

るメデ ィア(組 み合わせ るとよい)を 使 って開発す る。

使用 メデ ィアごとに、開発の手順や ポイ ン トが異な るためイ ンス トラクシ

ョナル ・デザイナはそれぞれ得意 な分野(メ デ ィア)を 持つ ことが多い。

評 価

最初 のモジュールを実際 に教えて評価を学習者 か らフ ィー ドバ ックして も

らう。

オブザーバ(観 察者)/評 価を行 う人 は、最初の部分(モ ジュール)を 教

え るためのガイ ドライ ンを設定 してお く

・コースの前に行 うこと

① レビューを行 う人 々に評価の仕方 についての指示 を渡す。

② レビューを行 って くれ る人々に時 間をさいて もらい、また専 門的な意

見 と誠実な態度で支援 して もらう点 を強 く感謝す る。
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③ 極秘であ る点 を強調する。

④ 学習者 にノー トをな るべ く取 るよ うに勧め、 レビューが終わ った後で

共有化 したい意見や質問を覚えて おけるよ うに して もらう。

・コース中に行 うこと

① 観察す る。

② コースの教材 の コピーに ノー トを とる。

一 学習者の適切 な反応、行動、質問、 コメ ン トを書 き留める。

一 問題を書 き留 める
。

一 練習問題や実習時間の間、1人 か2人 の学習者を観察する。

学習者の応答を記録 し、問題を書 き留める。

・コース終了時に行 うこと

① 可能 な らば、各学習者にイ ンタビュす る。

② グループ と して参加者(学 習者)達 と意見を交わ し、 コース教材 を1

ペー ジずつ見直 し、どんな コメ ン トで も良 いので聞 いてお く。

コー スのパ イロ ッ ト・テス ト

・パイ ロ ッ ト・テ ス トは、学習者 とな る人 々に提供する コー スの試験 的な実

施施である。 このパ イ ロッ ト・テス トにより、 コースが学習者のニ ーズを

どの程度満た しているかを評価す る。

・パイ ロ ッ ト・テ ス トを実施するステ ップ

① パ イロ ッ ト・テス トを計画す る。

1)参 加者 を募 る。

2)部 屋 と実習 に必要な装置を確保す る。

3)コ ース教材を準備 する。

② パイ ロッ ト・テ ス トを実施 する。

1)コ ースを実施す る。

2)テ ス ト・デー タを収集す る。

3)コ ース評価 ア ンケー ト用紙を収集する。

4)コ ースの最終評価会議を開催す る。

開発 したコース教材を使 ってパイロ ッ ト・コースを実施 し、その実施結果

を評価す ると、い くっか の手直 し開発が必要 になる場合 もある。
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このパ イロ ッ ト実施 と コースの手直 し開発(改 訂)の 実施を繰 り返 すと教

育 コースの完成度が高ま り高品質の教育 コースを完成 で きることにな る。

ドキ ュメ ン トのユ ーザ ビ リテ ィ(使 いやす さ)を テ ス トす る。

・手続 きや行動について文書化す る。

・将来、顧客が利用す る場合 と同様の方法で、 この ドキ ュメ ン トを使 って対

象者 の観察を体系的に行 う。

・ドキ ュメ ン トの内容や形式が確 かめ られ、設計 に問題があ った ら解決する

ように試み る。

・初編 か第2稿 の段階で実施すべ きで ある。

・ユ ーザ ビ リテ ィ ・テス トを実施 す るステ ップは次の通 りである。

① テ ス トを計画す る。

② 参加者 を募 る。

③ テス トする材料を選定す る。

④ タスクを構築 し、タスクをテ ス トす る。

⑤ テス トを実施す る。

⑥ ユーザの情報を集 める。

⑦ テス トの結果を利用 し、 ドキ ュメ ン トを変更す る。

3.2.5実 施

教育 コースの実施 には、教える人間(イ ンス トラクタ)と 学習者 とが共 に

顔を合せ る方法 と、インス トラクショナル ・デザイナー(教 え る側の人間)

は教材 を開発す るだけで、教育の実施現場 には立 ち合わず にす ませる自習方

式 とが ある。

前者 の場合には、実施 とはインス トラクタが授業 を行 うことであ る。

後者 の場合には、実施 とは開発 した教材を使 って学習者主導で 自習するこ

とであ る。

教材の管理 ・運用環境の整備をいかに行 うかが実施 時のポイ ン トとい うこと

になる。
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第4章ESEの 育 成 に 向 け て

ここでは、ESEの 育成の内容 と方法 にっいて検討する。ESEに 必要 とさ

れるマイ ン ドと主要な関連知識 ・技術内容 について まず検討 し、加えてその育

成方法について育成 カ リキュラムの大枠 を一案 として示 した。詳細 は今後 の検

討 に委ね る こととす る。

4.1E'SEに 必要 とされ るマイ ン ドと関連知識 ・技術

木にたとえ るな らば、外か ら見 ることので きる幹 ・枝 ・葉が あ り、また外か

らは見え ない根 ・芯 が しっか りと している木 は、ゆるがず、 しか もしなや かに

対処で きる。 たとえ幹 ・枝 ・葉が一見立派で も、根 ・芯が しっか りとして いな

い木は、す ぐに も枯 れて しま う。マイ ン ドは、いわば根 ・芯で あ り、見識 ・感

性等 にあた り、知識 および技術 は、幹 ・枝 ・葉 と考えてみたい。

ESEと してのマイ ン ド、根 ・芯、はいかな るもの と考えるべ きか、す なわ

ちいか なる見識 ・感性が必要 となるであろ うか。ESEに 期待 され る役割で あ

る、戦略的側面、人材開発的側面、SE的 側面に鑑みて、戦略 マイン ド、教育

(人材開発)マ イ ン ド、 システム ・マイ ン ド、の三点か ら検討 したい。必要 と

される知識お よび技術 に関 して は、各 マイ ン ドを根 ・芯 とす る幹 ・枝 ・葉 と し

て必要 となるはず の知識および技術 として検討 したい。

4.1.1戦 略 マイ ン ドと関連知識 ・技術

戦略を理解 しかつ構想す るには、全体をよ く見渡せること、先を予測で き

ること、が まず もって問われ るであろ う。全体をよ く見渡す ことによ って 、

視野が広が り、視座が明確 とな り視点 も定まる、すなわち自己の位置が 明確

とな り自己に とって価値 あるものが定 まって くる。 また先を予測す る ことに

よ って、進 むべき目標 と目標に至 る距 離が計測可能 となる。戦略を理 解 し構

想す るとい うことは、組織が 自己の現在 のパ ワーを正確に認識 し、 さらにパ

ワーを発揮す るための 目標 とそこに至 る距離を明確にする ことと言 えよ う。

ここで古代 イ ン ドの知恵にふれ るのは唐突の感をまぬがれ ないので あるが、

五つの 目で見 る。すなわち 〈あるがま まに事実を見 る〉 〈一歩先一歩奥を見
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る〉 〈あ るべ き理想を見 る〉 〈いま この現実その ものを見 る〉 〈理想 と現実

の懸絶を越え るにはどうした らよいか の観点で見 る〉(こ の ことは不動の五

色の 目とな っているのであるが)は 、戦略マイ ン ドをまさに語 っている と考

えてよいのではなかろ うか。さて現代 に文脈を戻 し、知識 ・技術の点では、

ビジネス、組織、戦略に関す る基礎知識の学習、調査 とくにイ ンタ ビュー技

術、仮説構想に関す る基礎知識 および構想 デザイ ン技術が重要であろ う。

4.1.2教 育(人 材開発)マ イン ドと関連知識 ・技術

人材開発 とは、ひ との何 を開発す ることであろうか。組織 目的達成 に資す

るパ ワーを開発する ことであろ うか。そのひと自身がパ ワー と実 感す るパ ワ

ーを開発す ることであろ うか。二者択一 のテーマで はなか ろう。 む しろ両者

の統合 の中に今後の人材開発の本質が潜 んでい ると考えたい。 自らがパ ワー

と実感す るパ ワーが、同時 に明確 な納得のい く戦略 に裏付 け られた組織 目的

達成に資するパ ワーとな り得た時、パ ワーの実感は質量 ともに飛躍的に増大

するであろ う。 したが って、教育(人 材開発)マ イ ン ドは、個 々人のパ ワー

を、組織のパ ワーを、共感的に確認 し共感的に発展 させ る志 、と言え るので

はなか ろ うか。教育 の先人達が 、 「教育の秘訣 それは相手を尊敬す ることで

あ る」(エ マー ソン)、 「師は志 な り」(山 鹿素行)と 喝破 した ことは、現

代にあ って も大 いに肯んず る言葉で ある。教育(人 材開発)に 関す る知識 ・

技術 と して、教育学(教 育哲学 ・教育工学等)、 心理学(教 育 ・学習 ・認知

・組織 ・行動心理学等)、 行動科学(広 義には教育学 ・心理学 も包含 され る

が、 と くに コミュニ ケーシ ョン学)に 関す る基礎知識、人材 開発 に関す る事

例研究、 さらに人間観を中心 とした人間理解にかかわる基礎知識、 また教材

開発 も含めて教育技術、プ レゼ ンテーシ ョン技術が必要であろ う。

4.1.3シ ステム ・マイ ン ド関連知識 ・技術

情報 システム化の急速 な進展 は、情報 システム担当者の業務範囲を もまた

急激に拡大 した。 さ らな る進展はさ らなる拡大を もた らすであろ う。それ に

伴な って システム という言葉が与え るイメー ジも、一般的な感触 に沿 うな ら

ば、当初 の コンピュータのハー ドウェアのイメージか ら、業務 の仕組みをむ
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しろ想起 させる感が ある。 システムとい う言葉 もまたその意味を進展 ・拡大

させて いる。 システム ・マイ ン ドという表現 も多様 な意味を包含するが、情

報 システ ムが今後 ます ます与え るで あろ う効果の点か ら考えるな らば、情報

システム化 は時 間の隔た りを極小化 し異空間を同化 し労働を効率化す る、 い

わば時間空間人 間の ゼロ(零)化 として機能す る。 このことには、単 に社会

的利便性生産性が増大す るという表面効 果で はな く、異質の統合による新 し

い価値創出 とい う本質的効果が潜んでいよ う。ESEに とっての システム ・

マイ ン ドと して は、 この異質の システマテ ィックな統合思考 によ る新 しい価

値創 出とい う希求を期待 したい。関連知識 ・技術 と して、情報 システム(ニ

ューメデ ィア含む)に 関する基礎知識 は当然 と して、と くに情報 システム ・

ノウハ ウの徹底活用技術 、マルチメデ ィア ・ソフ ト(映 像 ・音響含 む)の 作

成技術、実務 スタ ッフとのプロジェク ト・マネ ジメン ト技術 はと くに重要で

あろ う。

4.1.4マ イ ン ドの要約

〈戦略的マイ ン ド〉

・五 つの目で見 るマイ ン ド(〈 あ るが ままに事実 を見 る〉 〈一歩先一歩奥

を見る 〈あ るべ き理想を見る〉 〈いまこの現実 その ものを見る〉 〈理想

と現実の懸絶 を越 えるにはど うした らよいかの観点で見 る〉)

〈教育(人 材開発)マ イ ン ド〉

・個 々人のパ ワーを、組織 のパ ワーを、共感的 に確認 し共感 的に発展 させ

る志

〈システム ・マイ ン ド〉

・異質の システ マティ ックな統合思考による新 しい価値創 出とい う希求

4.1.5主 要な関連知識 ・技術の要約

〈主要関連知識 〉

・ビジネ ス、組織、戦 略に関する基礎知識の学 習

・仮説構想 に関す る基礎知識

・教育学(教 育哲学 ・教育工学等)
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・心理学(教 育 ・学 習 ・認知 ・組織 ・行動心理学等)

・行動科学(広 義 には教育学 ・心理学 も包含 され るが、 と くに コ ミュニケ

ー ション学)に 関す る基礎知識

・人 間観を中心 とした人間理解 にかかわる基礎知識

・情報 システム(ニ ューメデ ィア含む)に 関す る基礎知識

〈主要関連技術〉

・調査 とくにイ ンタビュー技術

・構想デザ イン技術

・教材開発 も含めて教育技術

・プ レゼ ンテーシ ョン技術

・情報 システム ・ノウハ ウの徹底活用技術

・マルチメデ ィア ・ソフ ト(映 像 ・音響含む)の 作成技術

・実務 スタッフ とのプ ロジェク ト・マメジメ ン ト技術

〈その他〉

・人材開発に関す る事例研究
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4.2ESEの 育成方法

ESEの 育成につ いての基本的考え方 と、育成カ リキュラムの ラフスケ ッチ

について検討す る。

4.2.1育 成 についての基本的考え方

ESEの 育成は、その期待 され る役割 ・知識 ・技術か ら見て も、数 日間の

従来型 の研修方式 にはな じまない。 カ リキュラム時間数を概算 して も、通信

教育の活用 も考え、最短1年 の育成期間が必要 となろ う。

ESEの 育成 は、一つの新 しい社会的職業の誕生を もた らす。 いや今後 の

社会における最重要 の職種 と考え るべきであ る。なぜな ら 〈戦略 ・人材 ・情

報 システ ム〉の三位一体的統合 は、ます ます組織の、企業の死命を制す るか

らであ る。さ らに視点を高 くす るな らば、 日本の国際的貢献の本領 も、 この

三位一 体的統合を体現す る人材 にますます依拠す ることになろ う。 したが っ

て、ESEの 育成 は、必要時間 ・必要経 費を惜 しむ ことな く、 しか も時代を

拓 く使命感を、育成企画者、育成担当者 ・ESEと もに高 く持 って、確実育

成を はか る必要があろ う。ESEの 社会的重要性 に鑑みて、MBAと 同等あ

るいはそれ以上 の権威ある育成 コースであ りたい。

ESEに は、 きわめて高 い見識 とと もに熟度 も高 いア ビリティ(実 務能力)

が要求 され る。 したが って育成 コースは、座学中心で はな く実習がむ しろ中

心 となる内容が望 まれ る。修了にあたって は修了制作 と して、 〈人材開発 シ

ステム ・モデルの詳細設計仕様書〉、あ るいは 〈マルチメデ ィア ・人材開発

ソフ ト・プログラムの制作〉等が課 され る等、 も検討 したい。

4.2.2育 成 カ リキュラムの ラフスケ ッチ

(1)内 容 ・方法 ・期間

① 講義*一 部 は通信教育的に補完の要あ り

・ビジネ ス、組織 、戦略に関す る基礎知識の学習

・仮説構想 に関す る基礎知識

・教育学(教 育哲学 ・教育工学等)

・心理学(教 育 ・学習 ・認知 ・組織 ・行動心理学等)

6H×8U

64

610

610
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・行動科学(広 義 には教育学 ・心理学 も包含され るが、

とくに コ ミュニ ケー ション学)に 関す る基礎知識

・人間観を中心 とした人間理解 にかかわ る基礎知識

・情報 システ ム(ニ ュー メデ ィア含 む)に 関す る基礎知識

610

64

64

計50

② 実習

・調査 とくにイ ンタビュー技術6

・構想デザ イ ン技術6

・教材開発 も含 めて教育技術6

・プ レゼ ンテー ション技術6

・情報 システ ム ・ノウハ ウの徹底活用技術6

・マル チメデ ィア ・ソフ ト(映 像 ・音響含む)の 作成技術6

・実務 スタ ッフとのプ ロジェク ト・マネ ジメ ン ト技術6

6

6

10

6

10

10

6

計54

③ 視察

・人材開発に関する事例研究

・諸実習の補足 としての企業等訪問

④ 導入研修 ・統合研修 ・修了研修*合 宿 によ る

・自己研究課題成果発表

・マイン ド面に関す る講義 ・演習

⑤ 修了制作

・修了制作企画

・修了制作演習

・修了制作発表

64

68

計12

64

66

計10

62

68

64

計14

*期 間合計 合計6H×140U
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(2)コ ー ス の フ ロ ー

〈導入研修〉→ 〈講義〉←→ 〈実習〉→ 〈視察〉→ 〈統合研修〉

→ 〈講義〉←→ 〈実習〉→ 〈視察〉→ 〈統合研修〉

→ 〈講義〉←→ 〈実習〉→ 〈視察〉→ 〈統合研修〉

→ 〈講義〉←→ 〈実習〉→ 〈修了制作〉→ 〈修 了研修〉

一97一





第 皿編 新 しい教育へのアプローチ





第1章 企 業 内教育 の 潮 流 と教 育 方 法 の 動 向

本章では主 として企業内教育の潮流となりつっある新 しい教育に対する考え

方、傾向及び新 しい教育方法を支える技術の動向と活用の現状について概要を

述べる。

1.1企 業内教育の潮流

今、企業内教育 に ビデオ、衛星通信、CAI、 シミュレー ション ・ソフ トな

どテ クノロジを積極的 に応用 していこうとい う動 きが2っ の局面か らでて きて

いる。

ひ とっめ動 きが教育を企画す る側か ら判 断 した教育ニーズの変化 と教育を受

ける受講者側の立場を重視 した教授法の変化 である。

教育は投資

実務に貢献

人材 ミスマッチを減少

⑧
教 育ニーズの把握

職能別教育ヘ シフ ト

⑧
教授法の改善

o
大 量 、 多 忙 、個 別

▽
テクノロジ応用

図1-1企 業 内教育 の潮流

秀れた人材育成戦略 に企業内教育のあ るべ き姿を学んでい くと、い く筋かの

確かな人材育成 ス トー リを見い出す ことが で きる。

まず人材育成のための教育を企業 は投 資と考えている所か らス トー リは始ま

る。教育を投資 と考え るな らば、教育 を した以上 は教育 した内容が社員 の人材

企業 に とって の経営 資 源 は人 、

物 、金 、情報、 ノウハ ウと いわれ 、

なかで も人、いわゆる人材の重要性

が高 まって きてい ることはいまや企

業人に とって共通 の認識にな りつっ

あ る。

"企業経営上必要 な人材 の確保"

と"人 材育成"が 企業 にとって最 も

重要な経営課題 とな ってい る現代 は

一世代前の大量生産、大量販売時代

の"コ ス トダウ ン"に 究 々と して い

た時代 とは様変わ りの様相 を呈 して

い る。
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育成 に寄与 し、教育 された社員の実務能力向上 に貢献す ることが求め られ、究

極 には変化す る企業経営環境 に対応す る自社 の人材が企業の要求す る能力 と社

員の持つ能力とを比較 し、人材の ミスマ ッチを最小限にす ることが企業 内の教

育 目標 となる。

教育 を投資 と考える ことで企業人 にとって分 りやすいロ ジックで人材育成戦

略を立て ることがで きる。

まず、効果的な教育 を行な うためには、当然企業の必要 とす る人材育成ニー

ズに合 った教育を行な うとい う意識 にな り、仕事に役立 つ教育を模索す ること

になる。

結果 と して、 これ まで多 く行 なわれてきた。例えば、管理職 になったか らと

い って行なわれ る管理職 コースというよ うな階層別教育か ら、今、 目の前 にあ

るコンピュータ端末で どのよ うに仕事を行な うか、 どのよ うに して新 しい シス

テ ムに対応する実務能力を訓練 してい くのか、 というよ うな職能別教育へ教育

の運営の量が シフ トしてい くことになる。

職能別教育 とい う事 になれば実務教育になるので、 コンピュータ、 ソフ トウ

ェアやOAな ど教育する内容その もの にテ クノロジが入 って くる。

現代の企業 において人材 ミスマ ッチを最小 にす るとい う目的を もって教育を

行 なえば、情報操作機能を上げ るための教育が増えて くるので必然的に コンピ

ュータ ・ハー ド、 シ ミュレー ション ・ソフ ト、個別教育用訓練 ソフ トな どが多

くな り、教育ヘテ クノロジが応用 される範囲が増加する。

また、受講者に とって効果 的な学習内容を提供す ると共 に、効率的な教育環

境 の提供を行 うことも当然求 め られて くる。

激 しい社会環境の変化、商品の多様化、技術革新 による技術の陳腐化 によ り、

大量 の社員を短期間に教育 す るケースや、多忙な社員に個人個人のニーズに合

った教育を行な うケースが増 えて きて、 これ までの教育方法で は間に合 わな く

な って くる。

従来 のフ ェース ・トゥ ・フェースの集合教育では効率の悪 くなる面を衛星通

信 による遠隔教育や ビデオやCAIを 活用する個別教育でOFFJTのOJT

化や 自己啓発教育化での教育効率化 に対応 しよ うとしてい る。

戦略的な人材育成 に関す る実践 はア メ リカにおいて秀れた例を見 ることがで
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きる。人材育成を企業 にとって重要 な経営戦 略のひ とつ と位置づ け、体系づ け

られ た実践例 をきれいに理論的 にま とめ人材育成戦略として我 々に示 して くれ

る。 い くつか の例を研究す るとそ こに共通 した企業内教育 の潮流 とい うよ うな

大 きな流れを見 いだす ことがで きる。人材教育戦略の潮流 をまとめ ると、

コンセプ ト面での潮流 は

●実務貢献重視

●多忙対応

●ニーズ多様対応

●個別学習化

●グローバル化

などであ る。

ト レ ー ニ ン グ

ニ ー ズ

[三 三コ[亘]

⇒ ・ 実額 献重視傾向 ⇒ 実務支鯉 教育

1教 授 法 ⇔ き蟻 様化対応
個別 学 習 化
グ ロ ーバ ノレイヒ

● シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

● 新 鮮 情 報

⇒ 教 育移 動手 段
●衛 星 通 信
● ビデ オ
●CBT

図1-2人 材育成戦略の潮流

まず実務 に貢献するということは実務を支援す るシステムを作 り、それ らの

使 い方を教え ることを通 じて実務教育 として使え るように作 られた教育 システ

ム、いわばパ フォーマ ンス(実 務)サ ポー ト・システムと呼べ るよ うな教育づ

くりが多 くな って くると考え られ る。

そのために教育の手段 と して は、

●実務 の再演がで きるシ ミュ レー ション機能を もっ

●実務 に生かせ る新鮮な情報を扱 ってい る

ことが重要 にな って くる。
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また企業 として

●社員が益 々密度高 く働いてい る

●学ぶべ き事が多 くなって きてい る

●失敗を許 されぬ仕事が多 くなって きている

などか ら教育法には

●忙 しい社員で も学習で きるよ うな多忙対応 の工夫

●多 くの トレーニ ング ・ニーズに応 え られ るニーズ多様化対応

●学ぶ人、一人一人の経験、能力に も対応す る個別化の工夫

●学 習す る機会を少 しで も増やそ うとす るグローバルな視野で考え る工

夫

などが重要な事柄 とな り、そのたあの教育方法 と して教育手段が学習者 の近

くに移動す るとい う形にな り、そのためにい くつかのテ クノロジを応用 した

教育手段が活用 されつつあ る。

それ らは

●ビデオ

●プ レゼ ンテー ション ・システム

●CBT

●衛星通信

●ISDN

などであ る。

以下教育手段 と して使われ るテ クノロジの概念 と現状その将来の展望、そ

の効用 と問題点にっいてまとめた。
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1.2教 育手段 に活用される技術

1.2.1ビ デ オ

一般 に広 く普及 している1/2イ ンチ ・ビデオ ・カセ ッ トもベータ方式 とV

HS方 式 もほぼVHS方 式 に固まって きた り、37イ ンチ、34イ ンチなどの大

型モニ タTVや 液晶プ ロジェクタなど表示装置が安 く手 に入 り画質 も良 くな

っているので ビデオを使 う側に とって環境 は益 々良 くな って きている。

ビデオ ・ソフ トを作 る側 に して も撮影機器 など も軽量化、小型化、低廉化、

高画質化 により小型の企業で もビデオ ・ソフ トを 自作で きるようになった。

ビデオ利用を普及 させ るには視 る側 の整備 とソフ トを作 る側の環境整備が

同時に進んでお り、ハー ド的には成長期の最 中にあるといえるだろ う。

最近 は広帯域 マルチ ・スキ ャン ・モニ タやプロ ジェクタが安 く標準品 と し

て登場 し、静止画や コンピュータ出力 を表示す るこ とが出来 るよ うにな り、

コンピュータとビデオ ・ソフ トの併用利用によ り新 しい用途 も広が りつつあ

る。

1.2.2プ レゼ ンテー ション ・システム

コ ンピュータが静止画、動画、 グラフィック及 び音声を扱え るよ うにな

り多彩な表現能力を持つよ うにな ると共に、表示方法 として広帯域マルチ

・スキ ャン ・プ ロジェクタ、広帯域大型CRT、 電子OHP等 の開発や価

格の低下によ り、実用性を持 って きたプ レゼ ンテ ーシ ョン ・システムであ

る。

現在 はまだ書画 カメラなどと接続 し、単純 にOHPの 代わ りに使われてい

るものや ビデオを視せ るだ けの大型 プロジェクターが多 いが、 コンピュー

タとプ ロジェクターなどの表示装置の発達 は動画を表示 してい るス クリー

ン上 に コンピュータのRGB文 字を表示で きた り、動画を静止画 に して止

めてみて も画質が粗 くな らな くなった り、性能や仕様が良 くな った ことに

よ り新 たな用途が広が る可能性がでて きた。
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プ ロ ジ ェ ク タ

西

陽「
ぎ

副
グ ラ フ ィ ッ ク

マ ル チ メ デ ィ ア

コ ン ピ ュ ー タ

口
リ ア ・ プ ロ ジ ェ ク タ

口

○

図1-3プ レゼ ンテ ー シ ョン ・シス テ ムの構 成例

ハ ー ドおよび ソフ トウ ェアの マルチ メデ ィア化対応が進むに従 って注 目

され る システムとなろ う。

1.2.3CBT

日本 でCAIと 呼 ば れ て い る もの で ア メ リカ で はCBT(Computer

BasedTraining)と いわれ て い る。

これ まで の技 術 で は文字 だ け しか扱 え な か った ものが 、 コ ン ピュ ー タの

マル チ メデ ィア及 び オ ーサ リング ・システ ムの改 善 で 、静止 画 、音 声 、動

画 な ど も扱 え るよ うに な り、 これ まで の学 習者 のCBTは 面 白 くな い とい

う不 満 も大 分 改善 され る見込 み もつ い て きた。

これ まで は電子 ペ ー ジあ く り機 とい うあだ 名 に代 表 され るよ うに画 面 も

文字 だ け か 、簡単 な絵 だ けの画 面 を 決 め られ た順番 に出 すだ け の コー ス ウ

ェアが 多 か ったの で 、学 習者 の不 満 が 多 い の は当然 で あ る。

こ こほん の2～3年 でCBTの 技 術 的環 境 は大 き く変 化 して い る。

まず 、 始 めの 出来 事 は ア ップ ル ・コ ン ピュー タの ハ イパ ー カ ー ドの 発表
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で あ った ろ う。

これ で コ ンピ ュー タは一 画 面 の 中 に複 数 の画 面 を持つ よ うにな った 。 そ

して コ ン ピュー タとの対 話 性 が グ ンと良 くな った。 さ らに サ ー ド ・パ ーテ

ィと呼 ば れ るア ップル ・コ ン ピュー タをか こむ ソフ トウ ェア のベ ンダ はハ

イパ ー カ ー ドを ます ます 良 くす る ソ フ トを 出 し、 ア ップ ル は声 を 出 し、 絵

を描 き、 動 画 も写 し、 かつ コー ス ウ ェアが っ く りやす くな った。 い く ら

便 利 に良 くな って もア ップ ル は 日本 で は大 きな イ ンパ ク トが な いが 、MS

-Windows3 .0の 登 場 で 、 や が てハ イパ ー カー ドと同 じよ うな 動 き

をす るMS-DOSコ ン ピ ュー タが 手 に入 るよ うにな る。 さ らにMac

で 作 った コース ウ ェアをMS-Windowsの 上で走 らせ る ため の ソフ

トも出て くる と予 測 され る。

これ に さ らにCD-ROM、DV-1が 加 われ ば、 マ ル チ メデ ィアCA

Iは これ まで の20年 分 のCAIに お け る変 化以 上 の革新 を これ か らの5年

以 内 に成 し遂 げ るだ ろ う。

1.2.4衛 星通信

これ まで身近に感 じなか った衛星通信 も、情報化社会 の発展 に伴い身近

に見 た り聞いた りす るよ うにな った。

衛星通信 もアナログ方式 、デ ィジタル方式 という区分 やデータ通信、 ビ

デオ通信 とい う用途別区分があ るが、用途に応 じ、各 々最適 な方式が選択

で きるよ うにな って きている。

教育に衛星通信を用 いて いるのはアナログ一方向の もの もあ るが、学習

者の満足度 を上 げるには双方向の方式が好ま しい。情報伝達、教育 の分野

で もやがてアナ ログか らデ ィジタルへ変わ って いくと考え られる。

衛星通信関係の ビジネ スも発展 して きたので、自社ネ ッ トワー クを構築

す る時で も何か ら何 まで 自社でそ ろえな くて も、多 くのサー ビスを レンタ

ルで受 ける ことがで きるよ うにな った。

このサー ビス充実が衛星通信 の活用 を促進 させることになる。
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1.2.51SDN

今我 々が使用 している普通の電話 はアナ ログ式 といわれ る方式 で音声 も

3千 数百サイ クル位まで しか通信で きない。通信 も用途 の拡大、情報量の

増 大によ り、アナ ログで は実現で きないような高速、高性能 の通信が求め

られて登場 したのがISDNで あ る。

ISDNは 発売 されてまだ数年で、通信可能区域拡大中 とい う成長 しつ

っあ る通信方式である。

ISDNと は総合デ ィジタル回線網の ことで動画、静止画 、音声デー タ

などを送 るシステムを構成で き、交換機の発達で1ケ 所か ら数 ケ所へ同時

双方 向通信がで きる。

また、再生画質が良 くな った り、国際通信がで きた り、通信 コス トが安

いなどに加 え、 マルチメデ ィア ・コンピュータとの結合によ り遠隔教育 に

は将来有望なテ クノロジであ る。
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1.3教 育 へ の テ ク ノ ロジ活 用の 現状

教育は今進歩を始あようと してい る。教育へのテクノロジ応用は一歩先を

行 くアメ リカで はどうなのだろ うか、また日本で はどうなのであろ うか、先

輩の現状及 びわが国の現状を知 り、的を射た確か な実行計画の参考 に した い

ものである。

1.3.1ア メ リカの現 状

ア メ リカ は国 土 の広 さか ら くる移 動 の大 変 さ、企 業規模 の大 き さ及 び コ ン

ピュー タ ・ソフ トの進 歩 性 か ら日本 よ り全般 的 に進 んで い る。 しか し、 テ ク

ノ ロ ジを戦 略 的 に活 用 して い る例 は5,000人 以 上 の大 企業 で多 く行 わ れ 、 中

小 企業 で め 例 はあ ま りみ る ことがで きな い。

川 ビデ オ

ビデオ は 日本 と同様 に数 多 いプ ロ グラ ムが 販 売 され て お り、 ほ とん どの

企 業 で 活 用 され て い るが 、企 業 内 教 育 に最 大 の 協 会 と もいえ るASTD

(AmericanSocietyforTraining&Development)な ど の展 示会 社 な どの

様 相 か ら判 断 す るにオ ー ダ メ イ ドの プ ロ ダ ク シ ョンが多 く自社版 ビデオ が

数 多 く活 用 され て い るで あ ろ うこ とが 推 察 され る。

しか し、 企 業 内教 育 用パ ッケー ジ ・ビデ オ の伸 びは イ ンタ ラ クテ ィブ ・

ビデオ(レ ー ザ ・デ ィス ク と コン ピ ュー タ と組 み合 せ た システ ム)に 比 べ

る と ぐん と低 い との 話 で あ り、 企業 内教 育 に お ける単 純 なパ ッケ ー ジ ・ビ

デ オ ・プ ロ グ ラムの 活 用 は成 熟期 に入 って い る とみ る ことが で きる。

(2)プ レゼ ン テー シ ョン ・システ ム

マル チ メデ ィア ・コ ン ピュ ー タと モニ タ装 置 と組 み合 せ た プ レゼ ンテ ー

シ ョ ン ・シス テ ム はOHPな どよ り も密度 の 濃 い 、高 品 質 な情 報 を 提供 で

きる こ とか らプ レゼ ンテ ー シ ョン ・ツー ル と して注 目 され て い る。

IBMのInfowindowは パ ソ コ ン ・モ ニ タを 中心 と した マ ル チ メデ ィア ・

コ ン ピュー タで あ るが 、 プ レゼ ンテ ー シ ョン ・システ ム と して 普及 させ よ

うと して い た。

マ ル チ メデ ィア ・コ ン ピュー タが 当初 特 殊 な機 種 と して登 場 した が 、今
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日で は 同 じ機 能 を もつ ものがIBMパ ソ コ ン ・シ リーズ の中 の1機 種 とな

って い る。

そ れ だ け にマ ル チ メデ ィア ・コ ン ピュー タが身近 にな って きつ つ あ る と

もいえ よ う。

また 、大 型 の プ レゼ ンテ ー シ ョン ・シ ステ ム と して はネ ッ トワー クに よ り

グラ フ ィ ック、文 字 を大 型 プ ロ ジ ェク タで、情 報 を構 内 ど こで も映 す こと

がで き る システ ム も活 用 され て きて い る。

まだ 一部 企 業 で しか み る こ とがで き ないが 、 コ ン ピュー タを 用 い て プ レ

ゼ ンテ ー シ ョンを す る とい う シ ステ ム はネ ッ トワー ク と組 み合 せ る こ とに

よ り大 きな発 展 が期 待 で き る分野 で あ る。』

(3)CBT

CBTの ア メ リカでの 歴 史 は長 く、数 多 くの秀 れ た実用 化 例 をみ る こ と

が で きる。

CBTでCBTら しい使 い方 を して い る と思 わ れ るの は、 や は り技 能教

育 用 の シ ミュ レー シ ョン ・コー ス ウ ェアで あ ろ う。 よ く取 り上 げ られ るよ

うに ボ ーイ ング社 や ア メ リカ ン ・エ アー ライ ン社 のパ イ ロ ッ トや整 備 士 訓

練 用 のCBTで あ る。

コ ンピ ュー タやCRTの 発 達 に よ り極 めて 大 きな成 果 を 出 して い る。

次 に成果 を 出 して い るの は 、 や は り知 識教 育 用℃BTで レーザ ・デ ィス ク

を接 続 して動 画 をサ ポ ー トして い る システ ムが多 い。動 画 を サ ポ ー トす る

システ ムは、IVI(lntaractiveVideoInstruction)と 呼 び動 画 を サ ポ

ー トしな いCBTと は区 別 して い るの が一 般 的で あ る。

用 途 と して は コ ンピ ュー タ関 連 、 ネ ッ トワー ク関連 に シス テ ム マテ ィ ック

に活 用 して い る例 を見 る こ とが で き、 また最 大手 のIVIの コー ス ウ ェア

・ベ ンダで あ る アプ ラ イ ド ・ラ ーニ ング社 だ けで も500を 超 え る コー ス ウ

ェアを 発 売 して い る。

ま た 、 変 わ ったCBTの 使 い方 と してCBTを 本 格 的学 習 に入 る前 の

ReadinessCheckに 使 って い る例 が あ る。CBTの テ ス ト部 分 を生 か し、

これ か らの 学 習 を ど うす べ きかCheckす る もので 、 これ によ って あ るプ ロ

グラ ムを受 けな くて よい と判 断 され るケ ー スが30%近 く出て 、 合理 的 に無
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駄 な学習排除に役立 った というケースをAT&Tに みる ことがで きる。

さ らにAT&Tは 各種 マニ ュアルを地域電話会社に提供 してい るが、 マ

ニュアルの読み方をCBTで 教え る方法をとっている。

業務用 マニ ュアルを読 むにはあ る一定の レベルの知識が ない と理解で き

ない面が あるが、それをCBTで 補 うとい う考 え方である。

CBTは 量的に も質的に もアメ.リカは先進国で あり、ある調査ではCB

Tは アメ リカの大企業(5,000人 以上)の3/4の 企業は導入 して お り、特 に

IVIは まだ1/3位 しか入 っていないが 、伸 び率 は高い とい う。

(4)衛 星通信

衛星通信 は成長期の最 中にあ り、88年には143社 が89年 には237社 、91年に

は300社 を超え る企業が活用 してい るという。

教育専用チ ャネルのNTUやAMCEEな どの教育機関の活躍 もさるこ

となが ら、IBM、DEC、HPな どは自社の教育専用NETを 持 って い

る所 も多 く、かつ顧客の教育に も活用 してい こうとす る所に特徴 をみ るこ

とがで きる。

証券会社 のメル リリンチなどは顧客教育用 に衛星通信を用 いて営業成績

向上 に大 きな成果 を上げていることで有名である。

衛星通信 は固定経費がか さむことか ら実務情報 と教育情報 と リンク して

使 い、成果を上 げる所 にNETWORKを 維持す るコツがあ りそ うで ある。

(5)lSDN

ISDNの 映像通信 を活用 して教育を生かす というのはまだ実験段階 に

あ る。

しか し、映像符合化装置、 コーデ ックや ひとつの番号 に多 くの拠点が同

時接続で きるディジタル交換機 などの技術が実用期に入 り、急速 に活用例

が出て くるもの と思われ る。

AT&Tは アナ ログ電話 を用いたオーデ ィオ ・グラフィック遠隔教育 シ

ステムで大 きな実績を積んでお り、 アプ リケー ションの ノウハ ウが多 い こ

とか らデ ィジタル電話時代 になれば この システムへの移 行 は早 い と予測で

きる。
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ディジタル
静止画

グ ラ フ ィ ック

0

命/

＼o

マ イ ク

ス ピーカ

デ ジタ イザ

マ イ ク

ス ピー カ

デ ジ タイ ザ

オ ー デ ィ オ グ ラ フ ィ ッ ク

遠 隔 教育 シス テ ム

図1-4オ ーデ ィオ ・グ ラ フ ィ ック

遠 隔 教 育 シ ス テ ム構 成 例
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1.3.2日 本の現状 と今後の予測

日本で は企業人の人材育成の面でア メ リカよ り遅れてい る面があ り、人材

育成が戦略的に行 なわれて いる例が少 な く、その戦略の質 もやや見劣 りす る

のが現状であ る。企業の変化への対応 を 日本人の高学歴 によ り何 とか切 り抜

けている という様子が 日米の比較か ら読み とることがで きるが、徐 々にそれ

で は対応 しきれな くな るという意識を持つ層が増え る傾向がでてきてい る。

その結果、 アメ リカで起 きている企業内教育の潮流がやがて 日本で も現実

の ものにな って くるだろ うと予測で きる。そのための システ ム ・ツール と し

て教育へ のメデ ィアの活用 は避けて通れない ものとなるであろ う。

(1)ビ デオ

近年、 ビデオの既製品教材の伸びはあま り高 くない。

内容が既製品で はどうして も一般 論で仕事に役立てよ うとい う真剣 な気

持 ちで視 ると、突 っ込みが甘い ことに加 え集合教育で一方通行の ビデオを

視 て学習をす るとい う教育手法の効用の限界が教育現場での活用 を これ以

上広 げる力をな くしている。

ビデオ教材市場 とい う面で はオーダメイ ド・ビデオ教材 は堅調 な動 きを

しているので、自社の トレーニ ング ・ニーズに合わせて作 られた ビデオ教

材は結構利用 されてい ると推測で きる。

しか し、内容 は広報活用や商品紹介的な用途 が多 く、今一歩、実務 に直

接役立っ辛 口の企業内教育用教材 と しての利用 という面で は活用事例が少

ない。

ビデオは一度VTRに か けると終わ りまで続 けて視て しま うとい う一方

通行 的な情報提供方法による効用の限界、人数が多 いのに小 さなモニ タか、

少ないモニ タ数 などで視聴す る側 に役立たない設備、工夫の少ない ビデオ

活用方法、ニーズに ピタ リと合わな い内容 などが相乗 して活用の限界 を小

さ くしている。

企業 はほとん どが ビデオを活用 しているが これ以上多 く、深 くビデオ単

独で の企業内教育へ の利用が進む ことはないだ ろう。

(2)プ レゼ ンテーシ ョン ・システム

日本人のプ レゼ ンテーシ ョン下手な ことは、やや国際化の進んだ企業の人
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な ら痛感 している ことで あるが、 コンピュータとプロジェクタを組合せた

プ レゼ ンテーシ ョン ・システムの利用 はほとん ど活用例 を見 ない位遅れて

いる。

最近、 きれ いにカラー ・デザ イ ンされたOHPや ビデオを利用 してのプ

レゼ ンテーシ ョンを時折見 る位 な ものである。

しか し、マルチメデ ィア ・コンピュータやネ ッ トワー クを活用 したプ レ

ゼ ンテ ーシ ョン ・システムの活用 の もた らす将来のオポチ ュニテ ィは非常

に大 きい。

マルチメデ ィア ・データベース、音声 データベ ース、それ らをプログラ

ミングして一定の順番に情報をど こにで も出せる システムは集合教育での

高品質化、標準化 、イ ンス トラクタの スキル不足補完な どに役立 ち、学校

教育や企業内教育 に大 きな進歩を もた らす可能性 を持つ。

特 に企業の研修 所や会議室 に広帯域 プロジェクタが必ず とい って よい程

設置 され るよ うにな ってきたので、ややハー ド先行型で うまい活用 の仕方

が育 って くるであろう し、また コンピュー タによ り絵を描 き、文字を作 り

コンピュー タで見せ る文化の時代 の到来 はそ う遠 くはない。

(3)CBT(CAI)

日本でのCAI活 用は世論 として は大 いに期待 されているが、質の高い

効果的活用例は少 ない。

原因はい くつかあるが、代表的な項 目として

●コースウェア品質が満足す るレベルにない

●CAIの 開発 コス トが高 い

●CAIを 導入推進で きる力を持つ人が少 ない

な どにある。

それで もCAIを 導入 してい るユーザ は増えつつあ り、日本で400事 業所

を超え る レベ ルにな った と予測で きる。

某ベ ンダの比較的低価格の レーザ ・デ ィスクを もった動画 も使える実務

教育 向けのCAIシ ステムや、音声 のっいたCDやCD-ROMを 接続 し

た国家試験向けのCAIが ユ ーザ数 を広げている。

ユ ーザ数 を増や してい るCAIを み ると学習 目標が明確であ ることと、
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学 びやす い豊富 な情報提供力を持つ こと即 ちマルチメデ ィア化 の傾向を持

つ ことが共通 している。

マルチメデ ィア化 は学習者 には魅 力が ある。

技術 的にはマルチ メデ ィア ・コ ンピュータ、CD-ROM、DV-1、

MS-WINDOW3.0な ど将来の可能性を高 める技術が3年 以内 には実

用期に入 りそ うであ る。

このよ うな技術を生か してCAIの 活用を広 めるにはベ ンダ、ユ ーザ共

に克服 しなければな らないい くっかの問題点がある。

ベ ンダ側 としては秀れ た教材、即 ちわか りやす く学習者 を充分満足 させ

る教材をデザ イ ンで きる力、イ ンス トラクショナル ・デザイ ンを持つ こと

と、CAI導 入担当者 を育成 するプ ログラムを もっと持つ ことで あ る。

ユーザの側か らみればCAIに 興味を持つ人がいて も中 々勉強す るチ ャ

ンスがない とい うのが実情である。そ こで学習者を満足 させ られ る良 い教

材 を作 りCAIに よ る学習の人気を上げ、かつCAI導 入に熱心 に走 り回

る人を育てなければな らないであろ う。

ユーザ側 として はCAIの 特徴を よ く理解 し、企業の トレーニ ング ・ニ

ーズに合 った明確な学習 目標を作成 し、学習環境や学習のたあに制度 を整

えることが重要であ る。

半数近 くのユ ーザがCAIを 自己啓発のたあ に、自由に学 習させ る とい

う方法を とって いるが、 これは学習 した事を評価 して くれ る人が 明確で な

いために中 々利用が=進まない傾 向が ある。

やはり学習 した上だれかが評価 して くれ る、 さらに管理者がCAI学 習

をすすめ るとい う直接 のサポー トも重要な フブクタとなっている。

以上 あげたよ うな点 に加えて、ハ ー ド、 ソフ ト共に安い価格で ある こと

が大切 だが、 どんなに安 くて も目標 が曖昧、かつ質の悪いCAIが 普及す

る ことはない。

CAIの 普及 もやは り品質第一 といえ そうで ある。

(4)衛 星通信

衛星通信のユーザ は40社 を超え、中で も企業や団体の情報伝達 に活用す

るユーザ は10社 を超 えてきている。
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企業が社内情報伝達 に衛星通信 を用いる場合 は、ほ とん どが企業内教育

用に も用途を広げてい る。

これか らは情報を顧客 に も提供 し、新たなマーケテ ィング戦略を開拓す

る企業 も増えて くると予測で きる。

某協会 はアメ リカの技術教育用衛星通信 ソフ トを輸入 し、 日本語に訳 し

て教育事業 を始め、また、某 ソフ トウェア ・ハ ウス系企業 は学校 向け情報

処理教育番組提供 を始 めた。

これ らの事業 はそれ な りに伸 びるであろうが、これ も学習す る側 にとっ

て満足ので きる学習 目標 とプログラム品質を保ち、学習す る地域のサイ ト

・マネ ジメ ン トなどを きちん と して、学習環境を整えない と学習者の満足

を得 られな くな り、やがて飽 きられ ることも充分に予測で きる。 プ ログ

ラム と学習環境、学習制度の質が利用の拡大 と評価を左右す るといって過

言ではない。

(5)lSDN

ISDNを 用いた教育 ネ ッ トワー クの例は日本で まだ見 ることはで きな

いが 、ISDNを 用 いた電話会議、テ レビ会議 システムな どが登場 し、や

がてISDNを 用 いた教育ネ ッ トワークの登場 も充分に考え られ る。

MITの ネグロポンチ博士がかねて より主張 してい るの は、映像通信の

需要 は果て しな く大 きくなるが衛星通信 は総提供量 に限界 がある。その点、

光 ファイバは供給量が無 限に大 き くで きるので、B-ISDN(広 帯域デ

ィジタル通信網)の 技術など と相 まって将来はISDNが 通信の需要を支

えることになろ うと予測 してい る。

ISDNは 固定経費 も低い こと、 コンピュータの ドッキ ング、映像通信

がで きることなどか ら未 開拓の可能性 の高いテ クノロジであ る。
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1.4注 目 す べ き ニ ュ 一口テ ク ノ ロ ジ

教育にテ クノロジを活用 してい く面で、特 に注 目すべき技術について、その

動向 と可能性を調べてみた。

1.4.1ハ イパーメデ ィア

ハイパ ーカー ドに代表 され るハイパーメデ ィアは、ひとつの画面 に複数 の

ウィン ドウ画面を 出せ ること及び コマ ン ドを使わず に操作ので きる簡単操作

方式 など、 これ までの コンピュータ ・ソフ トでは実現の難 しか った豊富な表

現能力 と簡単 な操作性を可能にできる。

ウインドウの中の絵 文字

//

/
/

○

/
ABC… … …

EFG… … … …

あ い う … … …

⌒ 一 一 → 一,－

i文 字i… … …一 ー ー ー ー 一 一

llト 司 ■1レ 。lll

＼

仁ノ 操噸 字
文字の歴史

口
文字の起源は…

図1-5ハ イ パ ー メ デ ィアの画 面 表
示 例

さ らに画面の一部を ク リック(指

示)し 、その一部を更に詳 しく説明

す る画面 を簡単 に出せ るよ うにな る

ことで学 習者の興味の趣 くまま情報

を コンピュータか ら引 き出す ことが

で き、尚かつその画面に動画、静止

画 、音 も入れることがで きるので、

与え られ る情報か ら自ら情報を引 き

出す能動 的学習を可能にす る。

このよ うな多機能な メデ ィアを う

ま く使い こなす ことで教材のデザイ

ン可能領域 を広げ、受講者を引 きつ

ける高品質 な教材がで きるよ うにな

る。

現在 、ハ イパ ー メ デ ィアは マ ッキ ン トッシ ュ上 で 走 るオ ー サ リ ング ・シス

テ ム(教 材 作成 支 援 システ ム)や アプ リケ ー シ ョン ・ソフ トが多 いが 、 除 々

に多 くの コ ンピ ュー タで その 高機 能 を楽 しむ こ とが で きるよ うにな って く る。
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1.4.2MS-WlNDOWS3.0'

MS-WINDOWS3.0と はMS-DOSで 走 る コ ン ピュー タに適 用 で

きる ソ フ ト・ツ ールで 、 これ まで ハ イ パ ー カー ド的 な動 きを す る コ ン ピュー

タは マ ッキ ン トッシ ュが 代 表格 で 一 般 に普 及 して い るMS-DOSの コ ンピ

ュ ー タはそれ がで きな か った。最 近 マ ク ロ ソフ ト社 か らMS-WINDOW

S3.0が 発売 され た こ とで 、 マ ッキ ン トッシ ュのハ イパ ー カ ー ド的 な動 きを

す るア プ リケ ー シ ョ ン ・ソフ トの 開発 がMS-DOSの コ ン ピ ュー タで も可

能 にな る。

MS-WINDOWS3.0の 登 場 と合 わ せ 、 オ ーサ ウ ェア ・プ ロフ ェ ッシ

ョナ ルに代 表 され る強 力 な教材 作 成 支 援 ソフ ト、 オ ーサ リング ・システ ムが

発 売 され るよ うに な り、教 材 は表 現 力 の あ るアプ リケ ー シ ョン ・ソ フ トが比

較 的楽 に早 く作れ る よ うに な る。

さ らにMS-WINDOWS3.0はOS/2で も走 るよ うに な り、 表現 力の

豊 か な ア プ リケ ー シ ョ ン ・ソフ トが よ り多 くの コ ンピ ュー タで も使 え るよ う

に な る。

MS-WINDOWSを うま く動 か す に は一定 の レベ ル の性 能 を持 つCP

Uが 必 要 に な るが 、 そ れ もや が て広 く普 及 す るで あ ろ う。

1.4.3CD-ROM

コンパ ク ト・デ ィス クにデ ィジタル情報を記憶 させ る記録媒体で12cmの 円

板 に540メ ガとい うフロ ッピ ・デ ィスク500数 十枚分の記憶容量を持 つ もので

ある。

簡単 に言えば、一般 に売 られてい るCDに フ ロッピ ・デ ィスク500数 十枚分

の記憶を し、かっ複製 コス トは安 く、小 さく丈夫で、耐久性 があるというこ

とで今後の普及が期待 されて いる。

しか もプ レイヤに相当す るCD-ROMド ライバは10数 十万円程度で入手

で き、小 さく、かっ まだ低価格化す る可能性を持 ってい る。

やがてはCD-ROMド ライバ を標準装備 した機種が数多 く登場 し、パ ソ

コンだけで内容の多 い教材デー タベースやCAIシ ステ ムを作 ることが可能

になる。

一116一



1.4.4DV-1

デ ィジタル圧縮、伸長技術を駆使 し、CD-ROM上 に動画を記録す る技

術である。

パ ソコンにDV-1専 用 ボー ドを入れ ることによ り、一枚 のCD-ROM

上 に72分 もの動画を録画 した画像を再生する ことがで きる。

すで に試作段階を経過 し、3年 以 内には実用期 に入 りマイ クロプロセ ッサ

の発達 によ り5年 以内 にパ ソコンに ワンチ ップで標準装備 した機種 も登場す

ると予測 されている。

1.4.5コ ーデ ック&ブ リッヂ

テ レビカメラで撮 った動画像を総合デ ィジタル通信網(ISDN)で 送れ

る信号 に変換す る装置で、映像符合化装置と呼ばれ る。

ISDN通 信料金は電話料金 と大差ない クラスもあり、 コーデ ックの技術

進歩 により安 い通信料金で、 きれいなセ ミ動画像が送れ るよ うになった。 こ

れでテ レビ電話会議のよ うな システムに数 ケ所 と同時 に交信 で きる交換機 、

ブ リッヂの登場で遠 隔教育 システ ムの活用が期待で きる。

ハイパー カー ド、MS-WINDOWS3 .0、 オーサ リング ・システム、

CD-ROM、DV-1、 広帯域 ビデオプロ ジェクタ、ISDN、 衛星通信

と全て組 合せ た ら、 これまでの教育手法を早急に見直 した くなるような魅力

的な システムを作 り上 げ ることがで きる。

このよ うに私共は素晴 らしいテ クノロジを もうす ぐ実用域で手に入れ られ

るよ うになるが、教育手法を進歩させ るテクノロ ジが進 む と上流工程 にあた

る教育を戦略的に遂行す る企画力と教育をデザイ ンす る力の必要性 を改めて

強 く感 じざるを得 ない。
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1.5テ ク ノロ ジを活 用す る効 用 と問題 点

1.5.1学 習時間の短縮

CBT(CAI)で 集合教育に比べ約20～60%、 平均40%近 い学習時間の

短縮が報告 されてい る。

CBTの 学習時間の短 くなることは、 もはや衆知 の事実 となっているが、

学習者が満足する高品質の教材が少 ない ことと教 材が高い ことが問題点であ

る。

1.5.2同 報性 、迅速性、大量、遠隔

衛星通信で得 られる効用である、教育 システムの採算性 としては大量 の受

講者 がないとペイ しに くいが、十分 に採算 に合 うと確信 してい る企業が数社

出て きている。

衛星通信による教育の満足度 は高 く、対面授業 とあま り差 のない評価を出

している。

ただ、問題点は固定経費 と運営経 費共にスケールが大 きいことで、やがて

ISDNを 用いた映像通信 システムが小型の映像ネ ッ トワークを構築 して い

くよ うになると予測で きる。

1.5.3ト ータル ・コス トダウン

衛星通信、CBT、 プ レゼ ンテー ション ・システ ムなどの教育 ツールとこ

れまでの集合教育を統合的に うま く活用 してい くと、教育のために移動す る

コス トと宿泊 コス トの削減、教育時間の短縮 、及 び単位時間当 りの教育 コス

ト削減 によ り会社の トータルの教育 コス トを約20%削 減 した例 も報告 されて

いる。

問題点は教育 コス トを トータルで考え る視野の広い予算制度 、管理制度を

とっている企業 は少な く、単 なる経費だけを高 いとか安 い とか といっている

ので トータル ・コス トを下げ るため に努力する とい う企業文化が少 ないのが

実情で ある。
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1.6テ ク ノロ ジ活 用促 進 の考 察

企業内教育の 目的は、企業に とっての人材 ミスマ ッチを最小にすることにあ

ることは既 に述べ させて頂 いた。

人材 ミスマ ッチを少な くす る教育 とは実務 に貢献す る教育であ り、教育 を受

けることによ り実務がで きるよ うになるとい う事であ る。

実務を行な うにはコンピュータ、OA機 器、CAD、CIMな どテ クノロジ

を活用 した機器の操作が多 くなることか ら教育のため にもテ クノロジを用いた

方が教育 しやす くな って くるであ ろう。

特 に コンピュータやOA関 連機器では、実務実機上での学習 ソフ トが今後有

望 にな って くるで あろう。教育の ために特別の教育機器を投 資す ることは説得

の難 しい面があるが、実機端末上で動 くと教育の投資 も行 ないやすい。 その よ

うに考 えれば実務 を行な うコンピュータで、そのまま実務 を行 な うための教育

がで きる システムが教育へ のテ クノロジ応用を発展 させ るのか もしれない。
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第2章 新 しい 教 育 形 態 と将 来 の可 能 性

本章で は、新 しい教育形態 としてその中核 的役割を果たすマルチメディアに

焦点をおき、その概念や特徴的事例や動向か らさらに、その発展を想定 しつつ

将来の可能性 にっいて述べ る。

2.1マ ルチメデ ィアの情報処理教育への活用

2.1.1.メ デ ィアとは

まず本論 に入 る前にrメ デ ィア』にっいて概観する ことは重要 と思われ る。

色 々な定義や見解の中か ら、 日本放送協会技術部長を務 めた ことのある和久

井氏の ものを紹介 しよ う。

和久井氏 は次 のよ うに述 べてい る。

メデ ィアとは、 「情報表現 ・伝達の手法,手 段」であ り(定 義)、 上位概

念 としての コ ミニ ュケーシ ョンは 「情報伝達 」、さ らにその上位概念を情報

と している。 また メデ ィアは、情報技術(ハ ー ド)と 情 報内容(ソ フ ト)に

よって性格づけ られ、一般に若 いメデ ィアほどハー ドの比率が高 く、成熟 し

たメデ ィアほどソフ ト比率が高 い。

さらに、 メデ ィアは生 き物であ り、 メデ ィアには新陳代謝が ある。
ホ カトホ ホ

情報 革 命 は、 ひ との コ ミュニ ケ ー シ ョン体 系 の 中 に コ ン ピュー タ言語 等 が

深 くか かわ り、 機 械 同士 の コ ミニ ュケー シ ョンはネ ッ トワー クや システ ム を
本 本ホホ

構成 し、地球規模でひ と的空間 ・時間 ・環境を超越 して行われ る。その影響

は、ニ ューメデ ィアに極 めて強い。

ここでニ ューメデ ィア とは、将来、 メデ ィアと して社 会に定着す る可能性

を持つ、新 しい コ ミュニケー ション手段、手法 の ことであ り、 メデ ィアの子

供であ る。今 、提案 されているニ ューメデ ィアのほとん どは、見えない電子

を主役 とするエ レク トロニ クス型の ものであ る。
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報

(誕 生 日おめでとう

メデ ィア

ケ 一

図2.1-1コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と は

メデ ィアは情報表現 ・伝達の方法、手段 であ り、ニ ューメデ ィアはソフ ト

が未発達のハー ド主導の メデ ィアである。 この ことが本筋のテーマを考え る

時 に重要であ る。

メデ ィアの教育への活用 は、ハー ドとソフ トの両面を概観 し考察す ること

が望ま しい。特 に ソフ ト面 の充実が教育効果 に大 きく影響す ると言えよ う。

ところが本章で論 じるマルチメデ ィア(及 びその中核を成すニ ューメデ ィア)

については、ハ ー ドがよ うや く顕在化 した段階で、良質の ソフ トはまだまだ

未成長の現状であ る。本節で は、良質の ソフ トが将来生 まれ る場合を想定 し、

その時の理想的仮想 ソフ トを イメー ジし考察を進め ることとす る。

2.1.2マ ルチメデ ィアとは

今 まで マルチメデ ィアについては、定義せずに使用 してきた。本項ではマ

ルチメデ ィアにつ いて考えてみ たい。

高度情報社会 と言われ る現在 は、色 々な メデ ィアが色々な 目的に広範 囲に使

用 され 出 した時代 と言えよ う。ベー シックメデ ィア、ニ ューメディアが混在

して使用 され る時代である。特にニ ューメデ ィアの(ハ ー ド面での)発 達 は

目覚 ま しく、 ここに新 しい概念 として、 マルチメデ ィアが登場 した。

一般にマル チメデ ィアにつ いて
、次のよ うに定義 されている。

rマ ルチメデ ィアとは、 データ、音声、動画像(映 像含む)な どを コ ン

ピュータを用 いることで統合的/対 話的(イ ンターアクテ ィブ)に 取 り
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扱 う手段、手法』
ホ　

また日経産業新聞 で は次のよ うに も説明 している。

『コンピュータの利用 において文字情報だけでな く音声 、映像 などの異

質なデー タまで統合 して扱 う考え方。利用者が こう した異質のデータ

を複合的に扱 うとともに自由に加工 、記憶、検索で きることがマルチ

メディアの要件 と考 え られている。』

この2定 義 は、異 なる定義で ある。前記の定義 はマルチ化 した メディアで

あ り、手法、手段を指 してい る。 これに対 し、後記定義 はメデ ィアをマルチ

化 した考え方、っ まり概念であ る。マルチメデ ィアの本来 の定義 は、や はり

マルチ化 したメディアと考え るべ きであろ う。に もかかわ らず、 この2定 義

が混在使用されて いる現実 も一方 にはあ るため、 ここで は両方 を定義 とす る

ことが望 ま しい と考え る。

以上か ら

『マルチメデ ィアとは、データ、音声、動画像(映 像含む)な どを コン

ピュー タを用いる ことで統合的/対 話的(イ ンターア クテ ィブ)に 取

り扱 う手段、手法及 び取 り扱お うとす る考え方』

と定義 したい。 コンピュー タを より効果的に利用す る ことによ り、情報伝達

媒体の新 しい統合的利用形態を指向 した手段 、手法及びその概 念で ある。

2.1.3.メ デ ィアの分類

メディアの教育への活用 にっいて考える場合、メデ ィアを概念的 に分類 し、

その特性を理解す ることは重要であろう。本項ではニ ューメデ ィアの中核 を

なす電子系 メデ ィアについて考察することで、マルチメデ ィアを構成す る各

メデ ィアの特性 の理解 を図 りたい。ベー シックメデ ィア(従 来 メデ ィア)に

ついては特 に必要のないか ぎりふれない こととする。

電子系 メデ ィアは、大 きく① パ ッケージ系 メデ ィア②通信系メデ ィア③放

送系 メディア とに分類 される。 この うち放送系 メデ ィアは、不特定多数を対

象 とするメデ ィアで あるところか ら、特定者 を対象 とする教育用途 か らは省

略 してよ く、①パ ッケー ジ系 メデ ィアと②通信系 メディアの2種 と考 えて実

際上問題が ないであろ う。
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通信系 メデ ィアはさ らに②無線系 と②有線 系 とに区分 され、別の区分で は

①片方向通信 と、②双方向通信 とに区分 され る。

メデ ィアの最終 表示形態 として次の ものがあげ られ る。

文字 、図形、静止画、動画(CG… …アニ メー ション)映 像 、音

声 これ らは情報量 の差以上に、情報の質 によ り、よ り大 きな差を生 じること

に留意す る必要 があ る。(例 えば、モノクロテ レビとカラーテ レビと比較 す

ると、情報量比 は3倍 だが質比 は10倍 に も感 じる)結 果 として教育効果によ

り大 きな差を生 じるよ うに思われ る。パ ッケージ系 メデ ィアは自身で情報 を

発信 し、前記の表示形態のいずれかをとるが、一方通信系メデ ィアは情報 の

伝送機能のみで、最終表示形態 は通過す る情報 に依存す る。

ここで重要な ことは、パ ッケージ系 メデ ィアと通信系 メデ ィアとは決 して

競合する もので はな く異 なる世界のメデ ィアであ る点であ る。 この ことか ら、

パ ッケー ジ系 メデ ィアを通信系 メデ ィアで遠隔利用する等の活用 も可能 とな

る。 ところでパ ッケー ジ系 メデ ィアは自身が情報発信源である。 コンピュ

ー タ等が情報発信源である。講師に代表 され る人物(EX.講 義)等 の情報 は別

に取 り扱 われ る。講義 とパ ッケー ジ系CAIと の ミックス教育 はこの視点 に

基づ くもので ある。一方通信系 メディアは情報発信源に依存 しないため、結

果 として発信源 と してパ ッケー ジ系(コ ンピュータ等)以 外に講師(EX.映 像

通信)も 対象 とな り、 この点 も大 きな違 い と言え よう。

講師その他

趨纂

目違
パ ッケー ジ系

受講者

欝 …

講師その他

雛
パ ッケ ー ジ系

図2.1-2受 講者 に対 す る メ デ ィアの関与

2.1.4.教 育工学的見地か らみた情報処理教育の方 向性

平 成2年 の 「高度 情 報処 理 技 術 者 育 成 指 針 一 システム ・エ ンジニア
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ホ 　

資質 ・能力向上)編 一 」 において、情報処理技術者 の業務遂行能力を次

に示す式で定義 している。

業務遂行能力=体 力 ×能力(潜 在能力、適正)× 知識 ×経験 ×性格 ×意欲

=f(体 力 ・能 力 ・知識 ・経験 ・性格 ・意欲)

さ らに報告書で は特 に能力 と性格の2項 目にっいて取 り上げ、次のよ うに

考察を行 っている。

基本的な能力を能力要素 と定義 し、複数個重 なってよ り高次元な複合能力

を構成す るとの階層構造を仮定 している。同様 に基本 的な傾向や性質を性格

要素 と呼 び、よ り高次元な複合性格を考えている。 この複合能力を単に能力

と呼べば次の3点 にまとめ られる。

能 力=① 分析力 ②創造力 ③ コミニ ュケー ションカ

参考 と して指針でまとめ られ た能力の構造 を次にあげてお く。

知 識

担 当分野(1)担 当分野以外(2)

画
一分野知識一

業種

業務

業界

凸
一分野知識一

業種

業務

業界

能力項 目 ・性格項 目 所要能力

(1)

分析力

論理 的 思 考 力

状況把握力 圃
(1)

(2)

洞察力

構成力

一岡

(1)

好奇心

積極性

感性

ニーズ感知力

調整 ・折衝力

情報収集

・伝達 力

コミュニケー

ションカ

(情麟 劣

SEに 必要 な能力の構造
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ところで、人間の スキルを3ス キルに分類 し、人材育成や業務遂行 につい

て考えることが言われている。 この3ス キル とは、テ クニ カル スキル、 ヒュ

ーマンスキル
、 コ ンセプチュアルスキルである。なお、 ここでのrス キル』

は、広義のスキルであ り、能 力、知識、態度、経験、技術、性格等を包含す

る概念である。

前記業務遂行能 力とスキルとの構成要素を比較 してみ ると、高次に類似 し

てお り、両者は高次の関連性 を持 ってい ると言えよ う。 この見地か ら、前記

指針における高度情報処理技術者を考察すると、ベース としてテクニカルス

キルは重要であるが、それ以上に ヒューマ ンスキル、 コンセプチュアルスキ

ルがよ り重要であ ることを結果 として示 していると考え られ る。初級情報処

理技術者、高度情報処理技 術者 にっいて、次の図のよ うに考え ると理解 しや

すいと考える。なお、当然 の ことなが ら、両情報処理技術者の教育 目標 スキ

ルは大 きく異な り、その 目標 を達成すべ き教育手段 、メデ ィアの活用 も大 き

く異な るはずで あることは極 めて重要 な点であ く。(こ の教育を仮にスキル

付与教育 と呼ぶ)

△
初級情報

処理技術者

▽
高度情報

処理技術者

コンセプチ ュアルスキル

ヒュー マ ンス キ ル

テクニカルスキル

図2,1-3情 報処理技術者 と必要 スキル

ここで、なぜ スキルにつ いて触れ るかについて付記 したい。 メデ ィアの教

育的効果について考察す る場合、第一段階 として業務遂行能力をで きるだけ

概念 的に掴む ことが重要 であると考え るが、前記指針において詳細に区分、

検討 され た業務遂行能力を概念化す ることは難 しく、高次 に依存 するスキル

で代用 しよ うとす るか らに他 な らない。

また別 の視点か ら、人材育成につ いて考えてみた い。
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・教育 目標認知 レベルと して、知識→理解→応用→分析→総合評価の各 レ

ベルがあ り、 この点を踏 まえた教育が必要 である。

知識注入型教育 は知識認知を図る教育であ る。また実力養成型教育 は、知

識→理解→応用の教育を動機付け しっっ行動化を意識 した教育である。現在

ほとんど実施 されていないが今後進 むであろ う教育方 向を認知 レベルと して

見ると、分析→総合評価があげ られ、対応す る教育 と して既得能力評価教育

→総合評価力確認教育の段階が考え られ る。今後は、 より高度な教育段 階を

意識す る必要があろ う。

認知 レベルに基づ く教育 は、前記 スキル付与教育 と リンクして考え るべ き

である。テ クニ カル スキルに対 して も、また ヒューマ ンスキル、 コンセプチ

ュアルスキルに対 して もそれぞれ同様である。

ここで、従来型CAI教 育 による情報処理技術者教育を考 えてみたい。従

来型CAI教 育 は、多 くの場合 テ クニカルスキル教育を 目的 とした もので、

知識→理解→応用 までの実力養成を主眼 と してい る。一方 ヒューマ ンスキル

は講師 単独 または一部CAI併 用の、 コンセプチュアルスキルは講獅 依存の

教育形式で実施 されているのが現状であろ う。(… 講師 と受講者および受講

者間の良好な コ ミニ ュケー ションを図 りなが ら)そ の理由 としては、後記2

スキルの教育が必要であ るに もかかわ らず 、育成が難 しいスキルで あるため、

講師に依存 して教育が行われるためであ る。

ここまで話 を進めた ときに、以下の結論 に達する。

r教育 目的スキルか ら教育 を考え ると、 スキルによって教育難易度 は

大 きく異な る。具体的にはテ クニ カルスキルは一番教育 し易 く、知識

注入型教育か ら実力養成型教育へ と上位教育移行 し易い。一方 ヒュー

マ ンスキル、 コンセプチュアルスキルへ と高度 なスキルになるに した

がい、教育難易度は増す。』

r教育用 メデ ィアを考え る場合、単 に教育認知 レベルか ら一元的 に論 ず

ることは意味を持 たない。教育すべ きスキル と教育認知 レベルと踏 ま

え、二元的に論ず ることが最イ邸 艮必要である。』

一126一



2.1.5.メ デ ィアの教育 的効果

次 に、 メデ ィアの、教育的効果 につ いて考えてみよ う。

メデ ィアの教育的効果を考え る場合、①教育 目的と② メデ ィアの特性 とを

対比 させて見てみ ると、使用すべ きメデ ィアが明確 になろ う。別の見方をす

ればメデ ィアの特性 こそが教育 目的を特定 し、教育効果を最大 限に達成で き

るキー となるもの と考え られるか らに他 な らない。なお次節 においては、さ

らにマルチメデ ィア化 した場合 にっ いて検討を進め る。

前項の分析を参考 に、 まず情報 の方向性 と、情報の発信源 について考えて

み たい。まず スキル付与教育の見地か らまとめると次の ことが考え られ る。

表2.1-1各 メデ ィアの情報表示形態 と主要特性

パ ッケー ジ系

メ デ ィ ア 文字図 静止画
動 画

(CG)

映 像 立=七日 ノロ

ラ ン ダム

ア クセ ス

書き替え

可 能 性

CD

CD-ROM

CD-ROMXA

CD-I

CD-G

DVI

光 デ ィス ク

LD-ROM

光 カ ー ド

磁 気 デ ィ ス ク

DATテ ー プ

VTR

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
△
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
△
○

○
○

○
○
○
△

△
○

△
△

○
○
○

○

○

○
○
○
○

○

○
○

不可
不可

○/×

○
○
○

ハ イ ビジ ョ ン(HDTV)VTR

ハ イ ビジ ョ ン(HDTV)CD右

ハ イ ビジ ョ ン(HDTV)LD⑨

◎
◎
◎

◎
◎
◎

◎
◎
◎

◎
◎
◎

○
○
○

不可 ○
○/×
○/×

*特 殊用途

通信系

狭帯域通信 電話 ○

(有線)静 止画伝送 ○ ○
ビデ オ テ ックス ○ ○ ○

広帯域通信ISDN ○ ○ ○ ○ ○

(有線)B-ISDN ◎ ◎ ◎ ◎ ○

衛星通信TV ○ ○ ○ ○ ○
ハ イ ビジ ョン(HDTB) ◎ ◎ ◎ ◎ ○

*マ ルチメディアは、パ ッケージ系、通信系の各 メディアを統合 し常に成長を続 けている

一127一



①教育 目的がテ クニカルスキル(TS)→ ヒューマ ンスキル(HS)→ コ

ンセプチ ュアルスキル(CS)育 成へ と高度 にな るに従い、 ヒューマ ン

コ ミニ ュケー ション=講 師、受講者、等 との対話 が重要 となる。

(コ ンピュー ター等 との疑似体験で ヒューマ ンを感 じさせて も良い)

② ヒューマ ンコ ミュニ ケー ションの増加に伴 い、受講者か ら情報発信源へ

の情報伝達(例 えば質問等)が 増加す る。また時 には(情 報発信源 を経

由 し)受 講者 間の情報伝達 も増加す る。(双 方向 ・特 に逆方 向情報 の増

加、重要化)

教育形態 につ いては、次の ことが考え られ る。

③知識注入型教育 か ら実力養成型教育へ とシフ トす るに従 い、さ らに今後

進むで あろ う教育であ る既得能力再評価教育、総合評価力確認教育へ と

シフ トす るに従 い、受講者 か ら情報発信源、受講者間の情報量が増加す

る。(双 方向 ・特 に逆方向情報の増加、重要化)

これ らの概念 は、次図のよ うにベ ク トル化 して考え るとわか りやすい。

HC
度合

/
与

教

育

C

S

寸イ

与

教

育

H

S

付

与

教

育

T

S

付

双方向

片方向

/

逆方向
卵

ヒューマンコミュニケーションの

重 要 度

与

教

育

C

S

寸イ

与

教

育

H

S

付

与

教

育

T

S

付

/
与

教

育

C

S

寸イ

与

教

育

H

S

付

与

教

育

T

S

付

通信の双方向性重要度 順.逆 方向通信比
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HC

度 合

/
知 実 既再 総

識 力 得評 合確

注 養 能価 評認

人数 成教 力教 価数

型育 型育 育 力育

ヒ士マンコミュニケーションの重要度

注TSテ クニ カ ル スキ ル

HSヒ ュー マ ンスキル

CSコ ンセ プ チ ュア ル スキ ル

HCヒ ュー マ ンコ ミュニ ケー シ ョ ン

図2.1-4教 育概 念 ベ ク トル図

ここで各 メデ ィアの特性 を概観 してみよ う。

パ ッケージ系 メデ ィアについて

① 動画、映像 、音声 が コン トロールで きるメデ ィアほ ど受講者 の五感 に訴

えることがで きヒューマ ンコ ミュニ ケー ション性 に優 れる。

② ラ ンダムア クセス能力のあるメデ ィアほどレスポンスが早 く、また非定

型型教育 がで きるために ヒューマ ンコ ミュニケーシ ョン性 に優れ る。

③ 記憶密度の高いメデ ィアほど、例えば高精細情報が多 く記録 出来 ヒュー

マ ンコ ミュニ ケー ション性 に優れ る。

④ ランダムアクセス機能 を有するメディアはマルチメデ ィアに組み込 み易

い。

⑤ハ イ ビジ ョン(HDTV)を 利用 メデ ィアは非常に高い ヒューマ ンコ ミュ

ニ ケーシ ョン性を有す る。

通信系 メデ ィアについて

① 伝送能力の高いメデ ィアほどヒューマ ンコ ミュニ ケー シ ョン性 に優れ る。

(但 し片方 向の場合 も有 り得 る)

② 通信系 メデ ィアを重複使用 し、双方向性 を維持す ることがで きる。

双方向伝送能力は、教育 目的に依存す る。必ず しも同一であ る必要 はない。

(前 出概念ベ ク トル図参考)
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2.1.6.マ ルチメデ ィアの教育的効果

例えばCD-ROMXAは 一般にマチチメデ ィアと言われてい る。映像

か ら音声まで各種 の情報を扱 うことがで き、確かにマルチメデ ィアである。

ただ映像 メデ ィアと して は未熟 なメディアとも言えよ う。 この欠点を例 えば

ハイビジ ョン(HDTV)メ デ ィアと組み合わせれば、よ り高度 なマルチメ

デ ィアに成長す ると考え られ る。 しか も仕組みを若干変更す ることで簡単に

達成で きる可能性が ある。(但 し異 なる システムとなる)マ ルチメデ ィアの

本質は この点 にあ る。

また例えばCD-ROMXA、CD-1、DVIと を比較する ことは ミ

クロ的には重要で あるが、マクロ的には同種 と考 えることがで き比較 自体意

味を持たない。(ほ とん ど同種の 目的で ほとん ど同種の情報表示形態 を指向

す るためである)マ ルチメデ ィアにおいて は、類似事例 は多いが、 この視点

は大切であ る。

本節 において、教育工学的見地 か らマルチメデ ィアに要求 され る特性 と し

て、① ヒューマ ンコ ミュニケー ション性②双方向性 の2点 が示 された。

ヒューマ ンコミュニケーシ ョン性 はい くつかの側面を有す る。使 い易 さは

重要である。それ以上 にマルチ メデ ィアが構築す る人工現実空間の臨場感 は

重要 となる。特 に遠隔教育の場合や高度のスキル付与教育 の場合 には欠 くこ

との出来ない要素で あろう。 さ らはに双方向性 は、人工現実空 間の臨場感 を

より一層高い もの とするであろ う。

付記すれば、近未来の教育マルチメディアと してハ イ ビジ ョン(HDTV)

メデ ィアが活用され ることは、想像に難 くない。それは① ヒューマ ンコ ミュ

ニ ケー ション性が抜群 に優れ、人工現実空間の臨場感を際立たせるためであ

り、他方②抜群の細密再現性は文字情報(EX.プ ログラ ミング言語教育 に最適)

CG情 報(EX.作 成CGの 表示媒体 として最適)等 の教育活用 に最適であ るか

らで ある。 目をはなせない メデ ィアである。

2.1.7.受 講者 に対するマルチメデ ィアの教育的効果

ここまで①教育 サイ ドおよび②マルチメデ ィア側面か ら考察を行 って きた。

肝心 の受講者 にっいては、最 も重要であ るに も拘 らず触れず にきたので、 この
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節の最後にあたって、若干触れてお きたい。

受講者に とっての教育 とは、あたか もデパ ー トや スーパーマーケ ッ トでの

買い物 と同 じで ある。そ こにはAIDMAの 法則が成 り立つで あろう。

AIDMAの 法則 とは、顧客心理分析か ら経験的 に導 き出された法則で、

顧客心理の推移 を次 の5段 階に考えてい る。①A:Attention注 意 ②1:

Interest興 味 ③D:Desire欲 求 ④M:Memory記 録 ⑤A:Action行 動

まさに受講者 の心理 と同 じである。教育サイ ドか らは働 きかけ と考える動

機付けが、 ここで は能動的な欲求 と して受講者 に認識 され る。両者 には受動

と能動 といった180度 の大 きな差があると言え よ う。

マルチメデ ィアの教育への活用を研究す る目的は、単に新 しいメデ ィアを

研究 していることとは異 なる。マルチメデ ィアが このAIDMA法 則 に基づ

いた新 しい教育を示唆 して くれる可能性が高 いか らに他な らない。パ ソコン

等で ロールプ レイ ングゲームに熱 中 した人な らこの意味をす ぐに認識するで

あろ う。ゲーム者 は能動的にゲームに入 り込み、人工現実の中で(仕 掛 け人

の意図 した通 り)ゲ ームを学習 し、十二文の達成感を得ている。 マル チメデ

ィアの教育へ のアプローチはこの視点の理解 な くしては成立たない。パ ソコ

ンよ り遙 にコ ミュニ ケー ション性に勝 るマルチメデ ィアによ って、 マーケ ッ

トイ ンの教育への足掛か りが初あてで きた と言 えよ う。
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2.2マ ル チメ デ ィアの動 向

2.2.1マ ルチメデ ィアを使 った教育の事例

(1)中 央情報教育研究所での事例

後 に、2.3節 でCAIに よ る個別教育でのマルチメデ ィア利用 を取 り上

げ、2.5節 で遠 隔教育 に関連 して通信系のマルチメデ ィアについてふれ

る。 ここで は集合教育 と呼ばれる教育形態でのパ ッケー ジ系 マルチメデ ィ

アに関する内容に重点を置 くこととす る。集合教育の中にマルチメデ ィア

を取 り入れ る利点 として は、文字図、静止画、音声 とい った今 までプ レゼ

ンテーシ ョンで利用 されていた伝達情報 に加え、動画(コ ンピュー タによ

るアニ メー ションを含む)、 映像、 さらには効果音 とい った種類の音声が

集合教育 に利用で きることである。特 に、動画や映像 をプ レゼ ンテー ショ

ンに取 り入れ ると、連続的なイメージ情報 として内容 を学習者 に伝え られ、

よ り分か りやすい く納得 しやす い教育が可能 となる。

ところで 、マルチメデ ィアをプ レゼ ンテー シ ョンの中で使 うと言 って も、

学習者の数が多 くなると、小 さな画面では情報を伝えるがで きない。 よっ

て、画面に関す る問題 も含あて、コ ンピュー タ等のマルチ メデ ィア使 った

表現を、プ レゼ ンテー ションの中で利用す るための要件 につ いて考えてみ

る。

要件を列挙 してみ ると、

・画面が受講者全員 に見える大 きさであ ること

・な るべ く明るい部屋で画面が見れれ ること

・多彩 な表現が可能であ ること

・設営が容易で あること

・プ レゼ ンテー ション中での操作がスムーズであ ること

・手軽 に教材が開発で きる こと

とい った ことが必要 とな りそ うである。やは り、集団に対 してプ レゼ ン

テーシ ョンする場合、画面が学習者全員 に見え なければ意味が ない。また、

情報を提示する画面に は明るさが必要であ る。 なぜな ら、スライ ドや映画

のよ うに画面が暗 いと、教室を暗 くしなければな らない。教室が暗いと、
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学習者の反応を把握 しづ らか った り、学習者が ノー トを取 りづ らか った り

する。 さらには、学習者の眠気 を誘 う可能性が ある。後 、カラーが使え る

か といった表現 の問題や、装置の設営が楽で あるか といった ことや 、装置

の値段が手 ごろか とい った ことも重要 な要件 とな る。 また、音 も重要な情

報 なので、音について も全学習者に聞 こえるとい うことが要件 とな る。操

作 と教材開発 については、提示する装置 というよ りも、マルチメデ ィア及

び コンピュー タの ソフ トが深 く関係す る。た とえば、 シ ミュレー シ ョンの

ソフ トを使 ってプ レゼ ンテ ーシ ョンす る場合、装置の操作 よりシ ミュレー

シ ョンを行 うソフ トの操作の方 に時間を要する。 また、 プ レゼ ンテー ショ

ンに使 う教材開発 につ いて も、開発用の適当なツールがあ るか とい うこと

が問題 とな る。

中央情報教育研究所で は、大 きな画面を確保 するための装置 と して,電

子OHPと 呼ばれ る装置を使 って講i習を行 っている。電子OHPと は最近

出てきたメデ ィアで、OHPの 上 に乗せ ることがで きる透過型の液晶デ ィ

スプ レイの ことであ る。そ して 、この液晶デ ィスプ レイはパ ソコンの画面

と して使え るよ うにな っている。 したが って、パ ソコ ンで作成 した文章や

図形 などを、直接OHPを 使 ってス クリー ンに拡大投映で きるとい うマル

チ メディアである。 ただ し、 このデ ィスプ レイ画面は現在の ところ白黒で

ある。 ところで、この液晶デ ィス プ レイには,ま だ統一 された名称が な

い.よ って,本 報告書では液晶 ディスプ レイとそれを利用 した システ ムを

総称 して電子OHPと 呼ぶ ことにする。電子OHPに 関する詳 しい報告 に

ついて は、中央情報教育研究所 で平成元年度にまとめたr複 数 メデ ィアを

活用 した情報処理教育 システムに関する調査研究報告書』に記載 されて い

る。図2.2-1は 電子OHPを 使 って実際に授業を行 っている風景であ る
。
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図2.2-1電 子OHP利 用の授業風景

中央情報教育研究所 の研修では、電子OHPを2つ の場面で利用 して い

る。1つ は,シ ミュ レー タをプ レゼ ンテ ーシ ョンの中に取 り込む とい う場

面である。 もう1つ は、学習 の対象で あるソフ トその ものをプ レゼ ンテ ー

ションの中で提示 す るという利用法である。1番 目の使 い方 としては,た

とえば コ ンピュータ概論 と呼ばれる初心者 向けの授業の中で行 ってい る。

シミュレータの内容 は、初心者の難関の1つ であ るCPU(中 央処理装 置)

の働 きを取 り扱 った ものであ る。 シミュレータは、図2.2-2に 示すCP

Uの モデルの中でマ シン語の命令が解読 ・実行 され る過程 を動画で示す ソ

フ トであ る。よ って、受講者 はこの ソフ トを見れば、現実には見 ることの

で きない コンピュー タ内部 での命令及 びプ ログラムが処理 される過程を疑

似体験す る ことがで きるとい うものである。
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そ して、その シ ミュレータを使 った場合 の効果測定を行 った。測定 は、 コ

ンピュータ概論を ほぼ同 じ内容で3っ の クラスで講義 し、その3つ の クラス

の受講者延 べ111人 に対 してア ンケー トを取 るとい う方法 で行 った。その

ア ンケー ト結果よ り図2.2-3に 示す グラフが得 られた。 ア ンケー ト項 目は、

① シ ミュレータを使 った授業 は分か りやすか ったか(グ ラフの①),

② シ ミュレータを使わない授業 と比較 して どう思 ったか(グ ラフの②)

であ り、①で はその授業に対す る教育効果の判定を 目的 とし、②では シミュ

レータを使わない説明 との教育効果の比較判定 を目的 と した。①では、 シ ミ

ュレー タを使 った解説にっ いて、86.5%に 当たる人が 「分か りやすか っ

た」 と答えてお り、②では、授業の シ ミュレータ利用につ いて、95 .7%

に当たる人が 「使 った方が よい」 とい う肯定的な答え とな っている。 また、

② について は、 「使わない方がよい」という否定的な解答が まった くなか っ

た ことも注 目で きる。 これ よ り、マルチメデ ィアを活用 して連続 的なイ メー

ジ情報を取 り入れ ることの重要性が分か っていただけるので はないだろ うか。

1.シ ミュ レータを使った説明 は

分か りやすかったですか

図2.2-3シ ミュ レー タを使 った講 義 に対す る評 価 ①
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2.シ ミュレータを使わない説明と

比較してどう思われ ましたか

(o.o%)

使 わ な い 方 が 良 い

図2.2-3シ ミュ レー タを使 った講 義 に対 す る評価 ②

もう1っ の使 い方 と しては、 たとえばC言 語の授業で使 っている。それ

は、授業 の中で、実際にC言 語のサ ンプルプログラムを コンパ イル し、実

行 してみせ るといった使 い方であ る。今 まで、黒板を使 ったプログラ ミン

グ言語の授業で は、実 際の プログラムの動 きを実感 して もらえ なか った。

しか し、電子OHPを 利用す ることで、授業中に実行結果 を直接見る こと

がで きるよ うにな った。よ って、サ ンプルプログラムを工夫すれば、処理

の過程で起 こる変化を実 際に確認 させなが ら説明をす るとい った形態の授

業が可能 とな った。よ って、よ り学習者 にとって も実感 で きるプ レゼ ンテ

ー ションとなった
。以上 のスタイルで行 った授業についての学習者の感想

は、電子OHPを 利用す ることに対 して好評であ った。 ただ し、注意 を要

す る点 もあ った。 それ は、サ ンプル プログラムを見せて、実行 し、解説す

るという流 れを繰 り返 す と、電子OHP－ 辺倒になって しま うとい うこと

で ある。電子OHPの 画面 は、白黒であ り、OHPシ ー トを投影 した画面

よ り暗 くなる。よ って、長時間電子OHP画 面に集中させ ると学 習者が疲
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れて くるということであ る。

若干の欠点 はあ るが、情 報処理教育で は、説 明の対象 とな るソフ トを授

業の中に直接持 ち込む ことがで きるとい ったことは、有効 な手段 となる。

よ って、欠点を補 うよ うな運用で、電子OHP等 のマルチメデ ィアを授業

に活用すべ きで ある。以上の電子OHP活 用 の詳 しい報告は、中央情報教

育研究所で平成元年度 にまとめたr効 果的情報教育 システムに関す る研究

開発報告書』に記 載されている。

(2)情 報処理専門学校での事例

一70イ ンチ高精細映像 システムを使用 した視聴覚教育事例 一

「70インチ高精細映像 システム」は、大型高精細映像を利用 して効果的視

聴覚教育、各種 プ レゼ ンテー ション等 に使用す る目的で導入 した。

図2.2-4に 本 システムの概略的構成を示す。本 システムは書画、スラ

イ ド、 ビデオテープ、 フロッピーデ ィスク等 の各種 のメデ ィアの情報 を大

型デ ィスプ レイに投影で きた ものである。

このよ うな視聴覚 システ ムを導入するにあた り、主に次のよ うな点 にっ

いて考慮 した。

・特に知識や熟練が な くと も誰で も通常のAV機 器を操作す るような感

覚で使用で きること。さ らに教授者が講義 を進あ る上で操作が煩雑にな

り、講義 の進 行を妨げないこと。

・多 くの分野、 目的で 自由に使用で きる性質の ものであ ること。
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'・ ・ デ ィ ス プ レ イ を ・こ、、 と し た シ ス テ ム
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映像 システムは、70イ ンチ形高精細 デ ィスプ レイ、操作卓、高精細化装

置の3つ か ら構成 されてお り、教室の前方向か って左 隅に設置 してあ る。

隅に設置 したのは黒板の使用 を阻害 しないためであ る。教室の規模 は13.4

m、 横10.Om、 高 さ2.5mで 、本 システムを設置 した状態で約50名 が通常

の学習環境 を維持 して収容で きる。 また、6っ のス ピーカーを天井 に埋め

込んであ り、音声情報 を流す ことがで きる。(防 災上の観点か ら非常時 に

はシステムか らの音声情報 は遮 断され、非常放送が流れ るよ うにな って い

る。)

大型 デ ィスプ レイはス ク リー ンの後 ろか ら映像を写 し出す タイプの もの

で教材 を投影 している間、教室を暗 くす る必要がない。従 って学習者 はス

クリー ンの映像を見なが ら手元の資料を参照 したり、メモを とることが可

能であ る。

操作卓 は、操作パネル、カ ラーモニ タ、電源ユニ ッ ト、各種AV装 置 と

AVコ ン トローラか ら構成 されてい る。現在、AV装 置 は書画装置、VT

R、 テープデ ッキ、パ ーソナル コンピュータ、スライ ド映写装置を実装 し、

かっAVコ ン トローラの6つ の出力 ボー ドが空いて いる。 どのAV装 置を

投影す るかの選択 は操作パ ネルの選択 ボタンによ って行 う。 また、マイ ク

が設 けてあ り事業進行中に適宜使用で きる。 さらにマイ クか らの音声信号

とVTRや テープデ ッキか らの信号 は多重化 されてお り、VTR教 材 を流

している間に必要 に応 じて教授者が マイ クよ りコメン トを流す ことが可能

とな って いる。

① 書画装置を用 いた事例

一 視聴覚教材の作成工数の低減 と実物の提示 一

書画装置 は絵 や写真をそのまま大型 デ ィスプ レイに写 し出せる装置で

あ る。 これ は、OHPや スライ ドに代わ る装置であ る。従来のOHPは

シー トに転写す る必要があ り、さらに原色を忠実 に再現 しなけれ ばな ら

な い場合 はカラースライ ドフィルムに転写する必要があ ったが、本装置

はそれ らの手間を省 くことがで きる。但 し、経験的に文字 を提示す る場

合 は画面全体 に対 して400字 を超える と学習者が判読 しに くくなる。さ

れ らの点はOHPの 効果的使用手法 と何 ら変わ ることはない。
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また、A3版 程度 までの大 きさで薄い ものであれば、実物を提示す る

ことがで きる。例 と してIC部 品の提示、 フロ ッピーデ ィスクの提示等

で ある。情報処理教育 、特にハ ー ドウェア系の教育を進 めてい くと物理

的装置、部品を直接 、 タイム リーに提示す ると教育効果が上が る場面が

ある。

さ らに提示す る上 で、スケールを併置す ることは経験上非常に有効で

あると認識 してい る。実物を提示す る場合、 ズーム機構で適宜拡大 して

デ ィスプ レイに投影 するが、その際、学習者の大部分 は大 きさに対す る

感覚を意識 しないよ うであ る。 スケールの代わ りに身近 な製品、例 えば

鉛筆の先、 ライター等 を使用す るとよ り実感が湧 く場合があ る。

② パー ソナル コンピュータを用いた事例

パー ソナル コ ンピュータの画面を大型デ ィスプ レイに置 き換 える手法

は、 シュ ミレー シ ョンを提示す ると効果が上が る分野で有効である。例

えば言語教育 、特 にアセンブ リ言語教育等 で は命令の実行に対 するハ ー

ドウェアの動作 を理解す る上で効果が的であ ると考えて いる。

ところで、CAI教 育は一人一人にパー ソナルコンピュー タを与え 、

学習者個 々の進度で学習を進め る方式が一般 的であるが、学習の経過 と

共に学習者 間の学習進捗に大 きな差が発生 し、その差 に対 して どの よ う

に対応 してい くかが しば しば問題 になる。

これに対 してCAI教 材を大型 デ ィスプ レイに投影 し学習を進め ると

全員の進捗 を制御す ることがで き、かつ適宜教授者の コメ ン トも付 け加

えることがで きる。 この方法は通常のCAI教 育で実施す ることのある

学習者個 人の学習履歴 を採集す ることはで きないが、教授者が学習者 と

CAIシ ステムの仲介者 とな り、学 習者の反応を確か めなが ら授業 を運

営 していけば大 きな支障はないと考えてい る。

③ 書画装置 とVTRの 連携利用

一 視聴覚教材の提示 システムか ら教材開発 システムへの拡張利用法 一

書画装置 は、通常大型デ ィスプ レイに出力 しているが、 この出力を静

止画 として ビデオテープに取 り込 むことは当然可能である。 さ らにマイ

クよ り音声を吹 き込めば自作の ビデオ教材がで きる。 このよ うに して シ
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ステムを別の角度か ら捕 らえると単に視聴覚教材 を提示す るシステ ムか

ら視聴覚教材を開発す る システムに応用 し活用で きることに気付 く。

音声の ビデオ教材 はCAI教 材を 自作するよりも工数的 に容易であ る。

静止画は1画 面の文字数が多 くなり過 ぎないよ うに配慮 し、写真、図

表を中心に構成す る。説 明は音声 により行 う。経験よ り教材 と しての画

像の大部分は静止画で置 き換え られ、動画を必要 とす る場面 は少 ない。

ビデオ教材 はCAI教 材 と比較 し、学習 に対す る応答や学習記録が な

いが、手軽に 自作で きることと、最近のVTRの 一般家庭へ の普及 によ

り、視聴覚教室か ら自宅における視聴覚教育への拡大利用等 、将来有望

な手法であると考えて いる。

④ 情報 処理教育へ の適用例

ハ ー ドウェアの基本概念 に関す る科 目についての本 システムの適用例

を紹介す る。但 し、 ここで は一般 の集合教育 を想定 し、上記の ビデオ教

材の使用を除外 して考える。ハ ー ドウェアの基本概念を習得 させ るため

の一般的 カ リキュラムはデー タ表現 、中央処理装置 、記憶装置 、入出力

装置の構造 と動作原理か ら構成す る。

データ表現に関す る単元では、基数 の考え方や基数変換の学 習で は、

主 に書画装置を用いて行 う。 これ は板書の代替 と してOHPの 延長上の

位置付 けで使用す る。ただ し、講義 に際 し提示す る資料の情報量を予 め

十分検討す る必要があ る。 この場合、資料 は事前 に作成 されているため

板書に要す る時間が省 け教授者 にとっては効率的な講義運営が期待で き

るが、あ る限度 を こえれば学習者が講義の進行についていけな くなる可

能性 も発生す る。板書 に要 した時間は学習者の理解の促進 に役立つよ う

に活用 してい くべ きで、講義 の進行をいたず らに早 めるために使用すべ

きではな いと考え る。

中央処理装置、記憶処理装置、入出力装置な どの単元で は実 際にLS

Iの チ ップや磁気 テープ、 フ レキ シブルデ ィスクな どを状況に応 じて提

示す ることは非常 に有効であ る。 さ らにコンピュータ内部での命令実行

の流れな ど原理、動作 の理解が中心 になる部分で は シ ミュレー ションソ

フ トウ ェアを大型デ ィスプ レイに投影する手法 を用 いると有効で ある。

また、既存のCAIを 用いて も同様の効果が期待で きる。
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光 ディス クを加 えた視聴覚教材の開発

一 今後 の課題 一

本 システムはさらに光デ ィスク装置を増設 しての視聴覚教材開発方法

について考え る。

上述 と異 なる点 は、書画装置が得 た画像を ビデオテープではな く光 デ

ィス ク検索 キーと共 に納め る点である。周知の通 り光デ ィスクは大量 の

情報を格納で きるので、 これ を利用 して教材 に利用で きる画像 をその

「バ ンク」 トして随時蓄えてい く。1っ の教材を制作す るときは光 デ ィ

スクに納め られて いる画像を検索 しなが ら適切な ものを選 び、それ らを

「っなぎ合わせ」て編集 してい く。編 集 しなが らビデオテープに記録 し、

音声を付加 して完成す る。 このよ うな手法を用 いることによ り一層能率

的に教材 開発を行 うことがで きるよ うにな る。

以上 、単一的視聴覚 システムか ら複合的、汎用的 システムへ、受動 的

システ ムか ら能動 的 システムにな るよ うに、 また、教授者 に対 して教 材

準備及び システムの運用が円滑 に行えるよ うに考 えて導入、活用 して き

た。今後、 この システムを さらによい ものにす るために光 ディス ク等の

増設をは じめ として開発を継続 してい くべ きであ ると考えてい る。
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2.2.2マ ルチメデ ィアを活用す るソフ ト

川 動画 ・音声を利用 した教材 ソフ ト

ここで は、マルチメデ ィアの特徴を授業に活かすための教材作 りとい う

話題を取 り上げてみ る。集合教育の大 きな問題 として、聞 き手の資質の違

い、すなわ ち 「レベ ル差」の問題が ある。 「レベル差」を埋める方法 とし

て、 プレゼ ンテー ションの内容をイメージ化、具体化 して表現す ると良 い

と言われて いる。そ して、 この ときマルチメデ ィアを使 うと、イメー ジ化、

具体化をはか るのにアニ メー ション、 シミュ レー ションとい った手法が利

用で きる。 当然,ア ニ メーションは連続的な イメージ情報を提供す るもの

であ り、 シミュ レー ションは疑似体験を通 じて具体的な情報を提供す る も

のであ る。

それでは、 アニメー ション、 シ ミュレー ションを活用 して、授業の内容

をイメー ジ化、具体化す るのに適 した場面 とはどん な時であろ うか。た と

えば、 「百聞 は一見 に しかず 」と言 う言葉が あるよ うに、言葉では表現 し

づ らい現象や過程 をアニ メー ションを使 って見せ るという場面が考え られ

る。また、実際 には見ることので きない現象や過程(た とえば、電子の動

きや星の動 きなど)を 、アニ メー ションや シ ミュ レー ションによ り見せ る

場面が考え られ る。すなわ ち、個人 によ って理解の差が生 じるよ うな難 し

い内容 に対 して、イ メー ジ化や具体化を して分か りやす く伝えるとい う場

面での利用が重要であ る。

ところで、集合教育の問題点 として は、 「レベル差」以外に、受講者 の

注 目を引 き付 けることと、その注 目を長 く持続 させ ることも重要な問題

である。すなわち、 「注意 の獲得」 といった問題で ある。注意を獲得す る

ためには、学習者 をプ レゼ ンテーシ ョンに巻 き込む ことや、プ レゼ ンテ ー

ションにメ リハ リをつ けるといった工夫が必要である。巻 き込みやメ リハ

リといた ことにマルチメデ ィアを使 うとどん な工夫がで きるだろ うか。そ

の1つ の回答が、 ファ ミコンに代表 される コンピュー タゲームである。 コ

ンピュータゲームの面 白さは、自分が主体 とな って参加 し、その結果(勝

敗)が 目に見えてす ぐにわか り、アニ メーシ ョンや効果音 によ り表現が豊

かであることが上げ られ る。
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とい うことは、プ レゼ ンテー ションの中 にゲーム感覚で学習者を参加 さ

せ る場面を取 り入れ るとい った ことが考え られ る。また、単調 な内容に対

して、 コンピュータを持 ち込む ことで多様な表現方法を実現 し、飽 きさせ

ないよ うにす るとい うことも考え られる。

それで は、いま述べた

① イメージ化

②具体化

③巻 き込み度の増大

とい う3っ の観点か ら、マルチメデ ィア教育を実施するために作 られた教

材を紹介 しよ う。

① イメージ化 をはか る教材

山口県下 関中央工業高校 の船岩 充先生が開発 した教材を紹介す る.船

岩先生の教 え られてい る土木科では、 トンネル、ダムな どの施工法 に関

する内容があ る。そ して、その施工法 にっいては、 トンネルの掘削工法

1つ を取 って も色 々な方法があ る。よ って、それぞれの掘削工法 にっい

て単 に教科 書的なまとめ方で説明するだ けで は、それぞれの特徴や違い

を生徒が実感するには困難であ った。や はり、 トンネルの掘削工法を説

明す るな らば、それぞれの掘削工法によ り掘 り進む様子を見せ、その特

徴 を説明す るのが一番効果 的であ る。

以上の観 点か ら、 トンネルの掘削工法の内、 シール ド工法、推進工法

と呼ばれ る工法 をアニ メー シ ョンで見せ る教材を開発 した。図2.2-7

は シール ド工法の アニ メー シ ョンの1画 面で ある。図2.2-8は 推進工

法の アニ メー シ ョンの1画 面である。 これ らの教材 は 「TURBOPascal」

と呼ばれ るパ ソコン上 のプ ログラ ミング言語で開発 されている。
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'・推 進 ジ ヤ ツ キ

図2.2-7シ ー ル ド工 法 アニ メ ー シ ョンの1画 面

推進工法 ■

図2.2-8推 進工 法 アニ メー シ ョ ンの1画 面

ところで、 この教材の特徴 は、教室では とて も見せることので きなか

った話題をマルチメディアを利用す ることで見せ ることが可能 とな った

ことだ。ただ、 ビデオを使 って実 際の工事現場の様子 を映像で見せ ると

いう方法 も考え られ る。 しか し、実 際の工事現場の様子 をそのまま見せ

た場合 、その映像 には工法の特徴 的な様子以外 の動作が多 く写 り、映像

か ら特徴 を見つ け出すのが困難である といった事態 にな りかねない。よ

って、 この教材のよ うに、工法の特徴 を見せ ることに絞 り込んで開発さ
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れた教材の方が有効で はないだ ろうか。同 じ動画で もアニ メー シ ョンと

映像で は情報量が違 う。であるか ら、それぞれの有効場面の使い分 けを

考えてい く必要が ある。

② 具体化をはか る教材

ある操作 とそれ により起 こった現象を具体的に確認 させたい とい った

場合、 いつで も操作 と現象を授業の場に持 ち込 めるとは限 らない。 たと

えば、対象 となる機器や装置が無い場合や、誤操作をす ることで機器が

壊れ たり危 険が伴 った りす る場合や、装置を持 ち込む ことがで きなか っ

た りす る場合が考え られ る。そんな時に、マルチメデ ィアがあれば、操

作 によって起 こる現象 を シミュ レーシ ョンして具体的 に確認 で きるよ う

にす ることが可能 である。

この よ うな観 点で、北海道立釧路工業高校 の森満美信先生 が開発 した

教材がある。その教材 はステ ッピングモ一夕と呼ばれ るモー タを、 プロ

グラ ミング言語(実 際には,C言 語)を 使 って制御す るための ものであ

る。図2.2-9に 示す ようなモータを制御す るためのプ ログラムをパ ソ

コン上で 作 り、それを実行す るとパ ソコン上 に図2 .2-10で 示す画面

が現れ、プログラムに従 った動 きをみせて くれ る教材で ある。 当然 、間

違 った制御プ ログ ラムを作 ると、モータが誤動作を起 こす様子が確認で

きる。 この教材 は、rTURBOC」 と呼ばれ るパ ソコン上 のプログラ ミン

グ言語で開発されて いる。

/*ス テ ッ ピ ン グ モ 一 夕 の 制 御(1相 励 磁)サ ン プ ル プ ロ グ ラ ム ー1-

〔ト・一ーータ ル ・シ ュ ミ レ ー シ ョ ン〕oct.15Y.Morimitsu卓

#include"SIM98.h"/寧"TCB98.h"を 含 む'/

main()

(

unsignedchardata=Oxl1;

/章outportb(CWRP1,0×82)・/outputb(CWR_Pl,0×82):

while(1)

(

outputb(PORT_Al,date);

if(keyhit())

break;

)

outPutb(PORT_Al,0×00);

)

/.outportb(PORT

date=(date>>7):(date>>1):

/廟(kbhit())./

図2.2-9

Al,date)./

/*outportb(PORTAI,date)./

制御用サ ンプルプログラム
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図2.2-10ス テ ッ ピ ン グ モ 一 夕 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 画 面

ところで、パ ソコンにモータを制御 させ る場合、実際に機 器を用意す る

とい った ことが考 え られ る。 しか し、その機器のサ イズや動作 が余 り大 き

くないので、教室 に1セ ッ ト持 ち込んで見せ るには不適 当であ る。 また、

その授業 の後、生 徒に実習を行わせ るには、セ ッ トが何十台 も必要 になる。

その点、森満先生 の 自作 した シ ミュレータの場合、 シミュレータソフ トの

入った フロ ッピデ ィスクを生徒分用意す るだけで済み、 また、管理 も簡単

である。よ って、機器の台数が多 く用意で きなか った り、多人数の前で見

せるには不適切で あ った りす る場合 も含めて、マルチメデ ィア教材を適用

す ると有効であろ う。

③ 巻 き込み度の増 大をはかる教材

学習者 の巻 き込み とい った局面で使 う教材 も考え られ る。すなわ ち、学

習者 に発問 し、回答を コンピュー タに入力 し、その結果を コンピュータで

示す とい った教材であ る。そ して、その結果を示す場合 も、動画や効果音

とい った伝達情報 を活用する ものである。そ う してで きた教材 は、受講者

に取 って1種 の コ ンピュータゲームに近 い感覚 となる。やは り、授業 をす

るとき、 「分か りやすそ う」、 「面 白そ う」といった感 じを与えない と学
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習者 を引 き付 ける ことは難 しい。

茨城県立下館工業高校の高橋俊英先生の開発 した教材 は、そんな観点に

着 目した もので ある。内容 は電子工学科で学習す るTTLと 呼ばれ るIC

の機能 を シミュレー ションす るものである。 この教材で は、図2.2-llで

示 される画面が は じめに出て くる。ただ し、 この図には、 まだ配線が され

てない。 よって、どの箇所 を配線す ると良 いかを考えさせ、 マウスを使 っ

て各電子部品を配線す る変わ りに線で結ぶ。 そ して、配線が終了す ると、

その配線 に電気 の流れ る様 子が シ ミュレーシ ョンされる。 この とき、効果

音が流れ、配線 が成功す ると図2.2-12の よ うに中央 のLEDと 呼 ばれ る

電子部品が点灯 す る。 もし、失敗すれば点灯 しない。 この教材 はrBASIC」

で開発 された。

論理 回路 シミュ レーション (2-5TTL7qしSO4)

(6{笈〕,2〔 〕〔〕)P合点

14 13 1211 10 9 8

74LSO4

1 4 7

LED

口 白 鷺
A A4AFo烏307

8255FPI

始点を左 クイックして下 さい。 軍ミ

図2.2-11TTLシ ミュ レー タの初 期 画 面
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3Te)幣

/

図2.2-12TTLシ ミュ レー タの 実 行 画面

この教 材 は、TTLの 学 習 終 了後 に、 生 徒 の理 解 を 確認 す るた め に利 用

され る。 生 徒 の 回答 の成 功 と失 敗 は、 動 画 と効 果 音 で 確認 で き る。 そ の様

子 を 想像 してみ る と、生 徒 は授 業 とい うよ り、 ゲ ー ム とい った もの に近 い

感 覚 で参 加 して い るので はな いだ ろ うか 。 よ って、 この よ うな場 面 を うま

く考 え て い き、 今 まで にな い注 目を集 め る プ レゼ ンテ ー シ ョンを実 現 す る

こと は意 義 の あ る こ とだ と思 う。

(2)マ ル チ メデ ィアを利 用可 能 にす る ソフ ト

①Authorware

Authorwareは マ ル チ メデ ィア に関す る分 野 で応 用 性 の あ る ソ フ トウ ェ

アで あ る と思 わ れ る。

大 き くObjectAuthoringMultimediatools,Multiplatformarchitec-

tureの3っ の機 能 か らな る。

ObjectAuthoringの 機 能 で の特 徴 は ア イ コ ンを使 用 して オ ーサ との イ

ンタ フ ェー スを 良 く し、 い わ ゆ るオ ー サ リング環 境 を高 め て い る こ とで

あ る。

Multimediatoolsは テ キ ス ト、 グ ラ フ ィ ッ ク、音 声 、 アニ メ ー シ ョン

や ビデ オ な どの動 的 ア プ リケー シ ョ ンを統 合 す る機 能 を 有 して い る。
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MultiplatformarchitectureはMacintosh上 とwindows上 の両 面 の 環

境 を提 供 し、 デ ー タベ ースや ネ ッ トワー ク との外部 イ ン タ フ ェー ス も可

能 で あ る。

②MacromindDirector日 本語 版

MacromindDirector日 本 語版 はMacintosh上 で動 作 す るマ ル チ メ デ ィ

ア ・プ レゼ ンテ ー シ ョン作成 ソフ トウ ェアで あ る。

構 成 は 「ス タ ジオ 」 と 「オ ーバ ー ビュー」 とい う2っ の モ ー ドか らな

る。

「ス タ ジオ」 と呼 ばれ るモ ー ドで は、 アニ メー シ ョンそ の もの を編 集

す る。完 成 した アニ メ ー シ ョンは フ ァイル に保 存す る。

「オ ーバ ー ビュー 」 と呼ば れ るモ ー ドで は 、作成 した アニ メー シ ョン

を上 演 す る順 を決 め た り、 特 殊効 果 を 加 え た りす る。

「ス タ ジオ 」の 利 用 は、 まず絵 を描 くこ とか ら始 め る。 これ に は描 画

用 の ソフ トウ ェアが 付属 して い る。 また 、絵 は他 の 応用 ソ フ トウ ェアで

描 い た もの の流 用 も可能 で あ る。

描 画 が終 了 した らコマ に貼込 む作 業 に は い る。 各 コマ に どの よ うな貼

込 まれ て い るか は、 ス コア ウ ィ ン ドウ と呼 ば れ る ウ ィ ン ドウで 一 覧 す る

ことが で きる。 これ は アニ メ ー シ ョン全 体 を管 理 す る たあ の 表 で あ る。

どの よ うな絵 が貼 込 まれ て い るか 、絵 が 前 の コマに対 して どの よ うな動

きに な って い るか 、 どの よ うな効果 が 指 定 され て い るか 、色 の選 定 は ど

うす るか 、絵 が 重 な る と きの 透 明 、不 透 明 の指定 は ど うす る かを 確 認 で

き、修 正 で きる。 また複 数 の コマ 、複 数 の絵 に渡 り、 カ ッ トエ ン ドペ ー

ス トが 可能 で あ る。

音 や効 果 は、 ス コア ウ ィ ン ドウ と呼 ばれ る ウ ィン ドウで 各 コマ に つ い

て 書 き込 む 。音 は マ ック レコー ダ とい う市販 の 記録 装 置 を 介 して 、Mac-

intoshに 保存 した もの を使 うこ とが で き る。 また マ ッキ ン トー ク とい う

画上 の英 文 を音 声 に変 換 す る仕 掛 を 使 う こと もで きる。

コマの生 成 は、作 成工 数 が 削 減 で き るよ うな機能 が 備 わ って い る。 例

え ば 物体 が 移動 す る場 面 を作成 す る場 合、 最 初 の位 置 と到 達 す る位 置 等

を 指定 す れ ば途 中 の コマ は、計 算 され 生成 され る。拡 大 、縮 小 、回 転 等
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の変形 、位置の変化 も同様であ る。 さ らに棒 グラフが順次せ り上が って

い く機能 などプ レゼ ンテー シ ョンで よ く使 われ る もの も準備 されて いる。

① 、② の例 は、従来 よ り非常 に工数 を要 し、一般の教育現場での製作 は

現実的で はない と考えていたCAIコ ースウェアの 自作を、容易 とし

て くれ る環境を作 り出す ツールと して期待で きる。

特 にマ ン ・マ シ ン ・イ ンタフェースに関 して考え られて お り、生産性

と操作性 の向上が期待で きる。 また多 くの学習分野で応用で きるよ うに

設計 されている。

さ らに① にっ いて重要 な点 は他の システムとの互換性を考えて いる点

で ある。 これは教育現場 に限 らないが、 システムの違 いによ って情報資

源が活用で きない事例はよ く発生す る。教育現場で も既存の資源 を多角

的に活用で きることは非常 に有効で ある。

今後 、教材資源が増え るに従い教材のデー タベ ース化が必要にな ると

考え られる。その際、 どの システムで作成 された教材で も互 いにあ る程

度 自由にかつ簡単に検索で き、 タイム リーに教育現場で活用で きること

が肝要 となる。

(3)マ ルチメデ ィアを活 か したデ ィスカ ッシ ョンの今後

マルチメデ ィアを活か したデ ィスカ ッシ ョンの今後について豊橋技術科

学大学の大岩先生 のKJエ デ ィタに関す る論文 を中心に考察す る。

KJ法 は、 カー ドを用いて情報を管理 した り、操作 した りす る種 々の方

法の中で、最 もよ く知 られている方法の一つである。本方法 は1967年 に文

化人類学 者で ある川喜 田次郎氏が考案 した ものである。具体的 には

・問題 として いることに関する情報をカー ドにす る。(カ ー ドの発生)

・関係のあ るカー ド群 をまとめ グループ化す る。(グ ループ分 け)

・グループ、カー ド間で関係がある場合は線で結ぶ。(関 係付 け)

・完成 した図解 を見なが ら、それを文章化す る。

の4ス テ ップか らなる。

KJエ デ ィタの基本機能 は、

・CRT画 面 にカー ドを表示 し、マウスを操作 して これ らのカー ドをC

RT画 面上で移動す ることがで きる。
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・CRT画 面上で は、カー ドを何枚 も重ね ることがで く。 また、何 枚か

重な っているカー ドの下方 に埋 もれて いるカー ドを重な って いるカー

ドの最 も上 に瞬時 に取 り出す ことがで きる。

・いつで もカー ドを新 たに発生 させる ことがで きる。

・何枚かのカー ドを まとめて グループを形成す ることがで きる。 また、

グル ープ 自身 もグループ化す ることがで きる。(階 層 的 グループ形成

がで きる)

・グループ、カー ド間に関係があ る場合 は、関係線で両者 を結び、その

ことを示す ことがで きる。

・システム上 にで き上が ったカー ド、 グループ、関係線 か らなる図解を

フロ ッピーデ ィスク上 にフ ァイルと して保存することがで きる。また

逆に ファイルを システムへ読 み込 む ことがで きる。

・システム上でで き上が った図解 をプ リンタで印刷す ることかで きる。

大岩先生 は、 さ らに このKJエ デ ィタを人間の想像的活動 を支援す る計

算機作 りの位置付 けの元、 「文書作成支援 ツール としてのKJエ デ ィタ」

と題 して報告 して いる。 この中では上記の機能 に加え、KJ法 の最終 段階

である文章化で、作成 され た図解 よ り文章を作成するための支援機 能の設

計 について触れて いる。

マル チメデ ィアを活 か したディスカ ッションの今後 にっいて このKJエ

デ ィタは有望 な ものの一つで あると考 え られる。マ ン ・マ シン ・イ ンタフ

ェースが向上 し、ネ ッ トワー ク機能が付加 されて くれば多 くの場面 で応用

で きるよ うになると考 える。

例えば、KJ法 を用 いて数人である問題を考え る場合 、メ ンバーが 各々

遠隔地にいて も互いにネ ッ トワー クを使 ってカー ドを集めることがで きる。

具体的には企業内で企画室がある問題を解決 しよ うと した場合、社 内の各

部署 に対 して社内LANな どでテーマを投 げかけ、それ に対す るカー ドを

回収す るといって方法であ る。

今後、通信の発達 に伴い遠距離で互 いに同一 目的の仕事をす る環境が増

してい くと思われ るが、互 いの意志 の疎通 を図 るために このような方法 は

有効的であ ると考え る。
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また、情報処理教育の現場で は、 システム開発 などの実習な どにお いて

システム仕様を決定す る場面 で活用で きれば実習の効率が向上するであろ

う。

2.2.3マ ルチメデ ィアを使 った教育の今後

(1)マ ルチメデ ィアを活用 したプ レゼ ンテー ションの今後

マルチメデ ィアの将来 を占 うには、教育用 データベースとい った ものの

充実が、重要な鍵を握 って いるよ うに思われ る。なぜ な ら、マルチメデ ィ

アの教育への活用 を容易にす るためには、教材が手軽に得 られ る環境が必

要だか らだ。た とえば、いろいろな動物の動画が入 った動物図鑑 のよ うな

光 デ ィスクがあ ったとす る。 そ うす ると、動物 の話をする とき、その光デ

ィス クを使えば、容易に連続的 イメー ジ情報を授業 に持 ち込む ことがで き

る。事実、教育用の光デ ィス クはい くつか商品化 されてい る。 よって、後

はそれが充実 して くれば、多 くの分野で活用で きる環境になるであろ う。

また、 こん な研究 もなされている。それ は、放送教育開発セ ンターが行

っている もので、放送大学の持 つ放送用テープなどの映像音響資料を、各

教育機関で共 同利用で きるようなデータベースの開発であ る。現在では、

それ らの映像音響資料 を光デ ィスクに保管 し、 ライブラ リとす る方向にあ

るよ うだ。 しか し、将来的 には、デ ィジタル通信回線 を使 って、各地か ら

その ライブラ リを利用で きるようなサー ビスも行 う構想が あるよ うだ。 ま

た、そのデータベースを利用者が手軽 に活用で きるようにす るため、多 く

の放送用 テープの ライブラ リの中か ら、望むテープを短時 間で検索で きる

よ うな手段を考案 している。 この放送教育開発セ ンターで行 っているよ う

な教育用データベース作 りが進めば、ます ますマルチメデ ィアの教育活用

が容易にな って来 るであろ う。 たとえば、将来の教室で は、教室のマルチ

メデ ィア化 された コンピュー タとライブ ラ リを通信回線で結 び、豊富 な映

像音声資料か ら必要 な情報を リアル タイムに情報を受 け取 り、授業に反映

で きるようになるので はないだろ うか。その究極的な ものが、ハ イパーテ

キス トの構想で ある。ハ イパーテキス トとは、テ ッ ド・ネル ソンが1960年

代に唱えた考 え方であ り。 これは、紙 とい うメデ ィアを使 った本の場合、
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一 方通 行 の情 報 提 示 で あ り
、 直線 的 な ス トー リー構成 で あ るこ とか ら、 こ

れ らの点 を 改善 す る ことを 目的 と した もので あ る。す な わ ち、 コ ン ピュー

タ と対 話 しなが ら、 必 要 な情 報 を取 り出 して 読 書(?)を 進 め て い くこ と

が で きる メデ ィアで あ る。 この構 想 は更 に発 展 し、現 代 で はハ イパ ーテ キ

ス トを ネ ッ トワー ク化 し、 世界 規 模 の オ ンラ イ ン図書 館 構想 とな って い る。

ま た、 マ ル チ メデ ィ アの将 来 を 占 う も う一 つ の鍵 は、 マ ル チ メデ ィアを

統合 す る コ ン ピ ュー タ とそ れ を利 用 す る環 境 の 普及 で あ る。現 在 す で にハ

イ パ ー メデ ィア とか マ ル チ メデ ィア とい った 言 葉 でパ ソ コ ンを考 え るよ う

に な って きて い る。 よ って 、光 デ ィ ス クを は じめ色 々な装 置 か らデ ー タを

共通 的 に取 り扱 え るよ うに な る こ とは 間違 い な さそ うで あ る。事 実 、 ア メ

リカの代 表 的 な パ ソ コ ンMacintosh(マ ッキ ン トッシュ)で は、AV機 器 か

らの デ ー タを 共 通 的 に取 り扱 え るよ な プ ラ ッ トホー ム(ハ ー ド、OS、 イ

ンター フ ェー ス)の 整 備 が 急 速 に行 わ れ て い る。 この よ うに、パ ソ コ ン環

境 も整 備 さて い け ば 、豊 富 なAV教 材 か ら、 マ ル チ メデ ィアの教 材 を編 集

す る ことが で き る。 ま た、 マル チ メ デ ィアを統 合 す る環 境 と して 、 「Wind

ows3.0」 が 登 場 し、 マ ル チ メデ ィア教 材 を 開 発す るオ ーサ リング ・ツ

ール と してrAuthorware」
,rMacroMindDirector」 が 出来 上 が って

い る。 さ らに、 コ ン ピュ ー タ、環 境 、 オ ーサ リ ング ・ツ ールが 充実 して い

け ば、 マ ル チ メ デ ィア を利 用 す る教 育 が 容 易 に可能 とな るの もそ う遠 くな

い話 で あ る よ うに思 わ れ る。
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2.3新 しいCAIの コ ン セプ ト

2.3.1CAlの 位置づ け(価 値)

従来の研修では20人 とか30人 の学習者を相手 に一人の講 師が抗議 をす

るとい う 「一斉集団授業」の形態が殆 どであ った。学習者一人ひ とりの能力

と学習ペースを見極 め、 これに基づいて個 々の学習者 に適切な指導をすると

い うことは、ベテラ ン講師 に とって も、神業に近い ことであ る。

そ こで、CAIで は こうした学習者 を救済で きる道具 と して活用で きそ う

であ るとい う考 えがでて きた。学習内容 をよく理解 した り問題 に正 しく答 え

なければCAIで は先へ進めないようになっている。従 って、一斉授業のよ

うによ く理解 しない うちに先へ進んで しまうということはない。

・集団教育の一つ の問題点を解決する方法→→個 別学習形態

(双方向の機能を付加 す る)

↓

CAI

が出現 して きた。

2.3.2CAlの 利 用形態の変遷

CAIは 授業や教 師の代わ りをす るという考えがあるが、それは教師の授

業をそのままCAIに 載せ るとい うことで はな く、CAIは 学 習者一人ひ と

りの授業 を支援す るものであ る。CAIの 長所 と しては、

・学習者 の個人差 に合わせ られ る。つま り個人 に即 した学習がで きる。

・教師の レベルに左右 されない。教材にはそれぞれ一番わか りやす い教授 法

があ り、それが教 師の レベルに左右 されずに実現 できる。

・時間的推移 に伴 った説明がで きる。学習者の理解 力に合わせたペ ースで学

習で きる。

・体験学習(実 験、 シミュ レー ション)が できる。教科書 の抽象的概念 の体

・験

・情報の多 さ、多様 さを活用 し、図書館 、博物館的な役 目を果たせ る。

・視覚教育。モデル図、表、 アニメーション。
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な どがあ り、座学で は得 られ ない長所があ る。

個人 に即 した学習がで きるというの は、いままでの教授法が まるで変わ っ

て くるもの と考え られ る。それ は、今 までの学習 は、多人数の学習者 を対象

に した ものであ るか らであ る。新 しい教育では個人 に即 した効率 よい学習 を

望んでいるのであ る。

新 しい教育 とは学 習者の心理 を分析 し、脳に直接作用する ものであ る。

っ まり、教材が どのよ うに学習者の知識 にな るのかを考 えてその知識 にな

るまでのフ ェーズを助ける ものである。

日本で実際に実用的に普及 したCAIに はチュー トリアル/ド リル形態が

多か った。

チ ュー トリアル型 は新 しい概念を説明す る ことを中心 に、かっ適切 な質問

を変えて理解 を確認 しなが ら進めてい く方 法で あ り、習熟 よりも習得 向 きで あ

る。

ドリル型 はすでに学習 した知識を維持 し、よ り確かな ものにするための演

習 を行い習得 よ りも習熟 に向いて いる。

将来 もこのチ ュー トリアル/ド リル形態のCAIは 出現 して くるだ ろう。

しか し、 この形態のCAIは もう終 わ った とい う見方 もある。少な くと も

工夫が必要で あろ う。

訓練のよ うな内容の ものはCAI向 きで あるが、知識集約型の内容 の もの

は衛星教育 の方が生産性が高 い(一 回の教育で大勢 の受講者が受 けられ る)

と考え られる。

最近で は、CAIに 「教 師の肩代わ り」 とか 「授業の代替」 という考 え方

か ら変わ って きていることや、CAIのrI(instruction)」 は 「L(larn-

ing)」 やrT(training)」 へ と変わ りっつあ る。

2.3.3今 後のCAlに 期待するもの

・メデ ィアを利用す ることによ って 「個別学習形態 」の コンセプ トにどの よ

うに係わ って いるか(個 別学習形態に逆行す るものか)。

-CAIに 使われるパ ソコンや ビデオ、CDな どの教育 メデ ィア も高機

能 な ものが次 々に開発 されて いる。 これ らは、主 に個別学習を中心 に
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利用 され て い るか 。

・あ くまで も学 習 支援 の ツ ールで あ る とい う考 え 方 に立 って い るか 。

(1)マ ル チ ・メデ ィア

1990年 は マル チ ・メ デ ィアの時 代 と言 わ れて い る。 文 字 や グラ フ ィ ック

だ けで な く今 まで コ ン ピュー タが 苦手 と した音 声 や映 像 とい った メデ ィア

を 扱 う ことで 、 臨場 感 の あ るアプ リケ ー シ ョンを提 供 しよ うとす る もので

あ る。

'①
マル チ ・メ デ ィアへ の動 き

パ ソ コンや本 、 デ ー タベ ース ・サ ー ビス、CAIシ ステ ムな どの ア プ

リケ ー シ ョンが 徐 々に マ ル チ ・メデ ィアの 方 向へ 進 ん で い る。 コ ン ピュ

ー タに映像
、音 声 な どを加 え る ことで 、今 まで の 本 や テ レ ビに勝 る対 話

性 や 臨 場感 を各個 人 に 向 けて提 供 す るの が ね らいで す。

マル チ ・メ デ ィア を教 育 に取 り込 む と い う ことは数 値 、 文 字 、 グラ フ

ィ ック とい った今 の コ ン ピュー タで処 理 で きる情 報 に加 え 、音 声 、 映像

な どの 時系 列 デ ー タを互 いに 関連 付 けて 同期 させ て扱 うこ とに な る。

映像 や音 とい った時 系 列 デ ー タは、 コ ン ピュ ー タで は利 用 しに くい た

め 、現 在 は マル チ ・メ デ ィア を用 い た アプ リケー シ ョ ンの開 発 に時 間が

か か って い る。

マ ル チ ・メデ ィアで 何が で き、何 が よ くな るか と い う と、 「本が コ ン

ピュー タ と映 像 を 用 いた ビデオ ・ブ ック的 な もの に な る」 と い うよ うな

夢 が あ る。

最 近 の動 向 と して 、次 の よ うなCAIが 出現 して きて い る。

一 ビデ オ に よ る 自然 画 や コ ン ピ ュー タ ・グ ラフ ィ ックスを 多 く取 り入 れ

た もの(ボ ー イ ング社 、 ア メ リカ ンエ ア ラ イ ン社 、IBM、 コダ ック、

AT&T)。

一 最 近
、 出現 して きた マ ル チ ・メ デ ィア型CAIは 文 章 や 図形 や 音 声 や

映 像 な どを 自由 な長 さで 扱え るよ うにな って い る。

-ISDNを 利用 したCAI等
、PersonalCommunication(ネ ッ トワー

ク型が 必 須)が とれ るCAIが 今 後 、普及 す るだ ろ う。

-CD
,CD-ROM、CD-1(対 話型CD)を 融 合 したCAI。
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CDに 関 して、CD,CD-ROM、CD-1と 段 階を追 って拡張 さ

れて きた コンパ ク ト光 デ ィス ク。CDは 読 みだ し専用の光デ ィス クの

ことであ りオーデ ィオ用であ る。 これにエ ラー訂正機能やフ ァイル構造

を加えた コンピュー タ用CDがCD-ROMで 既存のパ ソコンに接続 し

て利用す る。 これをさ らに拡張 し、CPUや 基本 ソフ トウェアまで包含

したオーデ ィオ ・ビジュアル専用CDパ ソコ ンとい う構想がCD-1で

あ る。

DV-1(DegitalVideolnteractive)と はCDに 動画を帯域圧縮 し

て入れる技術で 、画質は ビデオ ・デ ィス クに劣 るが、それ以外の機能 は

ビデオ ・ディスクと同等で ある。

②CD関 係の教育利用

電話帳や広辞苑 あるいは大量の試験問題 をおさめ学習者の レベル にあ

った問題 を選択 、出題 した り、 巨大な参考 資料 データベースをおさめた

デ ィジタル参考書 として利用 してい る。

音声、画像 とプログラムを組み合わせて利用 し、た とえば業務訓練、

シミュレー シ ョン、あるいは旅行案内 といった応用が可能で ある。

マルチ ・メデ ィア、データ ・ベース、つ まり、画像音声を統合 したデ

ータ ・ベ ース利用が可能 となりそのCAI活 用が大 きなテーマとな る。

またネ ッ トワー クと併用 し、 ホス ト側 か ら最新の資料を送付 した り、

学習結果を収集 し全体評価 の うえ流れを制御す るような利用形態 もあ る。

メディアを利用 した教育は企業内教育においては成功す るだろ うと考

え られている。それは、学校教育における児童 ・生徒たちよ りも企業人

の方が学 習意欲が高いと思われてい るか らである。

・新 しいタイプのCBT(IBMのlnfoWindow ,WICAT,CDC

等)

・航空 会社における実機訓練や フライ ト・シミュレータによる教育→CBT

・セールスマ ン

・セールスマン、代理店教育、顧客へのデモ ンス トレー ションなど販売

促進に関係す る教育→CBT

・CBTに よって教育訓練を実施 した場合、 もっとも重要 なことは学習

効果 とコス トであ る。
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(2)ゲ ーム

コンピュータ ・ゲームを しなが ら学ぶ ことがで きた ら。 コンピュー タ教

育 は歴史が浅 く、新 しいコンピュータ技術を教育支援 システムにどのよ う

に反映す るかの方法論が確率 していないため、本格的には普及 していない。

しか し、 ビジネス ・ゲームなどの分野で はコンピュータの利用が進 む一

方、教育心理学 、教育工学 などの分野で は基礎的 な研究が盛ん に行われ て

お り、 これ ら教育 サイ ドとコンピュータおよび ソフ トウェアなど、産業 サ

イ ドで進んで きた研究を統合 し、教育方法論 に基づいた教育 システム研究

・開発が課題 とな って いた。 ゲーム ・ソフ トは絵や音声を入れてゲーム ・

ス トー リーを理解 させ る学習提示情報 と、学習者がゲームの主人公 とな っ

て学ぶ方式による学習制御 の二つの要素でな りたっている。

最近く流行の コンピュー タ ・ゲームを大 きく分類す ると次のようにな る。

・Shootingゲ ーム

・RolePlayingゲ ーム

・Actionゲ ーム

・Simulationゲ ーム

・Adventureゲ ーム

ドラ ゴンクエス トはRolePlayingゲ ーム、スーパーマ リオはActionゲ ー

ム、Populous、SimCityはSimulationゲ ームの範 中に入 るものと思われ る。

今 回は、特 にCAIで はなか実現 して いないが 、世 の中ではこのよ うに

面白 く学習で きる教材が多 く出現 して いることに注 目し、教材の内容 を中

心に紹介す る。

①SimCity(試 験管都市)都 市経営 シ ミュレーシ ョン

都市作 りの最初か ら自分の手で作 るゲーム。

人間の理解 のおよぶ範囲をはるかに超 え、 巨大な存在に発展 した大都

市の全貌をデ ィスプ レイ上に表示 し、た った一人の人間の手にすべ ての

管理をゆだね るシ ミュレーションである。都市計画のすべてを一人で決

めてい くため、資金 は住民が税金 と して払 って くれる。試験官の中 に作

られた都市を相手 にさまざまな実験を繰 り広 げ られ るよ うにな っている。

しか し、 この試験官都市に住む小 さな住民た ちは、なかなか気むずか
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しい。住居 、工場、商業 などの用地の不足、交通渋滞など次 々と文句 を

突 きつけ られ るて くる。都市が うま く機能 している間は住民 もいろいろ

な建物を建て、都市建設 に必要 な コス トを負担 して くれ る。都市 は発展

の軌道にの りだす。未来 は明 るく輝いて見え始 めるのだ。 しか し、都市

の発展に伴 って内部 か ら矛盾を湧 きださせ ると、環境 の汚染や犯罪の増

加などいろいろな問題が発生 して くる。 これ らの問題 を包含 したまま、

都市 は成長を続けてい く。 この壮大で美 しい矛盾の管理がプ レーヤに与

え られた課題であ る。

②SimEarth

地球上生物を正 しく進化 させ よ うという地球環境 シ ミュ レー ションで

あ る。

③Populous

最近、テ レビの コマー シャルで宣伝 してい るゲームで ある。

神 と悪魔が君臨す る創世記時代を舞台に した シ ミュレー ション ・ゲー

ムである。 プ レーヤは全能なる神 とな り、地上で敵対す る2つ の種族の

人間たちの一方に力をか してその種族 を発展 させ、地上世界を統一 させ

るというゲームである。 しか し、プ レーヤが神の種族 に対 して加護をふ

るまえば、 コ ンピュータは悪魔 の種族 に力を注 ぐとい うまさに、二律背

反の世界が成 り立 って いる。 プ レーヤは神の種族の人 々のパ ワーを蓄え、

それ によって英知 を超えた、さまざまな奇跡 を起 こ し、悪魔の種族を排

除せん と志す。 これ らの数 ある困難に打 ち勝 って こそ、真の神 として後

世 まで語 り継 がれ、 「神の中の神」の異名を受 けることにな る。(イ マ

ジニ ア(株)の パ ンフ レッ トよ り)

④ カルメ ン ・サ ンジ ェゴ

国際犯罪集団"カ ル メ ン ・サ ンジェゴ一味"に よ る犯罪の発生 を知 ら

せる手紙で始 ま る。 プ レーヤは事件が起 きた県か らス ター トし、旅館の

仲居 さん とか、薬やのお じさん とかか ら手がか りを集め、犯人がどこの

県 に逃 げたかを推理 し、追 いか ける。 この繰 り返 しでゲームを進 め犯人

を追いつめて逮捕す る。ゲームを楽 しみなが ら、 日本各地の名産 、産業、

食べ物 、地理 的特徴、観光名所 を学習す るゲームであ る。

一164一



⑤ バ ランス ・オブ ・パ ワー(核 戦争時代の地政学)

米 ソ両超大国の政治 、軍事 的国 際戦略を シミュレー トす る。

プ レーヤはアメ リカ合衆 国大統領 、またはソビエ ト連邦の大統 領の役

を務め る。世界地図を戦略的に重要であると思われ る62カ 国に区分 さ

れてい る。超大国が各年に行 う政策行動は全部で8つ ある。軍事 財政援

助、軍事派兵、各国内の反乱軍 に対す る軍事財政援助 と軍事派兵 、各国

政府へ の経済援助、 スパイによる政府転覆工作、外交的非難、友好条約

の締結、以上である。 自国の国際的な勢力圏を拡げて ポイ ン トを稼 ぐと

い うのが ゲームの大 きな 目的の一つである。 もちろん、相手側 も同 じよ

うに各国 に対 して さまざまな働 きか けを して くる。

その ほかには、戦 争ゲーム ものや変わった ところで はゴ ミ捨 て場か ら

犬 を拾 って きて訓練 し、 ドッグ ・シ ョーでチ ャンピオ ンに させ るのが、

目的の ソフ トがあ る。現実に犬を訓練す るのと同様かな りの忍耐が いる。

忍耐ばか りか犬に対 す る愛情 も相応 しないと、後にな って犬 を抹殺 した

い欲求 と戦 わざるを得 な くな る。そ して、どこまで犬を調教で きるかを

競 うゲームであ る。

⑥A列 車で行 こう

近未来 を舞台に したハ イ ・レベル都市開発鉄道 シ ミュレーシ ョン ・ゲ

ーム
。A列 車を使 って未開の大地 に線路 を敷 くことか ら始 まる。次に、

要所要所 に町を作 るため駅 を配置す る。線路 をさらに延ばすために、 レ

ール資材を購入 し貨物列車で運ぶ
。鉄道会社を倒産 させないよ う旅客列

車 を運行 し運賃収入を得て い く。列車事故を起 こさないよ うポイ ン トの

切 り換えや駅での発車時刻の設定を計画的に行 う。A列 車で 目的地の各

国要人別邸 まで線路 を敷 き、制 限時 間内に各国要人列車を別邸 まで到着

させれ ば成功 となる。激動の近未来世界 を舞台に輝か しい業績 を残 せ る

かが鍵 となる。

勉強 … っま らない、ゲーム… 面 白いとい う図式があ るが ど うして

そ うな るのかを考 えてみる と、ゲームではその ゲームの中にでて くる人

物 または物 に 「な りきる」 ことがで きるが、教育の場合 は学習者がいて、

そのほか に教材 と して第三者的にその人物その物を見て しまうことが あ
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るため没頭で きない面が あると言われて いる。

ゲームソフ トのス トー リを展開 させてい く上で、イ ン トロ(告 知)や

操作の説 明を きちん と行 うことが重要であ る。 それに 《のめ り込 ませ る

こと》、 《持続 させ ること》、 《厚い壁(乗 り越えなければな らない も

の)を 作 ってお くこと》などを十分に、考慮 していることである。

(3)埋 め込み型CAI

業務用 ソフ トウェアに学 習用 プ ログラムを組み込んで しまう方法 じある。

アプ リケーシ ョン ・ソフ トのヘルプ機能が 「埋め込み教育 」の最 も単純な

形態で 、キ ャッシュ ・サー ビスの音声 によ る指示な ども 「埋 め込み教育」

の一種であ る。す ぐれた埋め込み型教育を実施す るには、CAIの 方法を

用 いなければな らないので、CAIは 埋め込み型教育の成否 の鍵 となる。

「埋 め込み型教育」の利点 は、実 際に利用 している機器で教育を受け られ

るとい うことである。

埋 め込み型CAIの 例 として、 「一太郎の使 い方」、rLotusl-2-

3の 使い方」などのよ く売れてい るビジネスソフ トの解説を コースウェア

に したよ うな ものが ある。

(4)特 化 したCAI

従来の大がか りなパ ッケー ジCAI(オ ーサ リング等)は 、今後 、利用

され な くなるのではないか。

語学学習用 ツールの例を とって考えてみる。

「語学 は本 を何冊読んで も習得で きない。語学 は状況の中で理解す るも

ので ある。そのためには、映像 や音声 とい ったマルチ ・メデ ィアを使 って 、

実際に言葉を使 う環境に近づけ ることが必要である。」

最近 、ブームになっている 「日本語教育用CAI」 に関 して もいろいろ

な形態のCAIが 出現 してきてい る。例えば、

・発展途上国の技術者に 日本語の初級会話を教えるためのCAI。CAI

の内容 も会話中心で、記述文字 はローマ字を使用 していて、教授法 も直

接法を取 り入れている。す なわ ち、英語 などの媒体語を使わず に、 日本

語の言葉をそのまま直接教え る方法を とっている。絵 チ ャー トをふんだ

ん に利用 して視覚 に訴え る方法 もとってい る。繰 り返 し学習を重要視 し
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ていて、長年 の 日本語教育の実績か ら誤答分析が十分行われていて、そ

れをCAIに フ ィー ドバ ック して いるとい う特徴 を持つ ものがあ る。

・海外の留学生 を対象に した 日本語CAIで 、 「聞 く」、 「話す 」、 「読

む」、 「書 く」の うちの聞 くと書 くことに重点をおいた内容の もの もあ

る。媒介語 は英語を使用 し、書いて認識で きる装置 も付 いている。

・日本 にや って来 る外国の旅行者を相手 に したCAIで 、場面、場面をい

ろいろ想定 して 日本語会話を学習する もの。

・日本映画(例 えば、渥美清の寅 さん)を 題材 としてそ こに出て くるセ リ

フを学習す るCAIで 、学習者側か らみれば、映画を見なが ら日本語 を

学ぶ とい うことで楽 しく学習がで きるものである。

とい うような 日本語教育用CAIで もた くさん世の中 にでて きている。

これ らのCAIが 一 つのオ ーサ リングシステムで作成で きるものではな

く、それぞれに特化 されたオ ーサ リングまたは言語で開発 している もので、

従来のよ うな一つの共通 したオーサ リングだけで はユーザ ・ニーズに合 っ

たCAIは 開発で きな くな って きている。

(5)Content-Free(コ ンテン ト・フ リー)教 材

教育用 ソフ トウェアの中に も単独 の教科用 の もの もあ るが、総合学習や

computer-studyと いった科 目な どで コンピュータを利用 し、個 々の教材

では得 られない問題解決のスキルズや考え る力を広い視野か ら育成で きる

よ うな ものが多 くな って きた。

もっとわか りやす く言えば、社会科だ った ら社会科、理科 は理科 、数学

は数学 とい うよ うな単独のCAIは 多 く存在するが、そ うい う教材で はな

く、教科をまたが った総合的な学習を 目指 したCAIの ことであ る。

そ こで、現在ある教科内容 に密着 した ソフ トウ ェアであるより、いろい

ろな教科に使用で きるcontent-freeな ソフ トウ ェアの開発が望 まれて い

る。

ここに紹介す る教材 はマルチ ・メデ ィア教材 と して も有名であ るが、私

はcontent-freeの 代表作ではないか と思 っている。

それは、 シリーズ ものの教材で、第1シ リーズは 「ミミ号 の冒険」であ

り、第2シ リーズは 「マヤ文明」である。 どち らもアメ リカでの4年 生か
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ら8年 生を対象 に してい る。

「ミミ号の冒険」が学校用の マルチ ・メデ ィア教材で児童 に身近な現象

を通 して理科 と算数への興味 を持たせ ることを 目的 としているのに対 して、

「マヤ文明」は家庭用のマルチ ・メデ ィア教材 で情報を処理す るとい う

ことはど ういうことなのか とい うことと、情報 に対す る態度 を教えること

が目的 として作成されてい る。

「ミミ号の 冒険」はアメ リカのバ ンクス トリー ト教育大学 が開発 した教

育用 アプ リケー ションで あり、TV、 テキ ス ト、 ビデオ、CAIな ど、 さ

まざまな メデ ィアを組 み合わせたマルチ ・メデ ィアの教材であ る社会科 と

理科 を教え るCAIソ フ トであ る。

基本的 には 「ミミ号」 というヨッ トに乗 って シロナガス クジラを捕まえ

にい く冒険であ る。13話 か ら成 っていて、それぞれ に15分 間の ドラマ

と15分 の解説 ビデオがついてい る。

そ して、1話 ごとに、4種 類の課題 ソフ トがあ る。

その課題 ソフ トには次の4つ か ら成 っている。

・地 図 と海図

・クジラと環境

・生態系

・コンピュータ入門

第2シ リーズの 「マヤ文明」はユカタン半島の古代 マヤ文明を調査す る

内容の ものであ る。マ ヤ民族 は、非常に活発 に海洋貿易を行 っていた。そ

のことは、海底 か らマヤの遺跡が発見 され る ことで推測 される。主人公の

男の子 は、 スキ ューバ ー ・ダイ ビングの先生か ら潜水 の手 ほどきを受 け、

水圧な どを体験 して圧力の概念を理解 してい く。 コンピュータ ・ソフ トウ

ェアと して は 「マヤ計算機」 という教材をみ ることがで きた。マヤ文化 は

20進 法を利用 してお り、ゼ ロも発見 していた。 しか し、通常 の文字はす

ぐに考古学者が解読 したが、数字の単位 はなかなか解けなか ったというこ

とで ある。 そ ういった考古学者 の思考の過程を辿 ることによ って、現在利

用 して いる10進 法や2進 法の原 則を理解 してい く。そ して、天文学の学

問へ と展開 してい ってい る。
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2.3.4ESEと の関係

CAIを 開発 している者か らみて、ESEと はどのような人か にっいて考

えてみ る。

CAIを 開発す るときは、 コースウェアの設計か ら入力、テス ト、評価 ま

でを同 じ人が担当 していた り、いっ まで も素人集団が コースウェアを開発 し

ているよ うな ことではよい コース ウェアは開発で きない。教育 ・教育工学を

知 ってい る人、 シナ リオが書け る人、 イラス トライタのよ うな人 、画面の レ

イアウ トが設計で きる人 、また、教材の専 門家などのよ うな人たちが いて、

CAIの コースウ ェアを開発す るときも専門による分業化を図 っていか なけ

ればな らない。

(1)コ ー スウェア開発体制案

・デ ィ レクタ

コースウェア開発に関す るすべての責任を有す る人で、映画でい う監

督 に当たる。

・イ ンス トラクタ

教材の専 門家。教材分析を担当す る人。その教材についての教育経験

があればさ らによい。

・シナ リオ ライタ

教材分析 の結果を コースウェアの シナ リオにす る。

・コーディネータ

シナ リオを もとに画面の レイアウ トを行い、 コンピュータに入 力す る

ための原稿を作成 す る。

・イラス トレータ

シナ リオライタや コーデ ィネー タか らの要求 に従 って イラス トを作成

す る。

・キーパ ンチ ャ

コーデ ィネータが作成 した原稿を もとにコースウェアを作成す る。

・プ ログラマ

オーサ リングシステムで は実現で きないものをプログラムによ って実

現 させ る部分を担 当す る。
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・教育/教 育工学の専門家

教育的見地か らコースウェアを検証す る。

・音声に関す る専門家

コースウェアに音声 を付与す る場合。

・音楽家

コースウェアでの音 楽を担当す る。

ESEで は上述 のよ うな各階層の技術者 にあった育成 カ リキュラムが必

要であ ろうと思 う。

2.3.5ま とめ

まず 、CAIは 面 白 くな けれ ば な らな い。 好 きな こ とは 自分 で 勉強 す る し、

頭 に も入 る。 好 きな こと は興 味 が あ る はずで あ る。CAIで は学 習効 果 も大

事 で あ るが 、 コー ス ウ ェアが終 了 す るまで興 味 を持 って見 て も ら う方 も重 要

な ことで あ る。 そ の た め に は 「絵 の きれ いな 物 」 、 「音 楽の い い物 」 、 「ス

ピー ド感 の あ る物 」 が必 須の よ うで あ る。 内容 に 関 して は、 ス トー リー性 の

あ る こ とで あ る。 シナ リオ を しっか り書 く ことで あ る。 ス トー リーのす べ て

ので き ご とに、 しっか りと したっ なが りが あ り、 適 当 な間 隔で イベ ン トが 起

こる と飽 きな いで納 得 す る。 そ こで 、理 想 とす るCAIに つ い て考 え て み る。

(1)AmuseCAI

現 在 、世 の中 で 多 く利 用 され て い る、 チ ュ ー トリアル や ドリル型 のCA

Iは 今 後 も低 コス ト化 、簡 易 化 が進 み 、 さ らに多 くの人 た ち に利用 され る

だ ろ う。 しか し、 その 一方 でCAIは エ ン ター テイ メ ン トと して の要 素 を

強 め て い くと考 え られ る。 その よ うなCAIをAmuseCAIと 呼 ぶ こ と

にす る。

(2)学 習環 境

AmuseCAIの 最 大 の特 徴 は フ リー解 放 して あ る個 室 での 学 習 で あ る。

具 体 的 に は フ ライ ト・シ ミュ レー タな どを想 像 して い ただ きた い。 この個

室 は、 内部 全 体 が マ ン ・マ シ ン ・イ ン ター フ ェー ス とな り、 あ らゆ る メデ

ィアを利 用 した人 間 の五 感 に訴 え る学 習 を 可 能 にす るの で あ る。

ま た、 この個 室(ラ ー ニ ング ・ミデ ィア ム と呼ぶ)は 一 つの 1コー スウ ェ

ア ご とに新 しく作 られ る専 用 機 で あ る。
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(3)コ ー ス ウ ェア

「習 うよ り慣 れ ろ 」が 示 す よ うに 、学 習 に は 「体験 」 が効 果 的 で あ る と

思 わ れ る。従 来 のCAIで も 「シ ミュ レー シ ョ ン」 と して取 り入 れ られ て

い たが 、 多 くの 制約 が あ り、現実 とはか け離 れ た もの で あ った。 そ の点 、

AmuseCAIで は ラ一二 ン グ ・ミデ ィア ムの中 で か な り リア ルな 「疑 似 体

験 」 が で きるの で あ る。

また 、AmuseCAIに はそ の名 が 示 す よ うにrAmuse」 が 必 要 で

あ る。従 って 、AmuseCAIの コー ス ウ ェアの テ ーマ は 「現実 に は困 難

な体 験 」が 主 に な るだ ろ う。 さ らに、AmuseCAIの コー ス ウ ェア に は

次 に 挙 げ る条件 を加 え た い。

・驚 き(Wonder)に 溢 れ る(Full)コ ー ス ウ ェア 「ワ ンダ ー ・フル ・コ

ー ス ウ ェア 」で な けれ ば な らな い
。

・学 習 者 に は 「知識 」 と 「感 動 」 を与 え なけ れ ばな らな い。

最 近 のCAIの コ ンセプ トと して はKnowbility、Justintimeknow-

ledgeな どが あ るが 、 これ か らのCAIで は ソフ トウ ェア、映 像(マ ル

チ ・メデ ィア)、Amuse化 を考慮 に いれ な けれ ばな らな い と考 え る。
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2.4教 育 へ の シ ミ ュ レー シ ョン/ゲ ー ミング手 法 の適 用

2.4.1ま えが き

シミュ レーシ ョン/ゲ ー ミングとい う教育訓練 の手法は、軍事訓練、特に、

パ イロッ トの飛行訓練等 に使われて きたが、過去5～10年 の間でよ うや く企

業内教育面での普遍性、重要性が認 め られ始めて きた。

この シミュレー ション/ゲ ー ミングとい う教育訓練の手法 は、販売管理 シ

ステムの使用方法 は勿論 の こと、原子カプ ラン トの安全運転や停止の方法、

さ らには消防隊員の消火訓練 とい った ものまで総て教え ることがで きる。

こうい った新 しい教育訓練の手法を利用 することで、今 日、 より積極的な

学習や高度 な訓練が実現 で きるよ うにな ってきた。

以下では、ゲーム的要素を持たせ たシ ミュレーシ ョン ・システ ムの教育訓

練面での特徴を考察 し、具体的適用事例(SEの プ ロジェク ト管理 力を養成

す る教育用 シ ミュ レー シ ョンシステム)を 紹介す る。

2.4.2シ ミュレー シ ョン ・システム適 用の"壁"

今 日まで企業の中での教育訓練で、 シ ミュレー シ ョン ・システムの適用 が

あま り進 まなか ったのは何故であろ うか。 それにはいくっかの理由が考 え ら

れる。

一つは
、指導者側 か ら見た"壁"な い しは不安であ る。即 ち、 この シ ミュ

レー ション ・システムが教育訓練の方法 として非効率的に思われたか らで は

ないだろ うか。何故 な ら、 シミュレー ションの過程には学習者 の探究活動 や

検証活動 あるいは誤 った際の試行錯誤の活動などが含まれ、短期間に効率 的

に要員を育成 しなければな らない企業内教育で は非効率な方法 と考え られ た

か らである。

二つ目の理 由と しては、一般的に教育訓練の対象 テーマに シミュレー ショ

ン ・システムを適 用す る手順(設 計方法)が 難 しいとい う点である。特定 の

専門家が教育訓練 開発 チームに加わ らないと、 シミュレー ションの概念や問

題解決手順の表現方法や シ ミュ レー ション方法が考え られな いという点であ

る。
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三 つ 目に シ ミュ レー シ ョンの 幅広 い使 用 の妨 げ にな って い る もの は、 それ

らを設 計 し、実 際 の 指導 者 に準 ず る様 な シ ミュ レー シ ョ ン ・システ ムに仕 上

げ るまで に多 くの 時 間 が かか る とい うことで あ る。 多 くの場 合 、 シ ミュ レー

シ ョン ・モ デ ルの 開発 に は膨 大 な量 の細 か い 資料 が必 要 で あ り、 それ らを収

集 す るに は苦 労 す る ことが多 い。 シ ミュ レー シ ョンの ソフ トウ ェア も複 雑 で

あ る。

また 、今 日、CAI教 材 を作 成 す るた め に多 くの ツー ル(オ ー サ リング ・

ツール と呼 ぶ)が 存 在 す るが 、 シ ミュ レー シ ョン ・シス テ ムの 作成 に役 立 つ

ツール が な い とい う点 も"壁"の 一 つ とな って い る。

2.4.3シ ミュレーシ ョン ・システムの特徴 と有用性

シ ミュ レー シ ョンとはそ もそ も現実のある側面 を模倣す るものである。そ

して、その基本 的な特徴 は、環境の持つ不確実性 を再現 し、それ に適応す る

ように システ ムを動かす ところにある。

その際、 シミュレー ションが対象 とす るモデル ・環境 に人間の行動を含 む

とき、それを他のアル ゴ リズム(通 常、 ソフ トウ ェアの ロジック)で 代用 し、

かっ 、プ レーヤと しての人間をはめ込むのが シ ミュレーシ ョン ・システムに

よ る教育訓練方法であ ると言え る。

この手法の基本的な特徴 は、対象 となるモデル ・環境の状況 に対応 して戦

略の決定を連続 的に行 うことであ る。

シミュレーシ ョン ・システムによる教育訓練を考え る上で長い間議論 され

ていることは、必要 とす る真実 、又は現実性 の度合いをいかに取 り込むか と

い う点である。直観 的には現実性 の程度が高けれ ば高い ほど臨場感が 出て、

シ ミュレー ション ・システムによる教育訓練 は効果的 にな ると考え られ る。

しか し、現実性の程度が非常に高いシ ミュ レーシ ョン ・システムは必ず し

も最良の教育訓練 とは言えない。逆に現実の重要な機能 のみを模倣 したある

程度単純なモデルの方が教育訓練 としては効果的な ことが多い。

学習者 に複雑な シ ミュレーシ ョン ・システムの全ての部分を提示す ること

はかえ ってオ ーバ ーロー ドを強いることにな り、結果 と して学習途 中での挫

折 を招 くだけ、 とい った ことに もなりかねない。
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販売員の売上を伸 ばす訓練をおこな う販売訓練用 シミュレー ション ・シス

テムを作成す ることを考え ると、 この シミュレー シ ョン ・システムを価値 あ

る ものにす る最 も重要な点 は"一 人一人のお客様 の性格を的確に システ ムに

組み込む"と いう現実性 の追求 と、 プ レーヤと して"一 人一人のお客様の性

格 に対応 した反応がで きる"と い う疑似体験性の追求の二点 と言える。

同様 に トラブル対応力 を養成するための シ ミュ レー ション ・システムを考

え る場合は"故 障する一つ一つの機器、品物の特性 を的確に システムに組み

込む"と い う点 と"そ れ ぞれの故障 に対応 した反応がで きる"と い う点 とな

る。お客様 との対応 シ ミュレーシ ョン ・システムでは、"い ろいろな場面で

のお客様の反応を的確 に システムに組み込 む"こ とと"そ の反応にそれぞれ

適切な対応が取れ る"と い う点が重要 となる。

即ち、㊨シ ミュ レー シ ョン ・システムの利用価値 は、この システムが持つ内

部情報の質の有効性 と学習者が シ ミュ レー ションに直接入力で きる高 い ヒュ

ーマ ン ・イ ンタフェースによって決 まる
。学習者 は シ ミュレーシ ョン ・シス

テムによ る教育訓練の結果、 自分な りの結末を得 ることができ、 シ ミュ レー

トされた種 々の状態か ら、 い くっかの教育訓練 目標 の達成具合 も知 る ことが

で きるので ある。

以上のよ うな特徴や考慮点を加味 しなが らシ ミュ レー ション ・システムの

開発さ らには教育訓練へ の適用を進 めてい く必要がある。

2.4.4教 育用 シミュレー シ ョン ・システム開発の背景

システムの設計 や開発作業を現実 に近い方法で擬似体験 させ ることによ り、

SEの 管理能力を養成す る ことがで きる教育用 シ ミュレーシ ョン ・システム

を開発 し、SE(シ ステム ・エ ンジニ ア)教 育で活用 して いる事例 を紹介す

る。

全国に分散す るソフ トウ ェア開発要員を育成 し、SEの 生産性を向上 させ

ることが社内SE教 育の 目的であ る。特 に、SEの 「基本動作 ・基本技術」

であるプロジェク ト管理能力の養成が急務で あ り、 この能力の開発 において

従来 にはない、新 しい試みを採用 してい る。

富士通では、10年 程前か ら過去の プロジェク トの成功 と失敗の事例研究や
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先輩のSE(シ ステム ・エ ンジニ ア)が 残 した教訓集 などによる反省 と自戒

をテキス トに反映 し、 中堅SEの 指導 にあたって きた。 しか し、 これだけで

は過去の システム ・エ ンジニア リングの ノウハ ウを断片的に学び とることが

で きて もそれを実践で十分 に活かせ るまでにいた らなかった。っ まり、プ ロ

ジェク トを遂行 してい く上での種 々の変化 に対応で きる、十分な管理能力を

身に付けることが難 しか った。

SEの 能力、特 にプ ロジェク ト管理に関わる能力 は豊富な経験 に基づ く実

践的技能か ら成 り立 っている。 したが って、 これを修得す るには体験す るこ

とが最良の方策であ る。

しか し、未経験者 にプ ロジェク ト管理の機会 を与え ることは、失敗が許 さ

れない実際のプ ロジェク トでは危険である。か りに実体験が可能 であるとし

て も様 々な事象を体験 させ るには多 くの時間を要 する。

そこで、フライ ト・シ ミュ レータを使 ったパ イロ ッ ト訓練 のように、 シス

テム開発にお けるプ ロジェク ト管理を シミュレーシ ョンで きる教育用 シ ミュ

レー シ ョン ・システ ム(シ ミュ レー シ ョン型CAL:ComputerAssisted

Learning)を 開発 し、社 内SE教 育で活用 している。

現在 、社 内SE教 育で使用 しているシ ミュレー ション型CAL教 材は計5

種類(プ ロジェク ト管理CAL、 システム性能設計CAL、 ユーザ交渉CA

L、 ソフ トウェア品質CAL、 ネ ッ トワーク管理 シ ミュ レータ)あ り、 これ

らはいずれ も当社の過去のプ ロジェク ト推進か ら得 た典型的なSEノ ウハ ウ

を反映 した、付加価値の高いCAL教 材であ る。

従来、方法論 や数値化の難 しいとされていた分野 において、人間の知的生

産活動を シミュレー トで きるよ うにした教育 シ ミュ レータである。

2.4.5富 士通におけるSEの 育成

当社の人材育成 の基本理念 は 「生涯教育」で ある。全社員 に対 して、新入

社員教育 ・中堅社 員教育 は もとよ り、管理者教育 ・経営者教育まで一貫 した

教育訓練カ リキ ュラムを整備 している。

SE部 門にお いて も、全社教育体系の一貫 と して1978年 よ り、以下の基本

的な考え方 の もとに組織 的にSE教 育を開始 した。
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(1)能 力開発 中心の教育

教育 は 「知識を教え られて身に付 ける」 といった受動的な もので はな く

「期待 され る役割を果たす 」ために 自己の能 力を開発 して い くことであ る。

(2)教 育 の原点は現場 にあ り

能力開発を行 う上で最 も大切なのは、現場での教育で ある。上司 と部下

双方が育成 に対 して高 い意識 を持 っていることが前提 とな り、集合教育 は

現場教育 を補完する ものである。

コー ス数 実施回数 受講者総数

約200種 約500回 約30,000名

以上に述べた考え方 に沿 って集合教育 を

実施 しているが、図2.4-1に 年間教育

実施規模 を示す。

図2.4-1年 間教育実施規模

これは、SE技 術に関する教育のみのデー タであ り一般教育(入 社3年 目

の ジュニア ・トレーニ ング、入社10年 目の リーダ研修 など)も 含める と、

一人当た りの年間受講 日数は15～20日 程度 とな っている。

また、200種 類の コー スの うち集合教育 は100種 で、他 は 自習書、CAL

教材、通信教育、AV教 材などの 自己学習教材であ る。

2.4.6SE教 育の重点課題 とSE教 育体系

情報 システムの新 しい展開の中で、当社において もSEの 役割は大 きく変

わ って きて いる。

昔のSEは コ ンピュータを売 るためのサポー ト要員 とい う位置づけに近か

ったが、今で は情報 システム構築のための 「システム ・イ ンチ グレ一 夕」で

あ り、また 「お客様のパー トナ」であ る。 このよ うなSEの 置かれ た環境 を

考え ると、SE教 育の重点課題は次の三つ に集約 され、 これ らの課題 に対応

すべ くSE教 育の体 系化 を図 っている。

(1)役 割別SE像 に基づ くSEの 能力開発

多様化 ・複雑化 ・高度化す る現在の システム要件に対 し、一人で全てに
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対応 で きるSE、 いわゆるオールマイテ ィSEは なか なか望 めないのが現

実であるそ こで、当社ではSEと してのあるべ き姿 をrSEが 果たすべ き

役割」、言い換 え ると 「期待 される能力」とい う観点か ら定義 し、その能

力開発をお こな うことをSE教 育の眼 目として いる。

この役割 は、SE能 力の面か ら三つに大別 して いる。

① アプ リケー シ ョン ・エキスパー ト:適 用業務及び ソフ トウェア工学 に

関す る深 い専 門知識を有す るスペ

シャ リス ト

② テクニカル ・エキスパ ー ト:コ ンピュータ技術 に関する深 い専

門知識 を有す るスペ シャリス ト

③ ゼネ ラルSEプ ロジェク ト全体 のマネー ジメ ン

トを主 に担 当す るSE

(2)高 度情報化 に対応 した教育 システ ムの構築

地域的 ・量的に分散す るSEを いか に効率的 に育成す るか、基礎知識教

育をいかに効率 的に提供するか、 といった方法論が きわあて重要であ る。

当社 では教育情報 システ ムの基盤整備 に力 を注 いでい る。具体 的には、

CAL、 遠隔実習 システム、パ ソコン通信、衛星通信などの各種メデ ィア

を ミックス した教育情報 システムを構築 してい る。

(3)基 本技術の徹底 と最新技術の速やかな修得

AI、UNIX、OS/2と い った最新技術の修得 は勿論 、以下の教育

テーマが重要で ある。

① プロ ジェク ト管理:プ ロジェク ト規模増大傾向の下で品質 ・納期 ・コ

ス トをいかに確保す るか。

② システム開発技術:CASEツ ールなどの出現 によ りシステ ム開発の

方法が変わ ってきてい る。

③ システム提案力:お 磐梯の真のニーズをいかに引 き出 し、それを シ

ステム化へっなげるか。

全SEに 対 して これ ら基本技術の徹底を図るべ く、図2.4-2に 示すS

E教 育体系の もと、様 々な教育 を行 ってい る。新人教育 か ら始ま り、OJ
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Tお よび技術教育 ・一般教育を位置づ けている。

以下、教育用 シミュ レー ション ・システムを使用 した中 ・上級SE教 育

について説明す る

【初級SE】 【中級SE】 【上級SE】

アプリケーション 業種 ・業務基礎 業種 ・業務上級 経営分析

スキル プ ログラム言語 システ ム設計 経営戦略

プ ログラム設計 パ ッケ ー ジ適 用 システム提案力

テクニカル 八一ドウ・ア/ソフトウェア 基 礎 構成設計 最新技術動向

スキル 使用法 ・機能 チ ュ ーニ ング 大規模 システム

導入 ・操作 適用 ・運用 ・保守 連携 システム

マネージメント プレゼンテーション プロジェク ト管理 コ ン ピュ ー タ契 約

スキル ドキュメンテーション 部下指導 システム監査

図2.4-2SE教 育体 系 概 要

2.4.7中 ・上級SE教 育での新 しい試み

中 ・上級SEと もな ると、修得すべ き能力は多岐にわたる。

当社で は、中で も重要 な 「プロジェク ト管理能力」の育成を独 自の方法で展

開 している。

(1)従 来の教育方法

従来 は事例紹介やケース ・スタデ ィを中心 とした演習 コースを実施 して

いた。 これ らは有効で はあ るが、理解が表面的、手応えが乏 しい とい った

欠点を持 ってい る。

プロジェク ト管理能力は実践 しないと身に付かない。 しか し、実 プロ ジ

ェク トで は失敗が許 されず リス クが大 きく、また能力開発に時間 もかか る。
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(2)新 しい教育方法

従来の 「規則⇒模範⇒演習」 とい う学習方法か ら脱却 した 「試行→仮説

⇒発見」 とい う発見学習へ転換 した。 この発見学習 を実現す る手段 として、

コンピュー タを利用 した教育用 シミュレー シ ョン ・システムを開発 した。

当社 のSE教 育で使用 しているプロジェク ト管理CALの 概要を図2.4-

3に 示す。

難 璽1[遍]⇒一

・納期は守れたか

・品質は十分か

・予算は守れたか

・ス ケ ジ ュ ー ル

・要 員 投入 計 画

＼ ロプロジェクトの進行

シ ミュ レー シ ョン実行

最終結果評価 ⇔ 実効結果検討

/

・進捗状況

・作業状況

口不測の事態の発生

(顧客クレームの発生や

要員の病欠発生など)

図2.4-3プ ロ ジ ェ ク ト管 理CALの 概 要

2.4.8シ ミュレー ション ・システムの基本的な考え方

経験豊富な中堅SEや 管理職 との検討 の結果 、教育用 シ ミュレーシ ョン ・

システムの適用の基本的な考え方を次のよ うに設定 した。

(1)学 習対象者 は、近 い将来 リーダまたはサブ リーダと してプ ロジェク ト

を担当す るSE経 験5年 以上のSEと する。

(2)納 期、品質、採算性 に加えて人 間性を十分に意識 した開発要員 の決定

など学 習者 に自らプ ロジェク ト計画 を立案 させ る。 この計画 に基づ きシ ミ

ュレーシ ョン ・システ ムか ら得 られた実行結果を分析 ・評価 させ、 自ら問

題への対処を考えさせ るよ うにす る。

(3)プ ロジェク ト管理を豊富 に経験 したSEが トレーナとして擬似体験 プ

ロジェク トの上司を演 じ、学習者 にプ ロジェク ト推進途中の状況や終了結

果を報告 させることで現実感をよ り高め る。

(4)シ ミュレー ション ・システムに先輩の苦労 した経験を盛 り込 む ことに
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よってプ ロジェク ト遂行途 中で様 々な不測の事態を発生 させる。また、 シ

ステム開発費用 や納期に影響を与え るよ うに、要員個人の作業能率や品質

に関す る経験則 を も組み込んでお く。

以上の考えを基づ き開発 したのがプ ロジェク ト管理CALで あ る。

2.4.9プ ロジェク ト管理CALに よる能力開発の方法

学習者 はパ ソコンを使 って約5ケ 月を要するプロジェク トを3日 間で推進

しその間に典型的な リーダの作業や不測の事態 を体験す る。

(1)擬 似体験す る学 習者の立場

学習者 は与え られ るモデルプ ロジェク トの リーダとな り、納期 ・品質 ・費

用 という課題を充 分意識 し、図2.4-4の 利用者、上司、開発要員 と密 に連

携 を持 つ"て、報告 、指示、交渉などを行 いなが らプ ロジ ェク トを進めてい く。

'、

利用者(ユ ーザ)

蹄
'

麟 ○
クレーム

支綬

一

リ ー ダ

(学習審)

状況報告

〉
上司

o
、'

一

一 』

一

ア トバイス

一

一

作霞指示
ヒアリング

作婁状況

進捗状況

ポロ くプロジェク トぷえヨぬラ

蹄
図2.4-4学 習 者 の立 場

(2)擬 似体験す る課題 と範囲

学習者 はプロジ ェク トの目標、開発要員、開発サ ブシステム、モ ジュール

など擬似体験課題 に対 して、図2.4-5に 示す モ ジュール設計か ら結合 テス

ト段階までのプ ロジェク ト開発をす る。擬似体験の課題例 を図2.4-6に 示

す。

要員 の作業にはモ ジュール仕様書の作成、 プログラ ミング、テス ト仕様書

の作成、結合 テス ト、障害修正、 レビューな ど18種 類を、また、 リーダの作

業(図2.4-7)と しては14種 類の作業を設定 した。
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PN SD PS MD PG IT ST OT

N

D

S

T

P

S

P

S

計 画MDモ ジュール設計
システ ム設計PGプ ログラ ミング

プログラム構造設計IT結 合テス ト

システ ムテ ス トOT運 用テス ト

図2.4-5擬 似体験範囲

プ ロ ジェ ク ト目標 納期、予算

開 発 要 員

要員数 と単価、 システム開発経 験、能力、年齢
SE/PG区 分

社 内/社 外区分

開発サブシステム

モ ジュール
構成、優先順位、見積 ステ ップ数、難易度

図2.4-6擬 似 体 験 課題

(3)擬 似体験の進 め方

学習者 は課題を もとに、プロジェク ト全体工程、要 員の投入 とその体制、

要員 とリーダの作業 スケ ジュールなどの実施計画を立案 しパ ソコンに入力す

る。

この実施計画 に もとついて リーダと要員の作業がパ ソコ ンによって シ ミュ

レー トされプ ロジェク トが進行す る。

プロジェク トが進行す る過程の進捗状況や不測の事態 に関す る情報および

利用者、上司、開発要員 との コ ミュニケーシ ョンに関す る情報が逐次、 プ リ

ンタに出力され る。
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リーダ作業予定

日付 作業項 目

1/1 進捗 チ ェ ッ ク
一

2
一プ

ロ ジ ェ ク ト全体 会 議
Od

4
に」

工

一利用者
への報告

6工
7

-

8

一

9一 進捗 チ ェ ック

10一上 司への報告
}

11

12一要員投入変更
一

13
一

(○○ 月一〇月)一

選択作業項目(土 日不可)

◇ 進捗チェック
◇ 各種 ヒアリング
◇ 利用者への報告
◇ 上司への報告

◇ プロジェク ト全体会議
◇ 費用請求交渉
◇PS保 留事項解決
◇ 追加仕様見積り
◇ 機能縮小交渉
◇ 利用者への作業依頼
◆ 要員投入変更
◇MTツ ール機能設計
◇ITツ ール機能設計
◇ 再作業指示

図2.4-7リ ー ダの作 業

リーダ、即 ち学習者 は、その情報 を見て 自分が管理 しているプロジェク ト

の状況を把握 し、予定 と実績に差異が発生 していれ ば、 スケ ジュールの変 更、

増員な どの適切な指示や対応策を講 じる。

学習者 はプロジェク トの途中で進捗状況などを トレーナに報告す る。 トレ

ーナは予算消化
、問題対処、要員育成、今後の見通 しなどについて質問 した

り、プ ロジェク ト管理 に必要 な要素の把握や定量的管理の重要 さを学習者 に

認識 させ る。 これ によって学 習者 は管理帳票を新たに作成 した り、作業指示

を変更 した りする。

このよ うに して プロジェク トが終 了す ると納期 ・品質 ・費用 などに加えて

コ ミュニ ケーションに対す る評価が 出力 され る。最後に学習者 はプ ロジェク

ト完了報告書をま とめ、 プロジェク ト推進上の考慮点や反省点を報告 し、 ト

レーナは自分の体験を交えて的確な ア ドバイスを行 う。
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2.4.10シ ミュレー シ ョン ・システムの仕組み

シ ミュレー ション ・システ ムに現実性 を与え るために、次のような設計上

の工夫 を取 り入れ、過去 の経験則を具体的にアル ゴリズム化 した。

(1)要 員の作業能率

システム開発の生産性 に影響 を与え る要因 には、 システム開発 の経験の

度合いや性格 などの人的要素 と、規模や難易度などのプ ログラムの特性 に

関す るものがあ る。

い くっかのプ ロジェク ト推進デー タか ら、要員の作業能率 は経 験 したプ

ログラム作成量が増加す るにつれて上昇す る傾 向にあることが分か った。

(図2.4-8の 要員の作業能率モデル)

要員の作業能率

F(X)=(AlnX-B)×C

X;MD・PG・IT工 程 ごとの開発経験量

A,B;要 員の基礎能 力によ って決定 される係数

C;モ ジュール難易度,要 員のモラルなどの係数

F(X)

X

図2.4-8要 員の作業能率モデル

そ こで要員の作業 を シミュレー トす る主要なアルゴ リズムにこの傾 向を採

用 した。また、要 員の作業能率 はプ ロジェク ト経験度合 いのほか に、要 員体

制の組 み方や作業 負荷のかけ具合、やる気度合いテス ト・ツール作成の有無

などによ って も変 化するように してい る。
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(2)開 発費用

開発す る システムの量に対 してどれだけの開発工数をかけたかによ って

増減す る。 このため シ ミュレーシ ョンにあたって は、以下にあげ る要素 を

考慮に入れた りーダの裁量 によって開発工数が変化す るよ うに してい る。

① システム開発量

仕様の追加 と変更、品質不良 、保留事項への対処の しかたによ って シ

ステム開発量 を変え る。

② 開発作 業の効率

開発サ ブシステムの優先順位付 け、開発担当要員不在、テス ト・ツー

ル開発の有 無によって開発稼業の効率 を変え る。

③ 要員の作業能率

要員の体制 と作業負荷、 リーダと要員 との コ ミュニ ケーションの度合

い、要員に経験 させ る開発量 によって作業能率を変え る。

④ 利用者 の支援

利用者 に対す る報告 の しかたによって得 られ る支援を違わせ る。

学習者 は上記四つの裁量の要素 についてプロジェク トの計画時点や推進

過程で充分に検討を加 え、開発の手戻 りや手待 ちを発生 しないよ うに作業

指示を行 い、開発量 の低減を図るように留意 しなければな らない。

(3)品 質の遷移

プログラムの品質を把握す ることは現実に も難 しい。 そ こで、 この シ ミ

ュ レー シ ョン ・システムで は開発す るモ ジュールごとにあ らか じめ潜在バ

グ率を設定 して いる。

初期の潜在バ グ数Bは 、あるモ ジュールの規模(ス テ ップ数)Sと 潜在

バ グの初期設定率bか ら式(1)の よ うに して いる。

B=S×b (1)

モ ジュール設計か らプ ログラ ミング、さ らにテス トと作業が進 むに伴 っ

て最初に設定 した潜在バ グ数が変化す る。例えば、i番 目の作業 と しての

モ ジュール設計後の レビューやテス トによるバ グ検出率をq、 作業iに よ

って増加す るバ グ率をpと す ると、最初 の作業 の レビューやテ ス ト後 、潜

在バ グ数Bは 、
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B=B(i十P-q)

さ らに二番 目の作業の レビューやテス ト後の潜在バ グ数Bは 、

B=B(i斗P-q)(i十P-q)

となる。同様 にi番 目の作業の レビューやテス ト後の潜在バ グ数Bは 、次

の式(2)で 表され る。

B=B(i十p-q)(i+p-q)…(i十p-q)一 一…一(2)

この式(2)に よ って品質が遷移す る。なお、作業iに よ って増加 するバ

グ率pや バ グ検 出率qは 、作業の方法や要員の能 力によ って変化す るよ う

になっている。 このため学習者 は、バ グ率の増加 を防ぎバ グ検 出率を高め

て品質を良 くす るために、 レビュー回数を増や した り、要員の能力を要 員

の組合せを考えた りして作業指示を行 う。

(4)不 測の事態の発生

プ ロジェク トを進めてい くと思わぬ事態が発生す ることが ある。

前述のよ うに、プロジェク ト管理CALで は先輩 リーダが経験 し、対処

に苦労 した不測の事態を多 く発生 させ るよ うに して いるので、学習者は様

々な体験がで きるよ うにな って いる。

不測の事態 には以下の8種 類があ り、パ ソコン側 か ら学習者 に明示す る

もの も、また、種 々の実績デー タか ら学習者が読み取 らなければないない

もの もあ る。

① 仕様追加

開発モ ジュールの追加が発生す る。

② 仕様変更

開発済のモ ジュールに仕様変更が発生 する。

③ 見積 り誤差

提示 した見積 りステ ップ数が変更にな る。

④ 要員の病欠

特定の要員が病欠 したため、担 当作業が停止す る。

⑤ 要員モ ラルの低下

特定 の要員のモラルが下 が り、作業能率が低下 する。
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⑥ 不良品の発生

特定の要員が作成 したモジュールの品質が悪い。

⑦ コンピュータの使用制 限

コンピュー タの使用に制 限が発生 し、テス ト作業の能率 が低下す る。

⑧ 利用者の クレーム

利用者の不満が高 く、テス ト作業の支援 を受け られない。

(5)コ ミュニ ケー ション機能

システム開発の母体 は人で あ り、利用者、上 司、要員 との コ ミュニ ケー

ションが重要である ことを学習者に気付かせるために、各種の ヒア リング

機能や報告機能 を組み込んだ。 この シ ミュ レー ションで は、学習者が積極

的に上 司に ヒシリングや報告 を行えば、学習者 に有益な ヒン トやア ドバ イ

スをあたか も経験豊富な先輩 の リーダが言 っているかのよ うにプ リンタに

出力する。 出力 メッセージの内容 は、プロ ジェク ト状況や不測の事態 の状

況 によ って変化する。

勿論 、ただプ ロジェク トを進行 させ るだけでは ヒン トやア ドバイスの情

報 は得 られ ないよ うに してある。

(6)シ ミュレーシ ョンの停止

プロジェク トの進行状況によ って適切 な対処 をす るために、学習者が シ

ミュレー シ ョンを停止で きるよ うに している。

停止には、追加仕様や利用者か らの クレーム発生な どの不測の事態 の発

生 によ る自動停止 と学習者の進捗 チ ックによる停止 とがある。

学習者 は シ ミュ レー ションが停止 した ときにプ ロジェク トの状況を判断

し対処 す る。 この とき、 プロジェク ト推進結果が思わ しくない場合に停止

以前の状態 に戻そ うとして も、現実のプ ロジェク トと同様 に後戻 りはで き

ないよ うに してい る。

プロジェク ト管理CALで は、現実 のプロジェク トで起 こりうる状況を

で きるだけ多 く、現実 に近 いアル ゴ リズムで発生 させて いる。 このため学

習者は シ ミュ レー ションによ り発生 した事態 に対 し、いかに予知 して いか

に対処す るかを常 に考 えてお く必要があ る。即 ち、学習者 の裁量 によ って

トータル ・コス ト、納期、品質が決定 す るか らで ある。
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図2.4-3で プ ロジェク ト管理CALの 概要を示 したが、教育用 シ ミュ レ

ー ション ・システムの他の例であるシステム性能設計CALを 図2 .4-9

に示す。

システム開発 を成功させ るには、品質の良 いシステムを設計す ることが

大切であるが、良質な システ ム設計をお こな うには、機能設計の技術だ け

で はな くレスポンスタイムな どの システム性能条件 を満足す るシステムを

設計す る技術が不可欠であ る。 しか し、 この技術は実 際の作業を経験 しな

いと身につ きに くい。以上の背景か ら生 まれたのが システ ム性能設計CA

Lで あ る。

プロジェク ト管理CALと 同様、課題に対 して学 習者が演習をお こない、

その結果 をパ ソコンで シ ミュ レー ション(擬 似体験を積む)し なが ら学習

してい く方法である。

【講師が指示 】 【机上で作業】 【パ ソコンに よるシ ミュ レーシ ョンで疑似体験】

性能

レスポンスタイム

負荷

タスク,CPU

予算/工 数

納期

⇒

データ量見積

容量見積

性能値 見積

データベース配 置

機器構 成

な ど

⇒

課題で与え られた性能条件を満足できるまで

改善作業をシミュレーシ ョンで繰 り返す

図2.4-9シ ステ ム性 能 設計CALの 概要

一188一



2.4.11教 育 用 シミ ュ レー シ ョン ・シス テム 開発 の ポ イ ン ト

シ ミュ レー シ ョ ンシステ ム によ る教 育 訓練 の基 本 は、 発 見学 習 で あ る。

そ して この発 見 学 習 の本 質 は、 教育 に お け る体 験 の 「場 」 の提供 で あ る。 図

2.4-10に 従 来 型能 力開 発 との違 いを 示 す。

巳]⇒
⇒[憂][三]⇒ 極 ⇒[謬

図2.4-10体 験 の場 の提 供

擬似体験 とはいえ、プロジェク ト管理 などには合理的な論理のみで は済ま

ない人 間臭 さがあ り、 これをパ ソコンで シミュレーションとして実現 す るに

は、以下の課題を克服す る必要がある。

=開 発の ポイ ン ト=

・学習者 はどのよ うな方 法で擬似体験す るのか

・現実の システム開発では様 々な事象が発生す るが
、これを どのよ うにモデ

ル化す るのか

・教育効果を高め るために不可欠な現実感を出すにはど うした らよ いか

これ らの課題 に対 して、以下の ステ ップで教育用 シミュ レー ション ・シス

テムの基本構想 を固めて いく。

① 目標 、狙 いを まず明確化する

「学 習者 にど うい う行動変容 を期待す るのか」 「ど ういう事柄 を体で覚

えて欲 しいのか」 「本質的なテーマが何かを見極め、それ に取 り組む」

などに考慮を払 う。

② 原理、原則を明確化す る

「専 門家 のみが持 つキー ワー ドは何か」 「シ ミュレーション ・エ ンジン

は何か 」 「シ ミュ レー ション ・エ ンジンを内部で持 つか」な どを検討 し、

シ ミュ レーシ ョン ・システムの本質を決め る。
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③ 事例調査をお こな う

「現実感 を出すためのキー ワー ド探 し」が シミュレーシ ョン ・システム

の リア リテ ィを高める。

④ シ ミュ レー ション ・システ ムの モデル化をおこな う

この段階でお こな うモデルの構造設計 により、出来上 が りの シ ミュレー

ション ・システムの機能が決定 される。 「学習者 とソフ トウェアのや りと

りの イメー ジは」 「ア クシ ョンのバ リエー ションを多 く」 「シ ミュレー

ション ・エ ンジンの実現 可能性 は」 「最終の評価 は何でお こな うか」 「シ

ミュレー ションの構成要素 は」 「指導的要素を含んだメ ッセージを多 くち

りばめる」 「項 目洗い出 し/概 念整理/特 徴抽 出」な どが モデル化す る際

の考慮点であ る。

以上、教育用 シ ミュレー シ ョン ・システムの特徴や具体的事例 にっいて述

べたが、 この システ ムを使 って社 内のSE全 員に教育を実施 してい くことは、

教育担 当部門の講師 陣だけで は不可能であ る。

そ こで 当社では、部門毎の トレーナを設定 し、 トレーナが 自部 門要員を教

育す るとい う部門内教育制度 を現在、導入 している。教育部 はこれ らの部 門

の トレーナの教育を実施 し、部 門内教育が円滑に実施 ・運用で きるよ うに、

パ ソコン設備、 ソフ トウ ェア、教育設備を提供 してい る。

実作業を経験 しない と身 にっ きに くい分野に教育用 シ ミュレー ション ・シ

ステ ムによる教育が大変有効であ る。

今後 もいろいろな分野に この考え方が導入 されてい くことを期待す る。
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2.5新 しい教育形態 と しての遠隔教育の可能性

2.5.1遠 隔教育 とは

遠隔教育 とは、 いろいろな通信 メデ ィアを利用 して遠 隔地 にいる学習者に

学習指導 をす る教育方法 の一つであ る。

っ まり地理的制約 や時 間的制約を克服することによ って広い地域 に点在す

る学習者が それぞれの場所で 自由に受 けることがで きる教育方法であ る。

その講 師と学習者 を結ぶ通信 メデ ィアには衛星通信を利用 した ものやIS

DN、 電話会議 システム、パ ソコン通信を利用 した もの などがある。

と くに、衛星通信を教育に適用 した場合の特徴 には、次の ものが ある。

衛星通信の特徴(教 育に適用 した場合)

広 域 性

・広 い地域での通信が可能

・距 離 と地形に無関係

・日本中どこか らで も通信が可能

同 報 性 情報格差の解消

双方向性 相互対話が可能

均 等 性 同一 に レベ ル ・ア ップが 可 能

効 率 性 時間 ・費用軽減、イ ンス トラクタ確保 な ど

(1)放 送教育 との違 い

放送教育で は不特定多数の対象者 に一方向の教育を行 うもので あるが、

遠隔教育で は、職業、知識 レベルなどの範囲で ある程度 、特定 された対象

者に双方向の対話 によ る質疑応答が可能である。
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(2)ビ デオ教育 との違い

ビデオ教育 は個 人個人、学習 したいテーマを選択 して個人のペースで学

習で きる利点があ るが、受講 しているときの質疑応答 はで きない。

また、学習環境 に関 して も、遠隔教育の場合 はあ る程度強制 された環境

で教育が行えること、 タイム リに情報を取 り入れ ることが可能 になるなど

の遠隔教育 と して の教育効果があ るが、単独の ビデオ教育の場合 は、多数

の人が集ま って見 るな らよいが忙 しい技術者の場合、 ビデオを送付 して も

見ないケースが多 くあり有効利用 されていない場合があ る。

2.5.2遠 隔教育の出現の背景

いままで、教育 ・研修 に関 して どのような問題 があ って、それ らを解決す

るために遠隔教育が どのよ うに期待されているか について考えてみる。

(1)講 師を集める こと

多 くの企業では、

・新 しく、高度な技術を教 える講師

・業種業務 に精通 してい る講師

・教育を専門 とする講師

等を確保す ることが困難であった。

また、教育 内容 の多様化 に対応す るカ リキ ュラムの開発 とそれに対応 した

講師を確保す ることが必要で あった。

そ こで、遠 隔教育 を利用する ことによ り遠隔のための特別な講師を数多 く

集め る必要がな くな り、講師 不足が緩和 されつつあ る。

(2)講 師の効率化

いままで は、学習者が全国に分散 していたため、研修会場の場所 によ っ

ては講師や学習者が移動 しなければな らない とい う状況があった。

そのため、 スキルあ る講師 の全国 レベルでの活用が不十分であ り、優秀

な講師を多 くの地域で一度 に準備す ることが困難 にな り、講師の時間効率

とい う面で 問題があ った。

そ こで、遠隔教 育によ り

・受講地 域 の拡大に比例 して講 師の生産性が 向上 し
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・講 師の移動時間や研修を繰 り返 し実施す る回数を最小限にす る

ことがで きるよ うにな った。

質のよい講師 を集め ることがで きれば、より質のよい講義を全国 に展開

で きることになる。 また、発信局 を地域別 に多数持てれば講師依頼 もしや

す く集めやす くなる。

(3)受 講機会

日本では教育施設の不足、長期間の宿泊を伴 う研修を行 う企業風土 ・職

場風土がまだ確立 されていないこともあ るが、教育に関す る大 きな問題点

の一つは受講機会が少ない とい うことであ る。

限 られた人材、時間、費用 などの資源を有効利用 して、いつで もどこで

も受講で きる研修形態を実現す ることが遠隔教育の最大の 目的で ある。

教育に関す る学 習のタイ ミング、受講機会などの地域格差の解消を図る

ことがで き、よ り質のよい教育を早 くタイム リに実施で きるよ うにな る。

(4)高 度なまたは新 しい科 目への対応

技術変革 の激 しい情報処理教育 においては、常 に高度で新 しい科 目への

要求があ るが、すべての研修箇所で、上級 レベルの高度 な技術を有す る講

師を配置す ることは困難な ことで あった。

そ こで、遠 隔教育になると講師の数が少 な くて済む し、高度で新 しい科

目への対応 がや りやす くな った。

(5)遠 隔教育 による付加価値

遠隔教育 を利用す ることによ り、従来 の研修形態では考え られ なか った

新 しい付加価値を生 みだ している。

その付加価値 にはつ ぎのよ うな ものが ある。

・地域間の コ ミュニケーシ ョンの活性化(相 互 に知 り合え る、活動や事例

の流通)が 図れる。

・潜在的学習者が発掘で きる。

・事業 の地方展 開が見込 める。

・専門家 によ る問 い合わせや質問がで きる。

・地域の学習者が情報発信場所 と同一の講義を同時に受ける ことがで きる

ため組織 としての一体感を高めることがで きる。
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・学習者の反応 を瞬時に全 国にフィー ド・バ ックで きる。

・自分の机の ところで必要 な研修プ ログラムが受講できる。

・企業方針、製 品 コンセプ トなど多数 、従業員への理解を促進で きる。

2.5.3遠 隔教育の特徴

遠隔教育で はアナ ログ回線を使 った もの とディジタル回線を使 った ものが

ある。

また遠隔教育の システム構成上 、二つの タイプに分類することがで きる。

・講師側か ら衛星回線 により動画 ・静 止画像および音声を送 り、学習者側

か らは、地上回線によ り質問者 などの音声だけを送 り返す タイプの もの

下 り回線(セ ンター局→サテライ ト局)衛 星回線

上 り回線(サ テライ ト局→セ ンター局)地 上回線

(教 師)

,)曳
蔭 亀

一

図2.5-1

灘 竃
(学習者)

・講師 ・学習者 ともに動画 ・静止画像 および音声情報を送受する完全双方向

型 タイプの もの

下 り回線、上 り回線 とも衛星回線 である。
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(教 師)

,銚
…§ 亀

一

論 難
(学習者)

図2.5-2

動画像伝送 によりこれを実現 した ものが遠隔教育 であ り、講 師および学 習

者の映像が リアルタイムに伝送で き、遠隔教育は通 常の教室における授業形

態 にかな り近い ものであ る。

講師 と遠隔地の学習者 とでは、 お互いの様子がわか り、臨場感を もたせた教

育 は学習効果を高め る うえで重要な ことである。

「タイム リ」に 「質の よい学習情報 」を 「全国 どこで も」、 「同時 に」提

供で きることが遠隔教育での特徴である。

2.5.4遠 隔教育での研修形態

従来の研修を遠隔で実施 した らどうなるか。 どのよ うな研修 が合 って いる

か。

(1)学 習形態

遠隔教育で実施す る科 目の中には

・講義形態

・演習/実 習

・テス ト等

で構成 されているものが あ り、その講義形態 の中にはライブ授業をそのま

ま行 っている ものや、あ らか じめ撮 っておいた ビデオを利用 した りす る も

のなどがある。

一195一



演習/実 習やテ ス トなどは衛星で教育をする ことが難 しいためサテライ

ト局で独 自に実施する ことが多 い。

その ときもサ ブテキス トには演習/実 習やテス トな どの課題が提示 され

ている。

(2)教 授法

遠 隔教育の場合、講師 と学習者が離れ た場所で教育を実施す るため、従

来の教室で行 って いる教育形態 とは異な った新 しい教授法 とい うものが必

要 にな り、講師 と学習者間の コ ミュニ ケー ション、教材の提示方法、双方

向性を活か した新 しい教授法を考えなけれ ばな らない。

・講 師と学習者 間の コミュニケー ション

遠隔教育で は講 師と学習者間 との コミュニケーシ ョン ・ギ ャップを少

な くし講師 と学習者間の情報連絡を活性化 させ ることが必要 になる。

具体 的には、TVを 意識 した話 し方、表情のだ し方、それ にQ/A

を有効 に使 うこともポイ ン トになる。また反応を早 く講師に フィー ド

バ ックさせ る ことも大事なことになる。

遠隔教育 の場合、講師の視線を学習者 に合 わせ ることがたいへん大

事 なことにな り、視線の合わ ない講師 は違和感 を感 じさせ るだけでな

く、疎外感を も与え るもの となっている。

(3)提 示方法

提示媒体 と しては、 フ リップ、テ ロップ、 ビデオ、スライ ド、パ ソコン

画面、OHPシ ー ト、資料関係(テ キス ト、雑誌、新 聞、発表資料 など)

の提示媒体があ るが、教材の提示に関 しては、見やす くわか りやす い提示

を行 ってい くことが大事 にな って くる。

(4)双 方向性

教育の基本 は双方向で あり、学習者全員に参加意識を持たせ るための工

夫が必要である。

遠隔教育で は何を実現 したいか によって双方向性 の考えが決 まることに

なる。

教室 と同 じ質 ・レベルの研修を行 いたいな らば リアル タイムの双方向性

が必要 になり、質問がで きないシステムであ って も有効 な場合 も考え られ、
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目的によ って システムを考えた らよい ことになる。

企業内研修の多 くは講師による説 明 とそれに対するQ/Aを 行 うパ ター

ンが多 く、遠隔教育 と しては質問が で き、その回答が講師か ら届 け られ る

ことも必要 にな る。

とくに、相手 と議論 した り意見交換 を した りす る場合は映像 ・音声を含

めた双方 向性が必要 になる。

また、双方向の機能があるとい うだけで講師と学習者に安心感を与え る

という効果 もある。

(5)メ デ ィアの効果的な利用法

講師 と学習者が離れた場所で学習す るときに、セ ンター側 ・サテ ライ ト

側 ともいろいろなメデ ィアを融合 させて学習者 にわか りやす く情報を伝達

す ることが大切 にな って くる。

① 放送技術の利用

衛星を利用 した遠 隔教育 では、特 に放送技術を有効 に利用す ることが

基本であ り、学習者 を十分引き込んだ学 習を行 うことが重要であ る。

そのため、っ ぎのよ うな特徴を十分考慮 し教材の中に取 り入れ ること

が必要になる。

・同報性

・広域性

・動 く映像 と音声

・双方 向性

② 演 出上のポイ ン ト

放送技術を有効に演 出す るときの ポイ ン トとしては次のよ うな ことが

ある。

・見やす さ

・動 き(黒 板 のところで立 った り座 った りして講師が アクテ ィブに動

かないとサテライ ト局の学習者が退屈 して しまう)

・や りとり

・構成の工夫
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③ メデ ィアの融合

・コンピュータ

ー 実習 と遠 隔をいかに組み合わせ るか

－CAIと の融合

一 パ ソコン通信の活用 等

・ビデオ

・書画 カメラ

・電子黒板

・OHP(電 子OHP含 む)

・印刷物

(6)学 習効果

遠隔教育で は基本的に通常教室で実施可能 なことはすべてで きることが

考え られ るが、現実 には理解度の平均ポイ ン トで は遠隔の方が低 くな るこ

とは否 めない。

これは遠隔教育で は対面教育 のよ うな人間味に欠 けること、それ に学習

者の態度(緊 張感がない こと)に も原因することが考え られ る。

AVメ デ ィアを利用す ることによ り、講師のモ ラルの向上を図 り多数の

良質 な講師を養成 し、質 ・内容の高い講義が提供で き教育効果 も上げ るこ

とがで きる。

・態度、心構え など、人を育 てるような、可能 な限 り小人数で集合教育

またはOJT等 で行 う教育 は遠隔教育で は効果が低い。

・技術や情報 も短 い時間で相手 にわか らせるような教育 は集合教育 と遠

隔教育で は差がない。

・担当す る講師によ って は高い教育効果を上 げて いる研修 もある。

(7)研 修 内容

企業内教育 として これか ら実施 していきたい情報処理関連の研修 として

は、

・ネ ッ トワーク技法

・コ ミュニケー ション技法

・プ レゼ ンテー ション技法
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・問題発見解 決技法

・デ ィスカ ッシ ョン形式の研修

な どが あるが、遠 隔教育 では実現 しに くい科 目であるとみな されてい る。

その理由 として は、技術研修で はな く対応力、説得力等の人 に焦点を当て

た研修 であるため、遠隔教育で は不 向きであ る。

また、講義 中の演習 ・実習が あるものは遠隔で は実現 しに くいが 、その

講義をサポー トで きる人がいれ ば遠隔で も実現で きる。

演習 ・実習(機 械実習 も含む)も 同様 に、実 際に学習者 にや らせて指導

す るよ うな学習 は各地でや るしかない と考えているか らであ る。

このよ うな学習は受信局側 にサブイ ンス トラクタが存在す る場合 は実現

可能である。

2.5.5課 題

(1)コ ス ト

学習者側か ら見 ると教育のための費用 は莫大な ものになる。

遠隔教育 を実施す ると社内教育のため、および顧客の出張 費用が軽減 さ

れ顧客サー ビスに貢献で きることになる。

遠隔教育の欠点 と しては システムが大がか りな ものにな り、設備 コス ト

および回線 コス トが高額 にな ることであ り、誰で もいつで も手軽 に利用で

きるとい うもの には現在の ところなっていない。

今後の ソフ トウェア ・ビジネスの展開において、各企業 において は企業

全体の スキル ・ア ップ、効率化は重要な ことであ り、遠 隔教育 システムの

構築 にはかな りの投 資が必要 となるが将来的 には採算が とれ るよ うな環境

になる。

具体的には

・講師の生産性向上で採算を とる

・受講者の 出張旅 費の軽減

・複数発信局の考えを採用す ることによ り講師の効率化、 また受講者を

多 く集め ることによ り採算が とれ るよ うにな る
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(2)実 習教育

た とえば、マシン実習を衛星教育で実施す ることを考えた場合、

・マ シ ン実習 しているところを ビデオで見せる

・疑似マ シン環境を作 る

・シ ミュ レー ションを組み込む

など、 メデ ィア ・ミックスの技術 を駆使 して、遠 隔上で演習や実習を実

現 させて いかなければな らない。

㈲ サブイ ンス トラ クタの必要性 と役割

サブイ ンス トラクタは究極的 には教室にっけない ことが 目標 にな るが、

学校形態 の教育 と企業内教育 とでは、サ ブイ ンス トラクタの位置づけや役

割が異 な ることになる。

・学校形態の教育 の場合

一般的には受 講者 は学生 になるため、サテライ ト教室でのサブイ ンス

トラクタは常時、教室 についていて、学習内容 に関する こと

学習の仕方や精神面等の広い範囲で の対応を行 うことが必要 になる。

す なわ ち、通常の教室形態での講師 が学生に接 してい る、 いつ も通 り

の対応を必要 とす る。

・企業内教育 の場合

企業 内教育 におけるサブイ ンス トラクタは、 クラスを まとめるとか、遠

隔教育の講師の補助的な作業を行 うクラス ・マス タ(受 講者 の中か ら

リーダを選んで講師の支援をするよ うな人)の よ うな人で十分対応が

で きる。

(4)協 同利用

通信衛星 やパ ソコン通信などが大企業か ら中堅企業 さらには一般家庭、

個人 にいた るまで拡大 してい く環境においては教育 システムの相互接続や

コースウェアの流通 、産学共同など、今後 、整備す る必要 がある。

〔システムの開発 ・運用体制の想定〕

一 企画…ニーズ調査 、機能 決定

一 システ ム開発…衛星通信系
、伝送系、教室内AV系

一 教材開発…カ リキ ュラム策定、 シナ リオ作成、テキス ト/ビ デオ

/CAI開 発
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一 評価運用 教材/シ ステム評価
、放映 スケジュール作成、運用担

当それぞれが別組織で運営 されて い くことが考え られ る。

㈲ 普 及 等

遠隔教育 を普及 させ るためには回線や関連機 器のコス ト低減が必要であ

る。

衛星講師 と学習著 聞の イ ンターフ ェース機器の改善 、新規 開発が必要

であ る。

さ らに、授業展開 などの ソフ トウ ェアの研究が必要であ る。

最後 に、遠隔教育 システ ムは地理的、時間的制約を克服する もの と考え

られ、量 的側面に注 目されがちで あるが教育内容の品質 は もっと も重要で

ある。

遠隔教育 は教育を提供す る側だ けの発想で はうまくいかない。

受講者側の動機づ け、OJTの 中の体系化、各受信局のサブイ ンス トラ

クタとの連携な どが十分機能 しな いと、遠隔教育全体 として効果を発揮 し

ない ことにな る。

【参考文献】

口 「効果的情報処理教育システムに関する研究開発報告書」

(財)日本情報処理開発協会 中央情報教育研究所 平成2年3月
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第3章 マ ル チ メ デ ィア の 情 報 処 理 教 育 へ の 適 用(試 案)

本章で は、マルチメデ ィア ・システムへの要求仕様 と して、前章までの研究

を踏 まえ現状でのマル チメデ ィアを使用 した情報処理教育を改善す ることを 目

的 と して 、どのよ うな戦略型教育 システムの コンセプ トがイメー ジ ・ア ップさ

れ るか、また当該 システムの実現 に向けて、どのよ うな システムが具体的に考

え られ るか、それ ら評価 まで も考慮 し、その基本的な方向を示 した。

3.1マ ルチメデ ィアを用いた戦略型教育 システムの コンセプ ト

3.1.1概 要

急速 に、 しか も高度に多様化 する技術革新が たゆみな く進行す る情報化社

会において、あ らゆ る専門技術者 が不足 して きて いる。

特 に情報処理分野での技術革新 は、急速 に広が ってお り、それ ら専門技術

者の育成 に対応で きないのが現状である。

これ ら社会的背景か ら本稿で は、マルチメデ ィアを用いた戦略型教育 シス

テムの コンセプ トにつ いて述べ る。

また、情報機器支援 による新 しい専門技術者育成の教育形態、教育方法等

を工学的 にとらえてみる。

次期調査研究委員会に委ね ることになるが、その理想的な教育形態、教育

方法等を分析 し、それ らをモ ジュール化 して知識 ベースモデルを試作 し、良

質の コースウ ェア作成を支援す るマルチメデ ィアを用 いた戦略型教育 システ

ムを構築する。更にその構築 した情報処理教育支援マルチメデ ィアを用 いた

戦 略型教育 システムを実 際に運用 し、従来の教育法 と情報処理教育支援 マル

チメデ ィアを用いた戦略型教育 システムを使用 した教育法による種 々のデー

タを比較検討 し、教育的見地か らデー タ解析を行ない、マルチメデ ィアを用

いた戦略型教育 システムの有効性の確認 を行な う。

図3-1に マルチ メデ ィアを用 いた戦略型教育 システムのイ メージを示す。
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一
情 報処 理教 育 情 報処 理教育

シス テム ・エ ンジニ ア システム ・エ ン ジニ ア

育 成 システ ム

「'一'『'一'一'一'一'一'一'}'一'一'一 今一'一'一'一'一'一'一 吟一'一'一'一^一^一'一'一'一'一'『'一

11

11

1イ ン ス ト ラ ク タ ・ 学 習 過 程 イ ン ス ト ラ ク タ ・ 学 習 過 程1

i鰍 ず'● ●郷 ず1
1学 習者 インス トラクタ 学習者 インス トラクタl
ll

i

i

i

iデ ー タ

1… ・解 析 鷲

i
l

● ● ●

解

結
ターデ素

._._会_._,_^_,_・___,_._._,_会_会_._,_一___._・_」

素 デ ー タ

デ ー タ

解 析
〉

解 析

結 果

図3-1マ ルチメディアを用 いた戦略型教育 システム
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また、今回調査研究すべき課題 も含 めたマルチ メディアを用いた戦 略型教

育 システ ムの概念図を図3-2に 示す。

デザイ ンす る

情報機器支援による学習

システム教授法

教授形態 … 等

口

口

口[1… □

● ● … ●

口

情 報 処 理 教 育

システ ム ・エ ンジニ ア

(ESE)

口

口 ロ … □

● ● … ●

口

情 報処理教 育 シ ステ ム ・

ユンジニア育成

支援システム

口

口 ロ … □

● ● … ●

パ ー ソ ナ ノし

コンピュータ

寸
ワークステーショ膓

」

←学習者

図3-2情 報処理教育 システム ・エ ンジニアの位置づ け
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更に,学 習者 と情報処理教育 システ ム ・エ ンジニ アとの学習項 目上の位置

づ け、評価 とその解析 によるフィー ドバ ック及び従来型授業教授法 との学習

者 データ解析の関係を図3-3に 示す。
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c

V令
情報機器支援による

情報処理教育システ∫・・エ'
ンジニ了の育成

}

.

教授法の体得
一

情報処理教育システム ・エンジニアによる繊 コースウェアによるインス トラクタ学習 ≒

インス トラ

クタ養成
教授法等を支援する情報処理教育(教 育心理学i認 知じ理学を含む)
システム・エンジニア育成支援システムを構築

、

イ ンス トラク ト(イ ンス トラクタ→学習者)

教授法 ・教育形態
等の解析

ぶ

N
O
①

学習者

学習素デ ータ、

一

解

析

結

果

一

1,得 点学習素データ

情報機器支援による

学習者教育

一 マルチメディア ・(ハ イパーカ
ー ド含む)の 実践的把握

一 マルチメディアによる システム → 解答所要蹄聞素データ2.

3.興 味度素データ

:

・

う

データ解析1 、

マルチメディアによる

情報処理教育システム構築

フィー ドバ ック

インストラクタによる従来の教育法

従来の学習法

学習者データ解析

】.得 点学習者

2。 解答所要時間学習データ

3,興 味度学習データ解析

比鱒 摺者
データ解析

図3-3 システムでの評価 とその解析によるフィー ドバ ック及び従来型授業教授法 との学習者データ解析の関係



3.1.2マ ルチメデ ィアを用 いた戦略型教育 システム

マルチメデ ィア支援による情報処理教育へ の活用を考え、マルチメデ ィア

支援 による学習環境、授業形態の コンセプ トを明 らかにす る。

ここで、マルチメデ ィアの相互 関連を図3-4に 示す。

概念的でわか りに くいテ クノロジについて、図3-4に 示すマルチメデ ィア

を用 いて検討 し、 マルチ メディア支援によ る情報処理教育へ の適用の有効性

を教育 的に確認す る。

他 のツールの

統合

他の機器との統合化

された技術

ビデオ情 報

アニ メー シ ョン,静 止 画,

写 真...な ど

図3-4マ ルチメディアの相互関連図
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本論で は、マルチメデ ィアを用いた戦略型教育 システムの概念を次 のよ う

に考える。すなわ ち、①学習 したい目的を確実 に理解 し(基 本 モ ジュール)、

② それをベースに して、それ に関連する知識 を広げて い く。

そ して、学習 したい項 目について、マルチメディア等を用 いて シ ミュ レー

ション、イメージ ・知識を得 る。(図3-5参 照)

ある もの(基 本)を しっか り

お さえさせ、そ こか ら知識を広

げてい く。

核 とな る知 識 を与 え る

現実の世界ヘ シ ミュレー

シ ョンす る

そ して理解 させ る

図3-5マ ルチメデ ィアを用いた戦略型教育 システム
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す なわ ち、 この場合の普遍的な一般化 した教授法 は次のよ うにな る。

① 実物を見せイメージを描 かせ る。

② 「操作 と理論」を時間的に一つの場 にす る。

基 本 モ ジ ュー ル 核をおさえ る

基本を抑 える。技は切 り落 とす こと!

↓ 各論へ

③ 知識を広げ る。

④

⑤

⑥

応用(拡 張)モ ジ ュール へ,発 展 展 開。

手を動かす(や らせてみる/失 敗,そ して成功体験)。 →完成 の喜 び!

イ'メージを与え る/具 体 的に

文章を少な くミ箇条書 きに!
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マルチメデ ィアを用 いた戦略型教育 システムの基本的教授法の コンセプ トを

図3-6に 示 す。

操作
(行動 一

知識

↓w そ

操作する ことに

よ って学ぶ知識

それ以外に
よって学ぶ
知識

①全体像把握 、基本モ ジュール

応用モ ジュールを構築 す る。

②各モジュールは、イメージ、操
作,確 認のエレメラ下礪
工

確かめ る

理解 し、(で きる)

文章で もいい

操作(や ってみ る)

行動の世界へ

イメー ジ(み る)

具体の世界へ

(現 実の世界)

ま とあ

確 認、

手 を動か し
や らせてみる。

失敗/成 功 一一→完成 の
よろこび

まず イメージを与えて

全体像を把握

皿

H

全体像 を把握す るモ ジュール(基 本モ ジュール)

図3-6マ ルチメデ ィアを用いた戦略型教育 システムの教授法 コ ンセプ ト
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情報処理教育 システム ・エ ンジニアか らみて、最適な教授法をその学 習すべ

き目標 ・目的な どか ら見出す。但 し、 この場合の基本的な教授法の コ ンセプ ト

は図3-7に 示すよ うな ことであ る。

知識と操作

〔知識を理解 して〕

① ∪

介 ②

〔す ぐにやってみて理解を深める〕

操 作 してみ て 一一 →

∪

その理由を確

かあ、なぜそ

うなるのか?

知識の理解

∪ 曾

1その知識をさらに広げる1

図3-7基 本的教授法の コンセプ ト

次 に,マ ルチメデ ィアを用 いた戦略型教育 システムの特徴 について述べ る。

① 最適教授 法の企画 を支援

対話的 に質問に答 えて いけば、 システムが過去の事例、専門家の ノウ

ハウに基づいて最適 な教授法の コンセプ トを提唱す る。説明機能で提案

の根拠や理 由を知 る こと もで きる。

② 最適教授法の設計を支援

対象 とする学習者の教授条件を教授 コンセプ トに照 らし合 わせ、学 習

者 レベルなどの条件を考慮 した分か りやす い教授法の設計 を行な う。
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3.2シ ステムの実現 および評価に向けて

3.1マ ルチメデ ィアを用 いた戦略型教育 システムの コ ンセプ トを基 にシステ

ムの実現 および評価 に向けて検討す る。

3.2.1シ ステムの実現

(1)学 習 モデル

本論 の学習すべ き項 目については特 に制限はないが、学習すべ き事象の

中で、抽象的でわか りづ らい学 習事象 について、マルチメデ ィアを用 いた

戦略型教育 システ ムの効用を確認す る上で も、図3-8に 示すよ うに例 と

して学習モデル と して挙 げてみ る。

抽象の世界

↓

具体 的な行動

(ア クション)

を直 ちに

理解を深める

図3-8学 習 モデ ル上 の コ ンセ プ ト

これ は、抽象の世界の学習事象 を現実の世界 に シ ミュ レー ション、動画、

静止画などを用いて、更 に、学 習者 に具体的な反復動作を直ちに繰返す こと

によ って、知識を操作の相乗効果 により、一層 の学習効率 を高め ることであ

る。

(2)OSI学 習 モデル

抽象的な学習 モデル として、様 々な学習事象が考 え られ るが 、ここでは
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ネ ッ トワー ク技術の中で避けて通れない、 しか も抽象的でわか りづ らい開

放型 システム間相互接続(OpenSystemInterconnection;OSDを 採 りあ

げる。

(図3-90SIの 参照モデル、図3-100SI階 層の各役割 参照)。

OSIは 国際標準化機構が制定 している国際標準の一つで、それ と同 じ

内容を 日本工業規格(JIS)と して制定 しているが、 これ らの技術的内

容 は学習者 は非常 に理解 しが たいとい うのが実状であろう。

そ こで図3-11に 示すよ うに,こ のOSIを マルチメデ ィアを用いた戦

略型教育 システムの学習モデルの例 と して とりあげてみ る。
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トランスポー ト層

(第4層)

・ 巨 一 夕川 デー タ・1デ ー タ・1・

.一 夕転送の 制 御

.

` ,

ネ ッ トワー ク層

(第3層)

ルーテ ィング

,

ネ ッ トワーク層

(第3層)

ネ ッ トワー ク層

(第3層)

デ ー タ リン ク層

(第2層)

バケ ッ ト

`1継 制御

一[三≡ヨ

■

電気 信 号

電 気 的 ・`

デー タリンク層

(第2層)

ルーテ ィング

パケット 一 一

← 中継 制御,

一{≡]一 一

← 伝送制御■■◆

電気信号
一 」〔_「L－

喝霧㌶緬 ⇒

デ ー タ リン ク層

(第2層)

物理層

(第1層)

一

伝送制御■一 ゆ

－r
_〔 ∫L-一 一

物理的緬 →

物理層

(第1層)

/

物理 層,ノ

(第1層)

人 一ノ ＼ ・ ノ

L 物理媒体 ノ ペ 物理媒体 ソ

送信側 lSDNな ど

＼ の通信網

受信側

図3-9 OSIの 参照モデル
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階

層
名 称 役 割

第
7

層

応用層
実際 に システムが行 うアプ リケー シ ョンに必 要な通

信 サー ビスで、 フ ァイル転送 ・メ ッセ ージ通 信や遠

隔デー タベ ース ・ア クセスな どを提供 す る。

⑯

第
6

層

プ レゼ ンテーシ ョン層

どのような表現形式で情報を転送するのかを管理す

る。 またデータの形式な どの制御をす る。

第
5

層

セ シ ョン層

2つ のアプリケーションプロセス間の連携をうまく

行 うため、互いに同期をとりながら情報の授受を行

うもので、双方向同時の全2重 モー ドか交互の半2

重モー ドで通信するときの対話の管理を行 う送信モ
ー ドの選択や送信権の制御を行 う。

第

4

層

トラ ンスポ ー ト層

両端 の システムで実際の業務 を行 うアプ リケー シ ョ

ンプロセスが、通信網 に依 存 しない形 でエ ン ド・ツ
ー ・エ ン ドでデー タ通信 を行 うための働 きをす る。

それ によって ネ ッ トワー ク層で のサー ビスは補完 さ

れ、 アプ リケーシ ョンプ ロセスが必要 とす るデー タ

伝送 品質 は保障 され る。

第

3

層

ネ ッ トワ ー ク層

データ網や電話網などの通信網を使用 して両端のシ

ステム間を結ぶ通信経路を確立 し、データを伝送す

る機能を持つ。ルーティング機能やデータ中枢機能
が必要。

第
2

層

データ リンク層

隣接す るシステム間で、誤 りの ないデータ伝送 を行

う。 そのためのエ ラーの検 出、再送 な どを行 う。

HDLC手 順 に従 う。

第

-

層

物理層

通信を実現するため、必要な物理的条件、電気的条

件を規定するもので、 これによって ビット列の伝送

が保証されている。 ビット伝送に必要な物理的条件

電気的条件などが定められている。

図3-10 OSI各 階層の役割
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OSIを 教える教材をつ くる

ことで はな く、如何 にうま く教

え るか,普 遍的方法論を確立 す

知識と操作

何故や るのか。

従来 の方法は文章 の世界、

分か りず らい。

図3-11シ ス テ ムの実 現(OSIを 例 と して)

一216一



(3)OSI学 習 モデル(物 理層)

OSI学 習モデルの中で最下層 にある物理層 は、パ ソコン通信等で、ユ

ーザに とって非常 に身近な ものであ るが、わか りづ らい概念であ る。一般

には、物理層は次のよ うに解説 され る。

　伊

OSIの 理解

物理層の機能

物理層とは

電話線や同軸ケーブルなど物理媒体を通信回線として使用するたあ、電気的、機械的

および物理的条件を管理 し、 ビット列の伝送を保証する層です。列として、モデム信

号の管理があげられます。

教科書の記述 一 文字/文 章による表現の世界 どういうことか?

∪ ど う も って い くか

イメージの世界 一→具体 の世界へ

そ して、行動学 習する
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次 に、 図3-12に 示す よ うにOSIモ デル の物 理 層 にお け る知 識 モ ジ ュ

ール、 基 本 モ ジ ュール 、拡 張 モ ジ ュール の位 置 づ け を示 す。

甲
イメージを描かせ る

実物を

みせる

基 本 モ ジ ュール

やってみ る

1
1

一

操 作

(行 動)

一

一→

一

知 識 モ ジ ュール

失敗 した り

うま くい った り

理 論

RS232C

ビッ ト列 の伝送 を

保証 しなければな らない

関連の知識

応用(拡 張)モ ジュール

知識の拡張

・RS232Cと は?

ピ ン配置

・RS232Cの 順序

信号のや りとり

を確認 させ る

図3-12 OSI物 理層 にお ける

知識ベ ース ・モデルの位置づ け
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3.2.2シ ステム の仕 様

シス テ ムの仕 様 の概 要 は、 以下 の通 りで あ る。

(1)前 提条 件

・使 用機 種:ア ップル 社 マ ッキ ン トッシ ュ

・オ ブ ジ ェク ト ・モ デル:OSI参 照 モ デ ル

(2)コ ー スウ ェア の作 成

オ ーサ ー ツ ール を使 用 し、 各種 コース ウ ェア を作 成 す る。

この 場 合 、 フ レー ム画 面 の デ ザ イ ンが非 常 に重 要 な位 置づ け にな る。

図3-13にOSI参 照 モデ ル物 理 層 の場 合 の フ レー ム型 画面 作 成 例 を示 す 。
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画 面 フ レ ー ム ・ シ ー ト =
教授 戦 略

(Strastegy)

・実 物 を提 示(パ ソコ ン ・モデ ム) 。

ま ず イ メ ー ジを与 え る。

パ ソ コ ン

一

ロ

モデム

画

データ端末(パ ソコン)と データ伝送装置(MODEM)が あ ります。 これをケーブ

ルで結 び、通信で きるように しま しょう。

目 標 行 動

(Terminai

behavior)

・パ ソ コ ンデ ー タ端 末 で あ る こ とを知 る。

・MODEMが デ ー タ伝 送装 置 で あ る こ とを 知 る。

・パ ソコ ン/MODEMの 形 状 を 把 握 す る。

図3-130SI参 照モデル物理層の場合 のフ レーム型画面作成例(1/11)
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画 面 フ レ ー ム ・ シ ー ト 口
教授 戦 略

(Strastegy)

・ケ ー ブル3本(1本 はRS232C/25Pケ ー ブル)を 用 意 し
、

操作 させ る。

パ ソ コ ン

裏 側

口E三 ヨ

モデ ム

回
ケーブルAノ ロ

許 一
ケ ー ブルB

細
れ=ブ ルcノ ロ

3本 の ケーブルを用意 しま した。

はじめ に、ケーブルAを 使 ってつないでみて下 さい。

→ ①へ

目 標 行 動

(Terminal

behavior)

図3-13 OSI参 照モデル物理層の場合 の フレーム型画面作成例(2/11)
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画 面 フ レ ー ム ・ シ ー ト 口
教 授戦 略

(Strastegy)

・Aで や らせ て _蜘 させる。

っ なが りませんね。で はケーブルBで は → ②へ

目 標 行 動

(Terminal

behavior)

・形状が合わない とっなが らない ことがわか る。

図3-130SI参 照モ デル物理層 の場合の フ レーム型画面作成例(3/11)
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画 面 フ レ ー ム ・ シ ー ト 回
教授 戦 略

(Strastegy)

・Bで や って も → 失敗

これ もっなが りません。 ど うしてですか?

で は、ケーブルCで はど うですか。 ③へ

目 標 行 動

(Terminal

behavior)

図3-130SI参 照 モデル物理層 の場合の フレーム型画面作成例(4/11)
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画 面 フ レ ー ム ・シ ー ト =
教 授 戦 略

(Strastegy)

・ケーブルCで は じあて成功 させる。

・ケーブルの形状が合わないと接続で きない ことを体験的に学ばせる。

ケーブルCはOKで すね?っ なが りま したね。

目 標 行 動

(Terminal

behavior)

・ケーブルには何種類かあ り、それぞれ物理的な形状(タ イプ)が あ る

ことがわか る。

図3-130SI参 照モデル物理層の場合のフ レーム型画面作成例(5/11)
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画 面 フ レ ー ム ・ シ ー ト =
教 授 戦 略

(Strastegy)

・情報が 、 ビッ ト列で表 され、規格 の合 う物理媒体 を正確 に伝送 され る

ことをイメー ジさせ る。

に
パルス例

それでは、信号 が確か に流れているか確認 しま しょう。

rABC」 とタイプイ ンしてみて下 さい

アナライザで信 号を確認 して下 さい。/2～3回 や らせる

目 標 行 動

(Terminal

behavior)

・情 報 が ビ ッ ト列 で表 され 、物 理 媒体 を伝送 す る こ とが わ か る。

・ 「ビ ッ ト列 の伝 送 」の イ メー ジが っか め る。

図3-130SI参 照 モデル物理層の場合の フレーム型画面作成例(6/11)
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画 面 フ レ ー ム ・シ ー ト =
教授 戦 略

(Strastegy)

・ケ ーブ ルCがRS-232Cケ ー ブル と呼 ばれ て い る ことを示 す。

=

ケ ー ブルCをrRS-232Cケ ー ブル 」 とい い ます。

RS-232Cケ ー ブ ル は、 デ ー タ端末 とデ ー タ伝 送装 置 を結 ぶ標 準 的 な イ ンタ フ ェ

ー スで す
。

目 標 行 動

(Terminal

behavior)

・ 「RS-232Cケ ー ブ ル」が 標 準 的 な ケ ー ブルで あ る こ とを知 る。

図3-13 OSI参 照 モデル物理層の場合の フ レーム型画面作成例(7/11)
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画 面 フ レ ー ム ・ シ ー ト =
教 授 戦 略

(Strastegy)

・RS-232Cケ ーブ ルが 標準 化 され た背景 を示 す
。

RS232Cケ ーブルは、物理層プ ロ トコルの代表 と して広 く普及 しているケーブル

です。RS232cは 米国電子工業会(EiA)を 中心に、ベル研究所モデムメーカ、
コンピュータメーカなどが集 まり、データ端末 とデータ伝送装置間のイ ンタフ ェースと

して標準化 され た ものです。

目 標 行 動

(Terminal

behavior)

・RS-232Cケ ー ブル が
、 デ ー タ端 末 とデ ー タ伝 送装 置 間の イ ンタ

フ ェース と して標 準 化 され た こ とが わか る。

図3-13 OSI参 照モデル物理層の場合の フ レーム型画面作成例(8/11)
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画 面 フ レ ー ム ・ シ ー ト =
教 授 戦 略

(Strastegy)

・RS232Cケ ーブルの形状 を例に機械的特性 とい う言葉を示す。

ト
一3乳09(最 大)一 一 一⇒1

'、

笹'
∴:∵二:㍗

一

ノ

l

l
匙;

10。

1

RS-232Cの25ピ ン,コ ネ クタの形 状

RS232Cケ ーブルの25ピ ンコネ クタの様子をみてみ ま しょう。写真のよ うに① ピ

ンの配列、② ピンの番号、③ コネ クタの形状 は正確 に規定 されています。

すなわ ち、機械的特性。

目 標 行 動

(Terminal

behavior)

・ピンや コネクタの形状の規定が機 械的特性 を示す ことを知 る。

図3-130SI参 照 モデル物理層 の場合のフ レーム型画面作成例(10/11)
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画 面 フ レ ー ム ・シ ー ト[4一 ④]

教 授 戦 略

(Strastegy)

・機械 的特性 と基準(プ ロ トコル)と の関係を示す
。

r 、

このよ うに、機械的特性が しっか りと決め られているために、 メーカの異 なる装置同

士で もrRS232Cの 基準(プ ロ トコル)」 に合 った装置であれば、簡単 に接 続す る

ことがで きるのです。

目 標 行 動

(Terminal

behavior)

・基準(プ ロ トコル)に 合 う機械 的特性を持 っていれ ば、他社の装置で

も接続で きるメ リッ トがわか る。

図3-130SI参 照モデル物理層の場合の フ レーム型画面作成例(10/11)
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画 面 フ レ ー ム ・ シ ー ト 口
教 授戦 略

(Strastegy)

・機械的特性 の個 々の説明に入 る。

それでは次 に、RS232Cの 代表的な ピンの機能 にっ いてみてみま しょう。

目 標 行 動

(Terminal

behavior)

・ピンの機能の詳細説明の導入。

図3-13 OSI参 照 モデル物理層の場合 のフ レーム型画面作成例(11/11)
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(3)知 識 ・教授 法 の モ ジュー ル化

こ こで 、OSI参 照 モ デル物 理 層 の ベテ ラ ン ・イ ンス トラ クタの 知識 ・

教授 法 につ い て 、 図3-14に 示 す よ うにモ ジ ュー ル化 の た めの 分 析 を して み

る。

ベ テ ラ ン ・イ ンス トラ クタ

・物理媒体 の形状(姿 ,か たち)

・機能/は た らき

・特 徴

イメー ジがで きあが ってる

知識 として もってい る

図3-14ベ テ ラ ン ・イ ンス トラ クタの知 識 ・教授 法 の モ ジ ュー ル化
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(4)各 モ ジ ュール の整 理

図3-15に 示 す よ うに モ ジ ュー ル化 の場 合 、 どの よ うな知 識 を どの よ う

に モ ジュ ール化 して い くか 、 合 わ せて 整 理 して い く ことが重 要 とな る。

メ ソ ッ ド ノウハ ウ

→

←

何を

どのよ うにつ くるか

整理 してみよ う

環 境

図3-15モ ジ ュール の整 理
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(5)整 理統合化 されたマルチメデ ィア ・システム

そ して、 これ らモ ジュールを整理統合化 したマルチ メデ ィアを用 いた戦

略型教育 システムを図3-16に 示すよ うに運用操作す る。

→

←

文章で

表現

本/教 科書

一[ヨ

↑

対象とするもの

ベテ ランの記述

ベ テ ラ ン ・イ ンス トラク タの

教 授 法 、知 識 を モ ジ ュール化

図3-16運 用 操 作

(6)運 用での システム操作例

前述 の作成法に基づ き、OSIモ デル物理層 を基本モ ジュール と拡張モ

ジュールに分けて設定 し、図3-17に 示すよ うなイメー ジで学習者 はマル

チメデ ィアを用 いた戦 略型教育 システムを運用操作す る。
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基本 モ ジ ュー ル

①操作する

(イ メージで操作)→ イ メージを作り

上げればいい

機器 と機器を結ぶ

嗣
結びたい

c、d

い ろ い ろ な ケ ー ブ ルが あ る

ケ ー ブ ル を3種 類

②接続 してごらん

③

うらをみせて

MODEM

aの ケーフルでむすんで

ll:∵
ジ ャ ッ クが 合 わ な い

bの ケ ー ブ ル → だ あ

cの ケ ー ブ ル → 成 功

口

っながった

信号が伝送される

MODEM

ロ　トツビ↑

↓

図3-17

010011

④ ピン配置を決めておく等を

定めることが重要

マル チ メデ ィアを用 いた戦 略 教 育 システ ムの操 作 例
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応 用 モ ジュ ール

灘 鷲:㍍ 」欝 三
ここでの学習項 目

① ケーブルでむすぶ とい うこと

↓ っなげることの重要 さ

通信 の世界の基本

コネ クタの形状や ピンの配置を知 る こと

↓

相手 に対 して ビッ トの保証をす るとい う

ことがおわか りで しょう。

②いろいろな種類の ケーブルがある こと。

その形状がわか る

③モデムに も種 々あ る。

モ デムの形状がわかる

④形状 を合わせな いと通信で きないことを理解 させ る(通 信の基本を学 ばせ る)。

↓

物理層のプ ロ トコルで世界的に決めてお

きま しょう。
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・管理の仕方を知 っている。

・ 「ビッ ト列の伝送 」→イメー ジを持 って いる。

情報が ビッ ト列で表 され、それが物理的媒体 を通 して

伝送 され る。

◎保証 す る。 ← これが重要。
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3.2.3シ ステムの評価

本稿で 、マルチメデ ィアを用いた戦略型教育 システムを提唱 して きた。

ここではそれぞれの学 習 システムを実際に学習者 に運用 させ、そ こか ら得

られ る学習 データを評価する場合の概要を示 した。 また、教育工学的見地か

らデータ解析を行 ない、そ こか ら得 られ る有効学習 データを フィー ドバ ック

し、最適 な教授法を システ ィマテ ィカル に捉 え ることを試み、今後の情報処

理教育へのマル チメディアを用 いた戦略型教育 システムの適用の一助 と した

い。

(1)学 習課程 と学習テ ス ト・デー タ

マルチメデ ィアを使用 した場合の到達すべ き学習 目標 の達成率 を測定 し、

また達成 に要 した時間、態度測定等 を実施 す る。

(2)学 習データ分析1

マルチメデ ィアを使用 した場合の 日常的な1ク ラス単位の小規模データ

を対象 と し、個 々の学習者の学習 目標 の到達、未到達を観察す ることで、

学習診断、処方をよ り良 く行 な うためのCMIに おけるS-P表 によ り、

学習テ ス ト・データを統計分析す る。

(3)学 習データ分析H

マル チメデ ィアによる学習 テス ト・データの実測デー タか ら、その分布

モデルによ りどのよ うな学 習解釈デー タが得 られ るかを考え る。 この場合、

得点学習データ、解答所要 時間学習データか らその分布をエ ン トロピー確

立 モデルで記述 し、様 々な制御条件下 にエ ン トロピー最大化原理によって、

解釈上の解 を得 ることを試 みる。

評価実験 と しては図3-18に 示すよ うに、 〔Aグ ループ〕 と して従来型

の教科書 を中心 に した学習法 と、 〔Bグ ループ〕 と してマルチメデ ィアを

用 いた戦略型教育 システムによ る学習法を並行 に実施 してみ る。

図3-18に ある 「知識 と操作 」は、工学分野 における教育の世界では、

きわめて効果的な教授法の一つである。
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〔Aグ ル ープ〕

教科書的な学習

(教科書を読ませる)

スタテ ィックな

従来型の教育

↓

イメー ジがえが けない

評価実験

〔Bグ ループ〕

写真

ダイナ ミックな学習環境利用 グループ

イメー ジをっ くらせ る

図3-18評 価実験方法の概念
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